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本
学
は
、「
理
学
」と「
工
学
」を

融
合
し
た
実
践
的
な
学
び
に
よ
り
、

総
合
的
・
複
合
的
な
思
考
力
と
柔

軟
な
発
想
力
を
備
え
た
社
会
と
科

学
技
術
の
懸
け
橋
と
な
る
人
材
を

育
成
し
ま
す
。

　
学
び
の
領
域
は
「
応
用
化
学
」

「
生
物
工
学
」「
医
用
工
学
」「
応
用

物
理
学
」「
電
気
電
子
工
学
」「
情
報

通
信
工
学
」「
情
報
工
学
」「
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
工
学
」「
サ
ー
ビ
ス
科
学
」

の
９
つ
の
領
域
に
わ
た
り
、
新
素

材
の
開
発
か
ら
I
C
T
（
情
報
通

信
技
術
）
を
用
い
た
サ
ー
ビ
ス
に

至
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
に

日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
学
科
選
択
は
2
年
次

　
１
年
次
は
理
学
と
工
学
の
基
礎

を
幅
広
く
学
び
、
２
年
次
に
自
分

の
興
味
・
関
心
に
合
わ
せ
て
学
科

を
選
択
。３
年
次
、４
年
次
は
各
専

門
分
野
の
よ
り
高
度
な
知
識
・
技

術
を
修
得
し
、
４
年
間
を
通
し
て

段
階
的
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

【
2
0
2
1
年
度
予
定
】

●
一
般
選
抜
（
前
期
・
公
立
中
期
）

　
前
期
お
よ
び
公
立
中
期
日
程
と

も
に
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト（
国
・

数
・
理
・
英
）
を
課
し
ま
す
。

■
個
別
学
力
検
査

前
期
／
数
学
、
理
科

公
立
中
期
／
数
学

■
試
験
会
場

前
期
／
本
学
お
よ
び
千
歳
市
内
、

旭
川
、
函
館
、
釧
路
、
盛
岡
、
東
京
、

名
古
屋

公
立
中
期
／
本
学
お
よ
び
千
歳
市
内

●
総
合
型
選
抜

　
志
望
理
由
書
お
よ
び
小
論
文
、
e

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
学
習
、
ス
ク
ー

リ
ン
グ（
基
礎
学
力
検
査
、実
験
ま
た

は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）、面
接
試
験

●
学
校
推
薦
型
選
抜

　
全
体
の
学
習
成
績
の
状
況
３
・

７
以
上
。
書
類
審
査
、
基
礎
学
力

検
査
お
よ
び
小
論
文
、
面
接
試
験

※
詳
細
は
本
学
W
e
b
サ
イ
ト
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
早
い
段
階
か
ら
職
業
へ
の
意
識

づ
け
を
進
め
る
た
め
、
学
生
の
将

来
を
描
く
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
１
年
次
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

４
年
間
を
通
し
て
、
一
人
ひ
と
り

の
希
望
と
適
性
に
合
わ
せ
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、
ジ
ョ
ブ
マ
ッ
チ

ン
グ
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
就
職
先
は
、
道
内
の
技
術
系
企

業
か
ら
道
外
の
大
手
電
気
系
・
通

信
系
・
情
報
系
企
業
に
至
る
ま
で
、

幅
広
い
分
野
に
及
び
ま
す
。

●
１
・
２
年
次
『
キ
ャ
リ
ア
教
育
』

　
大
学
生
活
や
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
、
就
職
に
向
け

た
意
識
づ
け
を
促
し
ま
す
。

＊
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

●
３
・
４
年
次
『
就
職
支
援
』

　
人
間
力
を
高
め
な
が
ら
、
実
践

的
な
サ
ポ
ー
ト
を
通
し
て
希
望
す

る
進
路
を
め
ざ
し
ま
す
。

＊
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
学
内
企

業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
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本
学
は
４
つ
の
学
部
が
相
互
に

学
び
合
え
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

少
人
数
制
で
個
性
を
尊
重
す
る
指

導
は
、
教
職
員
と
学
生
の
人
間
的

な
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

各
学
部
・
学
科
ご
と
の
専
門
的
な

学
び
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
４
年

間
を
通
し
た
人
間
的
な
成
長
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
特
徴
を
生
か
し
た
う

え
、
本
当
の
「
国
際
人
」
を
育
て

る
た
め
の
英
語
教
育
に
も
注
力
。

学
部
を
問
わ
ず
、
各
人
の
レ
ベ
ル

に
合
っ
た
方
法
で
実
践
的
な
英
語

を
身
に
付
け
、
交
換
留
学
・
海
外

語
学
研
修
・
海
外
文
化
研
修
な
ど

の
選
べ
る
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、

海
外
か
ら
の
留
学
生
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
「
バ
デ
ィ
シ
ス
テ
ム
」
で
、

異
文
化
理
解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
に
は
大
甕
駅
改
修

工
事
が
終
了
し
、
駅
直
結
の
キ
ャ

ン
パ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
資
格
取
得
の
た
め
の
支
援
も
充

実
し
て
い
ま
す
。
教
員
採
用
試
験

対
策
を
行
う
教
職
指
導
室
で
は
、

学
校
教
員
の
経
験
を
持
つ
教
員
が
、

採
用
試
験
に
合
格
す
る
た
め
の
個

別
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
過
去

問
題
を
分
析
し
、
一
般
教
養
や
教

職
教
養
、
専
門
教
科
な
ど
に
つ
い

て
幅
広
い
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
務
員
試
験
の
対
策
講
座
で
は
、

公
務
員
の
業
務
概
要
を
知
り
、
試

験
に
関
す
る
最
新
情
報
や
対
策
方

法
な
ど
を
身
に
付
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
社
会
福
祉
士
、
管

理
栄
養
士
、看
護
師
、保
健
師
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
ご
と
に
め
ざ
す

こ
と
の
で
き
る
各
種
資
格
試
験
の

実
力
養
成
講
座
を
設
け
て
合
格
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ

Ｌ
な
ど
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
直

結
す
る
資
格
・
検
定
試
験
対
策
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
学
部
・
学
科
を
問
わ

ず
、
個
人
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
な

が
ら
、
会
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
重
視
し
た
生
き
た

英
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
本
当
に
話
せ
る
英
語

力
」
と
は
、
英
語
で
文
化
を
語
れ

る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
海
外

で
の
異
文
化
体
験
を
全
学
教
養
科

目
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
他
文

化
と
出
会
い
、
理
解
を
深
め
る
環

境
を
十
分
に
整
備
。
日
常
的
に
も

ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
や
留
学
生
と
楽

し
く
話
せ
る
機
会
が
多
く
、
自
然

な
英
語
が
身
に
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
現
代
英
語
学
科
で
は

「
デ
ュ
ア
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
導
入
。
日
本
と
海
外

の
大
学
で
２
年
ず
つ
学
び
、
卒
業

時
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
学
位

を
取
得
で
き
ま
す
。
２
０
１
５
年

よ
り
始
動
し
た
制
度
で
、
現
在
は

ア
メ
リ
カ
と
韓
国
の
各
１
校
が
提

携
先
と
な
っ
て
い
ま
す
。

����������������� ����
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（2020年度時点）

1分
駅からキャンパスまでの距離

（2020年度採用実績）

90名
教員採用試験合格者数

（2019年度実績）

17か国28大学
留学先
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１
９
６
５
年
に
、
世
界
規
模
の

総
合
物
流
企
業
で
あ
る
日
本
通
運

株
式
会
社
の
全
面
的
な
支
援
に

よ
っ
て
開
学
し
た
産
学
連
携
を
出

発
点
と
す
る
大
学
で
す
。「
実
学

主
義
」、「
教
養
教
育
」、「
少
人
数

教
育
」
の
３
つ
の
理
念
を
柱
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
経
験
豊
富
な
教
員
や
、

企
業
の
ト
ッ
プ
・
実
務
者
か
ら
学

べ
る
実
践
型
授
業
を
展
開
。
卒
業

後
に
即
戦
力
と
な
り
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　
学
生
一
人
ひ
と
り
の
潜
在
能
力

を
見
い
だ
し
、
覚
醒
さ
せ
、
伸
ば

す
た
め
に
学
生
と
教
職
員
が
密
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
教

育
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
全
て

の
学
生
が
15
人
前
後
の
ゼ
ミ
に
所

属
し
、
き
め
細
か
い
指
導
を
受
け

ま
す
。
４
年
間
の
少
人
数
ゼ
ミ
は
、

学
習
内
容
へ
の
深
い
理
解
や
自
ら

積
極
的
に
学
ぶ
姿
勢
だ
け
で
は
な

く
、
学
生
同
士
の
深
い
絆
も
育
み

ま
す
。

　
社
会
保
険
労
務
士
や
宅
地
建
物

取
引
士
、
語
学
学
習
な
ど
、
20
種

類
の
資
格
取
得
対
策
講
座
を
キ
ャ

ン
パ
ス
内
で
無
料
開
講
し
て
い
ま

す
。

●
取
得
で
き
る
資
格
／
中
・
高
等

学
校
教
諭
一
種
免
許
状
、〈
ス
ポ
ー

ツ
健
康
科
学
部
〉
日
本
赤
十
字
社

救
急
法
救
急
員
、（
財
）
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
共
通
科
目
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

の
講
習
お
よ
び
試
験
免
除
、〈
社

会
学
部
社
会
学
科
〉
保
育
士
、
認

定
心
理
士
（
認
定
資
格
）、〈
社
会

学
部
〉
社
会
福
祉
主
事
（
任
用
資

格
）

●
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る
も
の
／

〈
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
ス
ポ
ー

ツ
健
康
科
学
科
〉（
財
）
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト

レ
ー
ナ
ー
、〈
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科

学
部
〉
健
康
運
動
指
導
士
、
健
康

運
動
実
践
指
導
者
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
指
導
者
、〈
社
会
学
部
社
会
学

科
〉
社
会
福
祉
士

　
企
業
訪
問
や
経
営
者
を
招
い
て

行
う
授
業
、
外
国
人
教
員
に
よ
る

語
学
ゼ
ミ
な
ど
実
践
型
の
授
業
を

多
数
開
講
し
、
社
会
に
出
て
即
戦

力
と
な
る
人
材
を
育
成
し
て
い
ま

す
。

●
１
年
生
か
ら
開
始
す
る
充
実
し

た
キ
ャ
リ
ア
就
職
支
援
／
就
職
に

強
い
の
が
本
学
の
伝
統
で
、
各
業

界
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

面
接
実
践
指
導
、
年
間
の
べ
４
２

４
社
の
企
業
担
当
者
に
よ
る
学
内

合
同
企
業
説
明
会
な
ど
充
実
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
系
的
に
設
定
し

て
い
ま
す
。

●
在
学
中
に
興
味
あ
る
仕
事
を
体

験
／
毎
年
多
く
の
学
生
が
、
国
内

外
の
提
携
企
業
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
卒
業

後
の
進
路
選
択
に
大
い
に
役
立
つ

だ
け
で
な
く
、
早
い
時
期
か
ら
社

会
人
と
し
て
の
立
場
を
意
識
す
る

こ
と
は
、
学
生
自
身
の
大
き
な
成

長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

������������	�������

���¡¢立�¤¥¦生�¨�©ª�«¢

（2019年度時点）※新松戸キャンパス

4分
駅からキャンパスまでの距離

（2019年度実績）

424社
学内合同企業説明会
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（2018年度実績　※就職者数÷就職希望者数）

100％

11学部26学科
学部・学科数
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本
学
は
、
１
９
９
５
年
に
開
学

し
た
日
本
初
の
医
療
福
祉
の
総
合

大
学
で
す
。
２
０
２
０
年
に
創
立

25
周
年
を
迎
え
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
医
療
福
祉
専
門
職
を
養
成
す
る

学
科
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
こ
の
特

長
を
生
か
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

本
学
独
自
の
「
関
連
職
種
連
携
教

育
」
で
す
。
複
数
の
医
療
福
祉
専

門
職
が
連
携
・
協
力
し
て
治
療
や

ケ
ア
に
あ
た
る
「
チ
ー
ム
医
療
・

チ
ー
ム
ケ
ア
」
の
考
え
方
や
ス
キ

ル
を
１
年
次
か
ら
段
階
を
踏
み
な

が
ら
修
得
し
て
い
き
ま
す
。
最
終

ス
テ
ッ
プ
と
な
る
４
年
次※

に
は
、

学
部
・
学
科
の
垣
根
を
越
え
て

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
医
療
福
祉
施

設
な
ど
で
実
習
を
行
い
ま
す
。
他

職
種
の
理
解
を
深
め
、
臨
床
現
場

で
求
め
ら
れ
る
職
種
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
専
門
分
野

を
越
え
た
幅
広
い
知
識
を
身
に
つ

け
ま
す
。

※

薬
学
部
は
５
年
次
に
実
施
。

●
特
待
奨
学
生
制
度
（
医
学
部
除

く
全
学
部
対
象
）

　
特
待
奨
学
生
特
別
選
抜
、
一
般

選
抜
前
期
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
利
用
選
抜
の
３
つ
の
入
試
の
成

績
上
位
合
格
者
か
ら
、
最
大
で
授

業
料
の
１
０
０
％
相
当
額
の
奨
学

金
が
給
付
さ
れ
る
特
待
奨
学
生
を

選
抜
し
ま
す
。
国
立
大
学
よ
り
も

安
い
、
あ
る
い
は
同
程
度
の
学
生

納
付
金
で
進
学
で
き
ま
す
。

●
医
学
部
特
待
奨
学
生
制
度

医
学
部
の
学
生
納
付
金
は
、
私

立
大
学
医
学
部
で
最
も
安
い
６
年

間
１
８
５
０
万
円
で
す
。
さ
ら
に

一
般
選
抜
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
利
用
選
抜
の
２
つ
の
入
試
の
成

績
上
位
合
格
者
か
ら
医
学
部
特
待

奨
学
生
を
選
抜
し
、
最
大
６
年
間

で
１
４
０
０
万
円
の
奨
学
金
を
給

付
。
入
学
金
１
５
０
万
円
も
免
除

し
ま
す
。
学
生
納
付
金
は
６
年
間

で
３
０
０
万
円
と
な
り
、
国
立
大

学
よ
り
も
安
く
進
学
で
き
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
３
月
卒
業
生
の
国

家
試
験
の
結
果
は
、
保
健
師
（
小

田
原
保
健
医
療
学
部
、
福
岡
看
護

学
部
）、
理
学
療
法
士
（
小
田
原

保
健
医
療
学
部
）、
作
業
療
法
士

（
福
岡
保
健
医
療
学
部
）、
視
能
訓

練
士
（
保
健
医
療
学
部
）、
介
護

福
祉
士
（
医
療
福
祉
学
部
）
で
合

格
率
１
０
０
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
学
部
・
学
科
で
も
、
全

国
合
格
率
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。

　
医
療
福
祉
の
現
場
で
活
躍
す
る

先
輩
た
ち
が
築
き
上
げ
た
評
価
と

信
頼
か
ら
、
全
国
各
地
か
ら
１

人
あ
た
り
約
70
人
の
求
人
が
あ
り

（
２
０
１
９
年
３
月
現
在
）、
就
職

率
は
毎
年
１
０
０
％
を
実
現
し
て

い
ま
す
。

　
学
科
教
員
に
よ
る
丁
寧
な
個
別

指
導
を
は
じ
め
大
学
全
体
で
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
、
学
生
の
希
望
に

沿
っ
た
、
か
つ
長
所
を
生
か
せ
る

就
職
先
へ
と
導
き
ま
す
。
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（2019年度実績）

80週以上
臨床実習（BSL）週数

（2019年度実績）

99.2％
医師国家試験合格率

2,300万円

修学資金貸与制度
6年間貸与金額合計

（2019年度実績）
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本
学
は
、
へ
き
地
や
離
島
な
ど

の
地
域
の
医
療
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
住
民
の
健
康
の
増
進
、
福

祉
の
充
実
を
め
ざ
す
医
師
を
養
成

す
る
た
め
に
、
全
都
道
府
県
の
共

同
に
よ
り
１
９
７
２
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、

１
年
次
か
ら
早
期
体
験
実
習
な
ど

の
臨
床
重
視
の
総
合
医
教
育
を
実

践
し
、
臨
床
実
習
（
Ｂ
Ｓ
Ｌ
）
は

他
大
学
の
医
学
部
よ
り
も
早
い
４

年
次
か
ら
２
年
間
の
長
期
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
５
年
次
に

は
、
地
元
の
地
域
医
療
の
現
場
で

約
２
週
間
、「
地
域
医
療
実
習
（
Ｃ

Ｂ
Ｌ
）」
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

実
際
の
患
者
さ
ん
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
と
同
時
に
地
域
医
療
へ

の
関
心
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
卒

業
生
は
、
出
身
都
道
府
県
の
公
立

病
院
、
診
療
所
、
保
健
所
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
医
療
機
関
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

●
修
学
資
金
貸
与
制
度
／
「
自
治

医
科
大
学
医
学
部
修
学
資
金
貸
与

制
度
」
に
よ
り
、
本
学
と
必
ず
貸

与
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
卒
業
後
は
、
直
ち
に
、
学

校
法
人
が
修
学
生
の
第
１
次
試
験

地
の
属
す
る
都
道
府
県
知
事
の
意

見
を
聴
い
て
指
定
す
る
公
立
病
院

な
ど
に
医
師
と
し
て
勤
務
し
、
そ

の
勤
務
期
間
が
修
学
資
金
の
貸
与

を
受
け
た
期
間
の
２
分
の
３
に
相

当
す
る
期
間
（
一
般
的
に
は
９
年

間
）
に
達
し
た
場
合
は
、
返
還
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

●
奨
学
資
金
貸
与
制
度
／
生
活
費

の
一
部
を
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
経
済
的
な
面
か
ら
修
学
を
支

援
す
る
制
度
で
す
（
卒
業
後
、
９

年
以
内
に
返
還
）。
申
請
に
基
づ

き
無
条
件
で
月
額
５
万
円
を
貸
与

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
業
成
績
や

家
庭
の
経
済
状
態
な
ど
を
勘
案
し

て
選
考
し
、
最
高
月
額
15
万
円
ま

で
無
利
子
で
貸
与
し
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
度
の
医
師
国
家
試

験
の
合
格
率
は
89
％
。
そ
の
中
で

本
学
の
合
格
率
は
99
・
２
％
を
誇

り
、
全
国
80
医
科
大
学
中
第
１
位

を
７
年
連
続
で
達
成
し
ま
し
た
。

本
学
卒
業
生
の
医
師
国
家
試
験
合

格
率
は
、
過
去
42
年
間
で
全
国

ト
ッ
プ
が
18
回
、
１
０
０
％
合
格

が
６
回
と
い
う
抜
群
の
成
績
で
す
。

国
家
試
験
で
は
、
臨
床
現
場
で
の

決
断
力
や
判
断
力
を
問
う
問
題
が

増
え
て
お
り
、
実
践
重
視
の
総
合

医
教
育
で
し
っ
か
り
身
に
付
い
て

い
る
結
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
本
学
の
卒
業
生
は
、
卒
業
後
す

ぐ
に
現
場
に
出
る
必
要
が
あ
り
、

実
際
に
役
立
つ
知
識
と
技
術
を

し
っ
か
り
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
本
学
で
は
、
全
学
年

に
お
け
る
き
め
細
か
な
学
習
指
導

を
行
い
、
進
級
試
験
や
国
家
試
験

前
に
は
特
別
補
講
を
実
施
す
る
な

ど
医
師
へ
の
道
を
強
力
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

��金 � ���立������� �������

�� � � �����������	�������

自���大� ���

マナビジョンブック2020



（2019年度時点）

徒歩1分

JR「小山」駅東口から

キャンパスまでの距離

240万円
学特４年間学費

（2019年度実績）
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●����／経営学科［企業経営コース（企業経営領
域、金融・経済領域、公務・事業創造領域）、経営情報
コース（マネジメントサイエンス領域、情報システム
領域、データサイエンス領域）、企業会計コース（企業
会計領域）、メディアコース（メディア領域、アニメ・エ
ンタテインメント領域）、ビジネスコミュニケーション

コース（国際ビジネス領域、ホスピタリティ・マネ
ジメント領域）］
●���／法律学科［市民コース、司法コース、行
政コース、企業コース、国際コース］

●����／発達科学科［児童教育専攻（小学校
教育コース、幼児教育・保育コース）、スポーツ健
康専攻、英語教育専攻、心理学専攻］
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経
営
学
部
で
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
中

心
の
授
業
で
実
践
力
を
磨
き
、
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
造
で
き
る
人

材
を
、
法
学
部
で
は
法
的
な
視
点

と
思
考
力
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

対
応
で
き
る
人
材
を
、
教
育
学
部

で
は
子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
を

身
に
付
け
さ
せ
る
、
現
代
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
教
育
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
養
成
。

　
ま
た
、
開
学
当
初
か
ら
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
野
を
育
む
教
育
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
気
軽

に
留
学
生
と
交
流
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
国
際
色
豊
か
な
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
、
異
文
化
に
触
れ
る
機

会
を
設
け
て
い
ま
す
。
海
外
研
修

や
交
換
留
学
な
ど
、
本
学
独
自
の

制
度
も
充
実
。
外
国
語
や
異
文
化

理
解
を
深
め
、
海
外
で
学
ん
だ
経

験
を
生
か
し
、
将
来
の
進
路
を
よ

り
広
い
視
野
で
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　
地
元
企
業
と
強
い
つ
な
が
り
を

持
つ
本
学
で
は
、
年
間
を
通
じ
て

キ
ャ
リ
ア
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
業

界
・
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
、
学
内

合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
。

　
３
年
次
を
対
象
に
行
う
「
春
期

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
は
、
金
融

や
流
通
、
製
造
な
ど
の
企
業
や
官

公
庁
へ
多
く
の
学
生
が
積
極
的
に

参
加
し
、
職
業
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
や
教
員
出
身
の
経

験
豊
富
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
就

職
試
験
に
向
け
た
模
擬
面
接
や
提

出
書
類
の
添
削
な
ど
を
行
い
、
学

生
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
て
、

希
望
の
進
路
や
夢
を
実
現
す
る
た

め
に
き
め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
度
は
、
公
立
学
校

の
教
員
採
用
試
験
に
２
５
３
人
が

正
規
合
格
、
公
務
員
採
用
試
験
に

は
80
人
が
現
役
合
格
と
い
う
成
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
優
秀
な
学
生
の
経
済
的
な
負
担

を
少
し
で
も
軽
減
し
、
安
心
し
て

学
業
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え

る
た
め
に
、
本
学
に
は
開
学
以
来

30
年
以
上
続
く
、
独
自
の
学
業
特

待
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
減
免
さ
れ

た
費
用
を
資
格
取
得
や
留
学
の
資

金
な
ど
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
、

全
定
員
の
３
分
の
１
以
上
が
学
業

特
待
生
と
し
て
充
実
し
た
学
生
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
学
業
特
待

生
は
１
・
２
年
時
の
２
年
間
、
学

費
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
学
業
特
待

入
試
に
合
格
す
る
と
、
国
立
大
学

水
準
（
２
４
２
万
円
）
並
み
の
学

費
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
成
績
上

位
者
は
、
学
費
全
額
免
除
生
選
考

も
あ
り
ま
す
。

　
入
学
後
も
積
極
的
に
学
業
に
励

ん
で
も
ら
う
た
め
、
３
年
進
級
時

に
見
直
し
が
行
わ
れ
、
成
績
が
上

位
で
あ
れ
ば
継
続
し
て
３
・
４
年

次
の
学
業
特
待
生
に
な
れ
ま
す
。
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将
来
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、〝
広
い
視
野
と
総
合
的
な
視

点
を
取
得
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
〞
と
、
本
学
で
は
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
外
国
語
や
情
報
処
理
と

い
っ
た
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
実

践
的
ス
キ
ル
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

文
学
や
歴
史
な
ど
の
豊
か
な
知

性
・
教
養
を
育
む
科
目
な
ど
を
、

４
年
間
を
通
し
て
バ
ラ
ン
ス
良
く

学
べ
る
「
全
学
共
通
科
目
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
ソ
ー

シ
ャ
ル
マ
ナ
ー
」
の
授
業
で
は
、

航
空
会
社
の
元
客
室
乗
務
員
を
講

師
に
招
き
、
基
本
の
マ
ナ
ー
や
エ

チ
ケ
ッ
ト
に
加
え
、
表
情
や
言
葉

遣
い
・
姿
勢
や
立
ち
居
振
る
舞
い

と
い
っ
た
美
し
い
所
作
や
考
え
方

な
ど
を
理
論
と
実
践
の
両
面
か
ら

体
得
。
社
会
人
と
し
て
世
の
中
に

出
た
と
き
に
求
め
ら
れ
る
基
礎
を

身
に
付
け
、
ど
ん
な
社
会
に
お
い

て
も
活
躍
で
き
る
、
自
立
し
た
女

性
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　
夏
季
・
春
季
休
業
期
間
に
、
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

ア
メ
リ
カ
、
台
湾
の
大
学
で
３
〜

７
週
間
程
度
の
海
外
研
修
を
実
施
。

現
地
で
の
授
業
で
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
で
通
用
す
る
語
学
力
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
習
得
の

た
め
、「
聞
く
・
話
す
」こ
と
を
重
視
。

同
時
に
社
会
活
動
体
験
や
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
異
文
化
理
解
を
深
め
、
国
際
感

覚
を
磨
き
ま
す
。
ま
た
文
京
・
新

座
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
昼
休
み

に
「
跡
見
英
会
話
サ
ロ
ン
」
を
開

催
（
無
料
）。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先

生
と
ラ
ン
チ
を
共
に
し
な
が
ら
、

自
分
の
興
味
の
あ
る
話
題
で
自
由

に
楽
し
く
〝
お
し
ゃ
べ
り
〞
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き
た
表
現
や

会
話
の
応
用
力
が
養
わ
れ
、
自
然

に
英
語
力
が
磨
か
れ
て
い
き
ま
す
。

多
く
の
学
生
が
こ
の
サ
ロ
ン
を
利

用
し
、
語
学
力
に
磨
き
を
か
け
て

い
ま
す
。

　
１
・
２
年
次
の
「
進
路
ガ
イ
ダ

ン
ス
」、
３
年
次
の
「
自
己
分
析

ワ
ー
ク
」「
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」

「
就
職
活
動
準
備
講
座
」
な
ど
多

く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま

た
企
業
の
協
力
を
得
て
、
全
学
生

が
参
加
で
き
る
「
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
実
施
。
就

業
体
験
を
通
し
て
将
来
の
自
分
を

デ
ザ
イ
ン
し
ま
す
。

　
人
文
学
科
で
は
中
学
・
高
等
学

校
の
教
諭
一
種
免
許
状
が
取
得
で

き
ま
す
。ま
た
、司
書
・
司
書
教
諭
・

学
芸
員
課
程
も
設
置
。
臨
床
心
理

学
科
は
認
定
心
理
士
、
生
活
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
で
は
消
費
生

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
観
光
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
学
部
で
は
社
会
調
査
士
の

資
格
取
得
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、

資
格
試
験
に
高
い
実
績
を
誇
る
Ｔ

Ａ
Ｃ
と
提
携
し
た
講
座
を
、
多
数

開
講
し
て
い
ま
す
。

����������������� ���支�

���������¡��¢£¤¥¦§¨©ª«¬®¯�°

（2019年度時点）

54年
開学年数

（2019年度実績）

約200講座
キャリア支援講座数

（2019年度実績）

5か国5大学
留学先
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　「
語
学
の
獨
協
」
と
し
て
１
３

７
年
。
外
国
語
重
視
の
教
育
理
念

は
、
創
立
以
来
の
本
学
の
特
徴
で

す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
各
種
施
設
、

外
国
語
講
座
、
学
術
交
流
協
定
締

結
校
な
ど
、
外
国
語
習
得
の
た
め

の
環
境
を
整
備
。
学
部
・
学
年
の

枠
を
越
え
て
希
望
す
る
科
目
を
選

択
で
き
る
「
全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
」
で
は
、
15
種
類
の
外
国
語

を
学
べ
ま
す
。
英
語
に
重
き
を
置

き
、
全
て
の
学
科
で
４
技
能
別
に

「
専
攻
分
野
＋
英
語
」
の
力
を
高

め
ま
す
。
全
学
生
が
在
学
中
に
最

低
で
も
３
回
、
無
料
で
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
を
受
験
し
ま
す
。
さ
ら
に
英
語

を
主
専
攻
と
し
な
い
学
科
の
学
生

の
英
語
に
関
す
る
悩
み
や
疑
問
、

目
標
な
ど
に
応
じ
て
、
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
学
習
法
を
一
緒
に
考
え

る「
英
語
学
習
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
留
学
コ
ー
ス
や
経
済
支
援
制
度

を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
学
生
の
「
学
び
た

い
意
欲
」
に
応
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

奨
学
金
制
度
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

独
自
の
奨
学
金
「
獨
協
大
学
学
部

奨
学
金
」
は
返
還
不
要
で
す
。
新

入
生
の
申
請
者
の
う
ち
、
４
割
以

上
が
受
給
し
て
お
り
、１
年
生（
新

入
生
）
は
「
成
績
不
問
」
で
出
願

可
能
で
あ
る
こ
と
も
大
き
な
特
長

で
す
。
他
に
も
１
年
以
内
に
家
計

が
急
変
し
た
学
生
へ
の
応
急
奨
学

金
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、

民
間
団
体
の
給
付
型
奨
学
金
も
多

数
あ
り
ま
す
。

　
交
換
留
学
・
認
定
留
学
を
対
象

と
し
た「
獨
協
大
学
国
際
奨
学
金
」

も
返
還
不
要
の
給
付
型
奨
学
金
で

す
。
長
期
留
学
中
に
、
本
学
ま
た

は
留
学
先
ど
ち
ら
か
一
方
の
授
業

料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
本
学
は
大
学
等
に
お
け

る
修
学
支
援（
高
等
教
育
無
償
化
）

の
対
象
機
関
で
す
。

　
毎
年
、
市
場
の
動
向
が
変
化
す

る
就
職
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
。
就
職
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
専
門
的
知
識
の
あ
る
キ
ャ
リ
ア

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
学
生
一
人
ひ
と

り
の
就
職
活
動
状
況
に
合
わ
せ
な

が
ら
、
き
め
細
か
な
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
窓
口

相
談
、Ｐ
Ｃ
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
、

資
料
の
閲
覧
は
学
年
を
問
わ
ず
全

学
生
が
可
能
。
１
年
次
よ
り
将
来

へ
向
け
て
の
進
路
支
援
を
行
い
、

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
関
連
す
る

授
業
・
講
座
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
多

数
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
さ
ま

ざ
ま
な
国
家
資
格
・
外
国
語
検
定

等
取
得
の
た
め
の
対
策
講
座
も
設

置
。
早
い
時
期
か
ら
自
ら
の
将
来

の
姿
を
思
い
描
け
、
そ
れ
を
実
現

す
る
し
く
み
を
整
え
て
い
ま
す
。

※

就
職
し
た
学
生
の
就
職
内
定
先

満
足
度
は
93
・
０
％
。（
２
０
１

９
年
３
月
卒
業
生
）

���一人������������������

��金��大������� ���金��¡

（2019年3月卒業生）

93.0％
就職内定先満足度

54.5％
申請者に対する奨学金
受給者の割合

（2019年度実績）

（2019年度時点）

15言語
学べる言語数
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（2020年4月時点）

3学部6学科2コース
学部・学科数

（2019年度実績）

946件
学内合同企業説明会
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本
学
は
３
学
部
６
学
科
２
コ
ー

ス
で
構
成
さ
れ
、
工
学
理
論
を
現

場
に
直
結
し
得
る
能
力
を
持
つ
、

高
級
技
術
者
の
育
成
を
め
ざ
し
ま

す
。
学
び
続
け
る
技
術
者
の
基
盤

を
強
化
す
る
た
め
、
工
学
基
礎
教

育
改
革
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
実
工
学
教
育
／
一
人
ひ
と
り
の

力
に
合
わ
せ
て
理
論
と
実
験
・
実

習
・
製
図
を
同
時
に
学
ぶ
「
実
工

学
教
育
」
で
、
生
涯
学
び
続
け
る

技
術
者
を
育
成
し
ま
す
。

●
理
数
・
語
学
リ
テ
ラ
シ
ー
／
卒

業
後
に
社
会
で
必
要
と
な
る
ス
キ

ル
を
個
々
の
入
学
時
の
能
力
に
合

わ
せ
て
養
成
し
、
着
実
に
基
礎
力

を
身
に
付
け
ら
れ
る
新
た
な
し
く

み
を
採
用
し
て
い
ま
す
。「
ク
ォ
ー

タ
制
」
を
導
入
し
、
入
学
時
に
プ

レ
ー
ス
メ
ン
ト
（
ク
ラ
ス
分
け
）

テ
ス
ト
を
実
施
。
一
人
ひ
と
り
の

能
力
に
合
わ
せ
て
、
ク
ォ
ー
タ
ご

と
に
授
業
の
難
度
を
高
め
て
い
き

ま
す
。

　
毎
年
各
学
年
約
１
６
０
名
の
学

生
が
教
職
課
程
を
履
修
し
、
中
学

校
教
諭
一
種
免
許
状
「
技
術
」「
数

学
」、高
等
学
校
一
種
免
許
状
「
工

業
」
を
取
得
し
て
い
ま
す
（
学
科

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）。
現
在
、

卒
業
生
の
１
３
６
２
名
が
全
国
の

小
・
中
・
高
等
学
校
で
活
躍
。
採

用
試
験
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
個
別

面
接
指
導
や
採
用
情
報
の
収
集
な

ど
も
併
せ
て
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
ま
た
、
学
生
た
ち
は
、
電

気
主
任
技
術
者
や
一
級
建
築
士
な

ど
の
資
格
取
得
に
向
け
て
積
極
的

に
学
ん
で
い
ま
す
。

●
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
／
企
画
か
ら
設
計
・
製
作
に

い
た
る
ま
で
、
工
具
や
工
作
機
械

を
駆
使
し
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ
ー

や
茶
室
な
ど
魅
力
的
な
課
題
に
取

り
組
み
ま
す
。
２
年
か
ら
３
年
か

け
て
目
標
を
達
成
し
た
学
生
に
は
、

「
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
称

号
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
大
学
で
学
ぶ
専
門
力
を
生
か
し
、

自
ら
の
将
来
像
を
探
り
、
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
を
立
て
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
と
就
職
活
動
の
流
れ
に
沿
っ
た

ガ
イ
ダ
ン
ス
や
実
践
的
な
対
策
講

座
を
実
施
。
合
同
企
業
説
明
会
の

開
催
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
教
員
・
職
員
・
卒
業
生
が
連

携
し
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
。
２
０

１
９
年
３
月
卒
業
生
の
就
職
率
は

99
・
４
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

●
高
く
評
価
さ
れ
る
研
究
力
／
本

学
の
事
業
「
次
世
代
動
力
源
と
し

て
の
全
固
体
電
池
技
術
の
開
発
と

応
用
」
が
文
部
科
学
省
平
成
29
年

度
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
事
業
」
タ
イ
プ
Ｂ
に
採
択
。

小
規
模
な
が
ら
も
そ
の
規
模
に

合
っ
た
ス
ケ
ー
ル
で
の
工
学
研
究

に
邁
進
し
、
全
固
体
電
池
と
い
う

特
定
分
野
で
世
界
を
け
ん
引
す
る

実
力
を
備
え
た
大
学
を
め
ざ
す
ビ

ジ
ョ
ン
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

���一人���������力�����
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100年
2024年で学園創立

（2019年3月卒業生　※就職者数÷就職希望者数）
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本
学
は
１
９
２
４
年
の
創
立
以

来
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
自
立

と
共
生
」
の
理
念
の
下
、「
誠
実
・

勤
勉
・
仁
愛
」
の
精
神
を
校
訓
に

実
学
教
育
を
実
践
。
教
科
書
や
講

義
で
は
学
べ
な
い
異
文
化
交
流
や

実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
な
ど
積
極

的
に
社
会
に
飛
び
だ
し
、
人
々
と

関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
生
一
人

ひ
と
り
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、

開
花
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

生
き
抜
く
強
い
力
を
育
み
ま
す
。

　
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
少
人
数
制
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
臨
地
・
臨

床
実
習
な
ど
、
東
京
文
京
区
と
埼

玉
県
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
置
す
る

総
合
大
学
と
し
て
地
域
に
根
差
し
、

社
会
に
貢
献
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
多
く
展
開
し
、
徹
底
し
た
実
学

教
育
を
行
い
ま
す
。
学
生
の
一
人

ひ
と
り
が
着
実
に
能
力
を
伸
ば
し
、

専
門
性
を
深
め
ら
れ
る
教
育
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　
英
語
は
で
き
て
も
、
海
外
で
日

本
の
こ
と
を
質
問
さ
れ
て
全
く
答

え
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
は
、
本

学
の
考
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
極
化
し
た
世

界
の
中
で
自
ら
発
信
し
て
い
く
時

代
に
な
っ
た
今
、
異
文
化
・
多
様

性
を
理
解
し
た
う
え
で
、
自
分
自

身
や
母
国
の
こ
と
を
語
る
こ
と
が

で
き
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
学
部
か
ら
選
抜
さ
れ
た
学
生
に

よ
る
全
学
部
横
断
型
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
Ｂ
ｕ
ｎ
ｋ
ｙ
ｏ 

Ｇ
Ｃ
Ｉ（
文

京
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン

ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
）」
で
は
、
専

門
分
野
の
知
識
・
技
能
を
磨
き
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持
っ
て

発
信
を
す
る
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル

英
語
の
理
解
と
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
キ
ャ
リ

ア
育
成
を
行
い
ま
す
。
異
文
化
理

解
を
深
め
、
地
球
市
民
と
し
て
の

視
野
を
育
む
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
経
済
雑
誌
な
ど
も
注

目
す
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
体
制
で
、

学
生
一
人
ひ
と
り
に
自
立
心
が
芽

生
え
、
強
く
育
み
、
め
ざ
す
進
路

の
実
現
に
向
か
う
よ
う
、
学
生
、

教
員
、
職
員
が
三
位
一
体
と
な
っ

て
就
職
活
動
・
支
援
を
実
施
。
卒

業
後
も
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
教
職
員
に
よ
る
一
人
ひ
と
り
に

適
し
た
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

ほ
か
、
就
職
活
動
に
役
立
つ
セ
ミ

ナ
ー
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
・
内
定
者
と

の
懇
談
、
学
内
企
業
説
明
会
な
ど

を
多
数
実
施
。
学
生
が
主
体
と

な
っ
て
行
う
、
企
業
や
業
界
の
研

究
活
動
も
盛
ん
で
す
。

●
永
久
サ
ポ
ー
ト
／
卒
業
後
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
新
た
な
目
標

達
成
を
支
援
す
る
な
ど
、
大
学
と

し
て
、
い
つ
ま
で
も
寄
り
添
っ
て

い
く
関
係
性
を
大
事
に
す
る
「
永

久
サ
ポ
ー
ト
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
い
ま
す
。
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（2019年3月卒業生実績　※就職者数÷就職希望者数）

100％
ホスピタリティ・ツーリズム学部

第11回生就職率

（2019年5月時点）

外国人留学生の人数

約600人
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�
金��


大学

私立
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１
年
次
の「
基
礎
教
育
」に
よ
り
、

大
学
で
学
ぶ
意
味
を
し
っ
か
り
と

理
解
し
、
自
発
的
な
学
修
を
促
す

動
機
づ
け
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

自
分
の
意
見
を
正
確
に
表
現
し
、

相
手
の
話
を
聞
く「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」や
、
適
切
な
情
報

を
選
択
し
、
多
角
的
な
思
考
力
を

展
開
す
る
た
め
の「
論
理
的
推
論
」

「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
身
に
付

け
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
大
学
４
年

間
の
学
び
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
だ

け
で
な
く
、
社
会
人
と
な
っ
た
と

き
に
も
役
立
つ
人
間
力
を
形
成
す

る
た
め
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
真
の
国
際
性
を
養
う

た
め
に
、
異
文
化
体
験
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
世
界
14
か

国
・
地
域
に
広
が
る
国
際
交
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
、
海
外
研

修
や
留
学
制
度
を
整
え
て
い
る
ほ

か
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
外
国
人
留

学
生
が
約
６
０
０
人
在
籍
し
、
国

際
交
流
を
図
る
機
会
も
豊
富
で
す
。

●
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
学
修
奨
励
奨

学
金
制
度
／
入
試
の
成
績
や
保
有

資
格
に
よ
っ
て
初
年
度
授
業
料
を

全
額
ま
た
は
半
額
免
除
。
さ
ら
に
、

入
学
後
の
学
業
成
績
に
よ
っ
て
も

奨
学
金
を
給
付
、
最
大
で
４
年
間

授
業
料
が
全
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

成
績
優
秀
者
に
対
す
る
奨
学
金

（
一
般
選
抜
、
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
利
用
選
抜
対
象
）
／
成
績
が

上
位
10
％
か
つ
取
得
点
率
80
％
以

上
＝
全
額
。
成
績
が
上
位
15
％
か

つ
取
得
点
率
70
％
以
上
＝
半
額
。

資
格
所
有
者
に
対
す
る
奨
学
金

（
全
入
試
対
象
　※

一
部
除
く
。）／

〈
例
〉
英
検
準
１
級
以
上
＝
全
額
、

２
級
＝
半
額
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ 

Ｌ
＆

Ｒ 

７
２
０
点
以
上
＝
全
額
（
中

国
語
学
科
を
除
く
）。
中
国
語
検

定
試
験
３
級
以
上
＝
全
額
、
４
級

＝
半
額
（
中
国
語
学
科
）
な
ど
。

※

対
象
資
格
、
給
付
条
件
等
は
変

更
の
場
合
あ
り
。
詳
細
は
入
学
試

験
要
項
参
照
。

　
本
学
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

り
、
入
学
時
か
ら
就
職
内
定
ま
で

４
年
間
継
続
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
行
い
ま
す
。
１
年
次
の
「
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
か
ら
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
業
界
研
究
、
自

己
分
析
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
各
学
年
に
沿
っ
た
実
践
型

授
業
を
通
じ
て
、
社
会
人
に
必
要

な
基
礎
力
や
相
手
を
理
解
す
る
力
、

チ
ー
ム
で
仕
事
を
す
る
力
を
身
に

付
け
ま
す
。
就
職
活
動
期
に
は
、

「
就
活
コ
ー
チ
ン
グ
」
で
学
生
の

就
職
活
動
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
。
学
生
一
人
ひ
と
り
に
専
門
の

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
つ
き
、

内
定
獲
得
ま
で
を
き
め
細
か
く
支

援
し
ま
す
。

　
特
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
学
部
は
、
毎
年
ホ
テ
ル
・

旅
行
・
エ
ア
ラ
イ
ン
業
界
を
中
心

に
高
い
就
職
率
を
誇
っ
て
お
り
、

第
11
回
生
の
就
職
率
は
５
年
連
続

１
０
０
％
を
達
成
し
ま
し
た
。
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運動部在籍者：その他在学生の割合

（2019年度実績）

55.5％ ： 44.5％

（2018年度実績）

58人

公務員試験合格者数

（2018年度実績　※就職決定者÷就職希望者）

94.5％

就職率

大�������

3161
�����大�����
������
�
金��


大学

私立

短大

埼玉

�玉����水�大立�����
� ����

入�� 
���������������������

��������
������������������

������������
	�文������
　
本
学
は
文
武
両
道
を
奨
励
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
在
学
生
の
う

ち
運
動
部
に
所
属
す
る
学
生
が
半

数
を
占
め
ま
す
。
陸
上
競
技
部
や

野
球
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
な
ど
の
運

動
部
が
活
発
に
活
動
し
て
お
り
、

日
本
代
表
選
手
や
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

選
手
を
多
数
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　
陸
上
競
技
場
や
野
球
場
、
サ
ッ

カ
ー
場
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は

校
舎
と
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
オ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
の
大
学
の
た
め
、
わ

ざ
わ
ざ
遠
く
に
あ
る
練
習
場
に
行

く
必
要
が
な
く
、
競
技
に
打
ち
込

み
な
が
ら
効
率
よ
く
学
べ
ま
す
。

特
に
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
の
時

間
割
は
、
必
修
科
目
を
中
心
と
す

る
コ
ア
な
授
業
は
１
〜
４
時
間
目

に
集
中
し
て
お
り
、
部
活
動
と
両

立
し
や
す
い
環
境
で
す
。
ま
た
、

学
内
に
は
い
つ
で
も
利
用
で
き
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
あ
り
、

空
き
時
間
を
利
用
し
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
個

別
相
談
に
重
点
を
置
い
た
き
め
細

か
な
対
応
で
〝
な
り
た
い
自
分
〞

の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

１
年
次
か
ら
４
年
を
か
け
て
、
満

足
の
い
く
就
職
の
た
め
の
計
画
的

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
個
々
の
〝
夢
さ
が
し
〞

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
正
課
授
業
で
就

職
基
礎
能
力
を
身
に
付
け
な
が
ら
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
で
き
ま
す
。 

例
え
ば
、

企
業
の
人
事
担
当
者
の
話
を
直
接

聞
け
る「
学
内
合
同
企
業
説
明
会
」

や
、
保
護
者
を
対
象
と
し
た
「
就

活
支
援
説
明
会
」
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
開
学
以
来
、
連
続

90
％
以
上
の
高
い
就
職
率
を
実
現
。

就
職
先
も
公
務
員
を
は
じ
め
、

サ
ー
ビ
ス
業
、
小
売
業
、
金
融
関

連
な
ど
、
幅
広
い
業
種
を
網
羅
し

て
い
ま
す
。

　
本
学
独
自
の
「
公
務
員
試
験
合

格
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
、

警
察
官
や
消
防
官
、
県
庁
や
市
役

所
職
員
な
ど
の
公
務
員
を
め
ざ
す

学
生
を
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
２
０
１
８
年
度
は
58
人
が

公
務
員
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。

　
１
年
次
か
ら
始
ま
る
基
礎
演
習

で
は
、
将
来
の
目
標
別
に
分
け
た

少
人
数
ク
ラ
ス
で
学
び
を
深
め
ま

す
。
公
務
員
試
験
に
直
結
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
多
数
開
講
し
て
お

り
、
授
業
内
で
必
要
な
知
識
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
習
得
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
国
家
資
格
試
験
で
実
績
の
あ

る
大
手
公
務
員
予
備
校
講
師
を
招

き
、
予
備
校
で
使
う
教
材
を
用
い

て
一
般
知
能
と
一
般
知
識
の
演
習

の
授
業
を
行
い
ま
す
。

　
学
内
に
は
、「
公
務
員
試
験
合

格
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
学
ぶ
学

生
専
用
の
学
習
室
が
あ
り
、
公
務

員
試
験
に
向
け
た
勉
強
に
集
中
で

き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
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（2019年11月時点）

教員一人当たりの学生数

約10人

（2019年3月卒業生実績　※就職者数÷就職希望者数）

100％
就職率

（2019年度実績）

30講座
エクステンションセンター講座数
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�
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大学

私立

埼玉
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������� �����������生������
　
教
員
と
学
生
の
割
合
は
、
教
員

１
人
当
た
り
学
生
10
人
前
後
。
少

人
数
教
育
を
重
視
し
た
授
業
を
行

う
と
と
も
に
、
教
員
１
人
が
10
人

程
度
の
学
生
を
受
け
持
つ
チ
ュ
ー

タ
ー
（
担
任
）
制
も
導
入
し
て
い

ま
す
。ま
た
、演
習（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）

型
の
授
業
を
１
年
次
か
ら
行
い
、

教
員
が
一
人
ひ
と
り
の
学
生
の
顔

が
見
え
る
親
身
な
指
導
を
し
て
い

ま
す
。

教
養
演
習（
１
年
次
）／
講
義
ノ
ー

ト
の
取
り
方
か
ら
、
学
校
生
活
の

悩
み
、
勉
学
の
仕
方
に
つ
い
て
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

基
礎
演
習（
２
年
次
）／
将
来
の

進
路
を
意
識
し
た
、
勉
学
の
方
向

性
に
つ
い
て
指
導
し
ま
す
。

専
門
演
習（
３
年
次
）／
自
己
の

興
味
、
進
路
に
応
じ
た
専
門
分
野

を
深
め
ま
す
。

卒
業
論
文
ま
た
は
卒
業
研
究（
４

年
次
）／
就
職
相
談
お
よ
び
卒
論

の
指
導
を
し
ま
す
。

　
本
学
で
は
「
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
就
職
活
動
に
役
立
つ

各
種
資
格
取
得
や
国
家
試
験
対
策

を
全
面
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
各
講
座
を
担
当
す
る
講
師
は
、

主
に
外
部
の
大
手
専
門
ス
ク
ー
ル

か
ら
招
き
、
通
常
は
そ
の
ス
ク
ー

ル
に
通
わ
な
け
れ
ば
受
け
ら
れ
な

い
内
容
の
講
義
を
学
内
で
受
講
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
も
受

講
料
は
無
料
で
す
。
講
座
申
し
込

み
時
に
登
録
料
５
０
０
０
円
が
必

要
で
す
が
、
そ
の
講
座
の
開
催
回

数
の
80
％
以
上
出
席
し
た
場
合
は

返
還
さ
れ
ま
す
。

●
主
な
開
講
講
座
／
公
務
員
、
教

員
採
用
試
験
、
医
療
事
務
、
日
商

簿
記
、宅
建
士
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技
能
検
定
、
秘

書
技
能
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
検
定
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
検
定
、
国
内
旅
行
業

務
取
扱
管
理
者
　
ほ
か
全
30
講
座

　
本
学
の「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
一
部
上
場
企
業
の
人
事
部

長
経
験
者
な
ど
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

学
生
一
人
ひ
と
り
の
就
職
活
動
を

丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
。
学
内
合
同
企

業
説
明
会
、
学
内
で
の
採
用
選
考

会
な
ど
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
求
人
票
を
閲
覧
で
き
る

シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
３
年
次
に
は
学
生
全
員
と
「
進

路
個
人
面
談
」
を
行
い
、
就
職
活

動
へ
の
準
備
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

さ
ら
に
本
学
で
は
、
近
畿
日
本

ツ
ー
リ
ス
ト
、
東
京
メ
ト
ロ
な
ど
、

企
業
の
人
事
担
当
者
を
招
い
て
講

演
会
を
実
施
。
こ
れ
に
よ
り
、
具

体
的
な
企
業
研
究
や
業
界
研
究
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
き
め
細
か
い
サ

ポ
ー
ト
の
下
、
本
学
の
学
生
は
１

０
０
％
（
２
０
１
９
年
３
月
卒
業

生
実
績
）
の
就
職
率
を
達
成
し
ま

し
た
。
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※卒業生1,000人以上2,000人未満の大学。大学通信調べ
（2019年3月卒業生実績　※就職者数÷就職希望者数）

実就職率 95.7％
千葉県女子大 1位※

　

（2019年度実績）

徒歩5分

「松戸」駅東口からキャンパスまでの所要時間
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本
学
は
建
学
の
精
神
「
和
」
の

理
念
に
基
づ
い
た
、
思
い
や
り
、

優
し
さ
、協
調
性
と
い
っ
た
「
心
」

を
育
み
、
自
立
し
た
女
性
を
育
て

る
「
人
間
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
試
練
を
乗
り
越

え
た
と
き
の
「
自
己
達
成
感
」、

成
長
す
る
自
分
へ
の
期
待
を
高
め

る
「
成
長
意
欲
」、
現
代
社
会
の

基
盤
と
な
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
と
チ
ー
ム
力
」
を
大
切

に
、
一
人
ひ
と
り
の
成
長
実
感
を

伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。

　
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
授
業
や
実
習
を

通
じ
て
専
門
性
を
磨
く
こ
と
に

よ
っ
て
一
生
の
力
を
培
い
、
日
本

伝
統
文
化
で
あ
る
「
小
笠
原
流
礼

法
」
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
日

本
人
と
し
て
の
美
し
い
振
る
舞
い

を
身
に
付
け
ま
す
。
高
い
品
性
と

深
い
教
養
、
専
門
性
を
究
め
た
質

の
高
い
実
践
力
を
持
ち
、
誰
か
ら

も
信
頼
さ
れ
る
、
人
間
力
豊
か
な

女
性
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
出
願
す
る
入
試
の
種
類

に
応
じ
て
、「
入
試
特
待
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
（
２
０
２
０
年

４
月
入
学
者
実
績
）。

●
評
定
値
特
待
制
度
／
全
体
評
定

平
均
値
に
よ
っ
て
入
学
金
を
半
額

免
除
し
ま
す
。

●
資
格
特
待
制
度
／
本
学
指
定
の

資
格
取
得
で
、
入
学
金
を
全
額
ま

た
は
半
額
免
除
し
ま
す
。

●
得
点
基
準
明
示
型
学
力
特
待
制

度
／
一
般
入
試
な
ど
の
合
格
得
点

率
で
授
業
料
の
全
額
ま
た
は
半
額

を
免
除
し
ま
す
。
入
学
後
、
毎
年

度
の
審
査
で
免
除
期
間
の
継
続
が

可
能
で
す
。

　
前
記
の
特
待
制
度
の
対
象
者
で

入
寮
希
望
者
は
、
入
寮
費
上
限
20

万
円
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
度
の
詳
細
は
、

Ｈ
Ｐ
な
ど
で
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

説
明
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　「
保
育
の
聖
徳
Ⓡ
」、「
教
育
の

聖
徳
」
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
本
学
に
お
い
て
小
学
校
教

員
・
保
育
士
・
幼
稚
園
教
員
の
採

用
者
数
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。

企
業
就
職
で
も
高
い
実
績
を
誇
り
、

実
就
職
率
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は

千
葉
県
女
子
大
学
で
第
１
位
で
す

（
２
０
１
９
年
３
月
卒
業
生
実
績
、

卒
業
生
１
０
０
０
人
以
上
２
０
０

０
人
未
満
の
大
学
、『
大
学
通
信
』

調
べ
）。

　
本
学
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が

夢
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
全
学
で
支
援
す
る

『
聖
徳
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
聖
徳
基
礎
力
の
習
得
を
め

ざ
す
「
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
、

一
般
企
業
就
職
者
を
対
象
に
キ
ャ

リ
ア
力
を
習
得
す
る
「
夢
実
現
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
構
成
さ
れ
て

お
り
、
少
人
数
に
よ
る
き
め
細
か

な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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（2019年8月1日現在）

18か国・地域40大学
海外交流協定大学

（2019年度実績）

年間約1300講座
キャリア支援講座数

（2020年度）

5学部17学科
学部・学科数
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本
学
は
、
５
学
部
17
学
科
の
学

び
を
展
開
し
、
専
門
性
に
特
化
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
力
を
身
に
付

け
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
個

性
や
能
力
を
尊
重
し
た
独
自
の

「
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実

施
。
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
に
よ
る
細

や
か
な
教
育
で
、
１
年
次
の
間
に

弱
点
の
克
服
や
基
礎
固
め
を
徹
底

的
に
行
い
ま
す
。
少
人
数
の
ゼ
ミ

型
授
業
や
、
国
際
化
社
会
に
備
え

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

を
磨
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
配
置

し
、
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
広

げ
ま
す
。
２
０
１
９
年
に
は
、
世

界
で
権
威
の
あ
る
Ｔ
Ｈ
Ｅ（
タ
イ

ム
ズ
・
ハ
イ
ヤ
ー
・
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ  

日
本
版
の
教
育
充
実
度
65
位
に
ラ

ン
ク
イ
ン
。
エ
リ
ア
別（
首
都
圏
）

で
は
32
位
と
、
学
生
に
寄
り
添
っ

た
教
育
が
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
を
１
年
次

か
ら
必
修
。
就
職
に
対
す
る
自
ら

の
目
標
の
見
つ
け
方
と
、
そ
の
目

標
ま
で
の
道
の
り
を
柔
軟
に
考

え
、
適
切
に
判
断
で
き
る
能
力
を

身
に
付
け
ま
す
。
ま
た
、
希
望
に

沿
っ
た
就
職
を
め
ざ
す
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
年
間
約
１
３

０
０
回
の
各
種
講
座
や
講
演
会
を

実
施
。
学
生
向
け
の
企
業
セ
ミ

ナ
ー
や
、
企
業
で
活
躍
し
て
い
る

卒
業
生
約
３
０
０
人
を
招
い
て
懇

談
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
手
厚
い

就
職
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
就
職
に
有
利
な
各
種

資
格
の
取
得
支
援
講
座
も
開
講
。

秘
書
技
能
検
定
で
優
秀
な
成
績
を

修
め
た
団
体
に
授
与
さ
れ
る
『
団

体
優
秀
賞
』
を
過
去
に
３
度
受
賞

し
、
知
的
財
産
管
理
技
能
検
定
で

は
２
０
１
０
年
に
導
入
後
、
全
国

大
学
合
格
者
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
を

11
回
獲
得
す
る
な
ど
、
資
格
取
得

支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
、
欧
米
先
進
国
に
負
け

な
い
工
学
教
育
を
行
う
大
学
を
つ

く
り
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
ア
ジ

ア
全
体
の
工
業
力
を
高
め
よ
う
と

い
う
使
命
を
持
っ
て
創
立
さ
れ
、

２
０
１
９
年
５
月
に
は
創
立
77
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。「
世
界
文
化

に
技
術
で
貢
献
す
る
」
を
建
学
の

精
神
と
し
て
、
日
本
の
大
学
で
は

い
ち
早
く
40
年
前
か
ら
海
外
の
著

名
大
学
と
の
交
流
を
盛
ん
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
伝
統
を
生
か

し
、
英
語
に
よ
る
授
業
や
ネ
ィ

テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
と
一
日
中
会

話
が
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ウ
ン

ジ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
学
生

寮
で
の
海
外
の
学
生
と
の
交
流
な

ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
居
な
が
ら
世

界
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

18
か
国
・
地
域
の
40
大
学
と
大
学

間
交
流
協
定
を
結
び
、
海
外
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
留
学
制
度
も
充

実
し
て
い
ま
す
。
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（2019年度時点）

117年
開学年数

（2019年度実績）

70講座
キャリア支援講座数
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本
学
は
、
創
立
１
０
０
年
以
上

の
伝
統
が
あ
り
、「
実
力
と
創
造

力
を
そ
な
え
た
有
能
な
社
会
人
の

育
成
」
を
目
的
と
し
、
よ
り
具
体

的
に
進
化
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
築
し
、
学
生
の
個
性
や
可
能

性
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
く
こ
と

を
教
育
の
原
点
と
し
て
い
ま
す
。

　
単
に
専
門
知
識
を
暗
記
す
る
こ

と
よ
り
も
、
学
問
の
基
礎
と
な
る
、

も
の
の
見
方
や
考
え
方
の
理
解
こ

そ
が
重
要
だ
と
考
え
、
学
生
一
人

ひ
と
り
と
向
き
合
い
、
寄
り
添
い
、

支
え
る
教
育
ス
タ
イ
ル
の
下
、
少

人
数
教
育
を
徹
底
。
論
理
的
な
思

考
力
や
判
断
力
、
意
欲
的
な
行
動

力
を
養
う
た
め
、
少
人
数
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
15
名
ほ
ど
の
１

年
次
の
ゼ
ミ
で
は
大
学
で
専
門
分

野
を
学
ぶ
う
え
で
の
基
礎
を
学
び
、

２
年
次
以
降
は
興
味
に
合
わ
せ
て

専
門
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
新
入
生
を
対
象
に
、
入
学
金
や

授
業
料
の
納
入
を
免
除
す
る
特
待

生
制
度
の
ほ
か
、
入
学
後
の
成
績
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
功

績
に
よ
り
、本
学
独
自
の
特
待
生
・

奨
学
生
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
給
付
ま
た
は
納
入
免
除

で
、
大
学
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

●
特
待
生
制
度
／
１
年
次
は
、
入

試
成
績
優
秀
者
に
対
し
、
成
績
に

応
じ
入
学
金
（
30
万
円
）、
授
業

料
（
70
万
円
）
な
ど
の
納
入
免
除
。

２
〜
４
年
次
は
、
人
物
・
成
績
と

も
に
優
秀
な
者
に
授
業
料
の
年
額

相
当
額
の
奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

で
顕
著
な
功
績
を
収
め
た
者
に
対

す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

●
奨
学
生
制
度
／
２
〜
４
年
次
の

成
績
優
秀
者
に
、
授
業
料
年
額
の

２
分
の
１
（
35
万
円
）
か
ら
10
分

の
１
（
７
万
円
）
に
あ
た
る
奨
学

金
を
支
給
し
ま
す
。

　
入
学
直
後
に
実
施
さ
れ
る
「
自

己
発
見
レ
ポ
ー
ト
」
を
皮
切
り
に
、

「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」「
成
長

度
調
査
」
な
ど
、
１
・
２
年
次
は

将
来
と
向
き
合
い
、
就
職
へ
の
意

識
を
高
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
。

３
年
次
以
降
は
、「
公
務
員
試
験

対
策
講
座
」
や
「
職
業
適
性
調
査
」

な
ど
各
種
就
職
支
援
講
座
や
学
内

企
業
セ
ミ
ナ
ー
、
近
隣
自
治
体
・

警
察
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
ほ
か
、
一
人
ひ
と
り
の
〝
成
長

記
録
〞
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ

た
「
学
生
カ
ル
テ
」
と
併
せ
て
、

き
め
細
か
く
実
践
的
な
就
職
活
動

を
授
業
・
課
外
講
座
の
両
面
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
千

葉
県
の
大
学
で
公
務
員（
警
察
官
・

消
防
官
・
自
衛
官
）
の
合
格
者
数

が
多
い
本
学
で
は
、
さ
ら
に
毎
年

１
０
０
人
以
上
の
公
務
員
輩
出
を

め
ざ
し
て
お
り
、
県
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
公
務
員
合
格
実
績
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
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就職率

97.2％

（2019年5月1日現在）

在学生の男女比

（2019年5月1日現在）

50.6％ ： 49.4％
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本
学
は
、「
い
の
ち
を
ま
な
ぶ

キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
し
て
、「
動
物
、

自
然
、健
康
、医
療
、福
祉
、教
育
」

の
６
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に

生
命
環
境
学
部
・
医
療
科
学
部
・

教
育
人
間
科
学
部
の
３
学
部
13
学

科
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
総
合
大

学
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
他
学

部
・
学
科
と
連
携
し
て
先
進
的
な

授
業
を
展
開
。
例
え
ば
、
生
命
環

境
学
部
と
医
療
科
学
部
が
連
携
し

た
「
動
物
介
在
療
法
学
」「
ア
ニ

マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
概
論
」
な
ど
の
科

目
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
命
環

境
学
部
と
教
育
人
間
科
学
部
で
は

近
隣
の
小
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育

所
で
実
習
を
行
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
編
成
。
い
の
ち
の
温
も
り
や
大

切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

「
動
物
介
在
教
育
」
や
、
好
奇
心

や
発
想
力
を
育
て
る
「
ロ
ボ
ッ
ト

介
在
教
育
」
な
ど
の
科
目
を
通
し

て
、
実
践
的
に
教
育
の
手
法
を
身

に
付
け
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

就
職
支
援
だ
け
で
な
く
、
学
生
の

適
性
や
将
来
ま
で
見
据
え
た
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
い
つ

で
も
個
人
面
談
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
教
員
と
連
携
し
て
い
る

の
で
、
不
安
な
点
や
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
相
談
が
可

能
。
ま
た
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

や
履
歴
書
の
添
削
、
面
接
や
小
論

文
の
指
導
な
ど
も
行
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
、
本
学
の
学
生
を
求
め
る
企

業
が
参
加
す
る
学
内
合
同
企
業
セ

ミ
ナ
ー「
学
内
合
同
企
業
説
明
会
」

で
は
、
年
間
１
０
０
社
を
超
え
る

企
業
の
人
事
担
当
者
か
ら
説
明
を

受
け
た
り
、
質
問
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た

企
業
を
選
択
し
、
就
職
で
き
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
、
国
家
資
格
取
得
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
サ
ポ
ー
ト
体
制

が
充
実
し
て
い
ま
す
。
教
職
セ
ン

タ
ー
で
は
、
教
員
を
め
ざ
す
学
生

に
対
し
、
専
門
的
な
教
員
の
力
量

形
成
を
支
援
す
る
だ
け
で
な
く
、

教
育
実
習
の
準
備
や
教
員
採
用
試

験
の
対
策
な
ど
も
サ
ポ
ー
ト
。
臨

時
採
用
な
ど
の
情
報
提
供
や
採
用

が
決
定
し
た
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も
行

い
、
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
系
の
国

家
資
格
を
め
ざ
す
学
生
に
対
し
て

は
、
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
最
新
動
向
を
ふ
ま
え
た
国
家

試
験
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

年
次
ご
と
に
基
礎
か
ら
専
門
科
目

ま
で
を
段
階
的
に
学
び
、
試
験
合

格
に
必
要
な
力
を
積
み
上
げ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
各
学
科
に
お
い
て
、
１

年
次
か
ら
特
別
講
座
や
模
擬
試
験

を
受
け
る
な
ど
、
早
い
段
階
か
ら

資
格
取
得
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
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（2019年度時点）

5学部19学科
学部・学科数

（2018年度卒業生実績）

98.1％
就職率
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大学

私立
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東京
千葉
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首
都
圏
の
４
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

医
療
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
ま
で
５
学

部
19
学
科
の
学
び
が
あ
り
、
約
１

万
人
の
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
池
袋
・
中
野
・
千
葉
・
ち
は
ら

台
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
実
習
施

設
・
最
新
の
設
備
が
整
い
、
実
社

会
で
活
躍
す
る
た
め
の
実
践
能
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
、
１
年
次
か
ら
実
学
を
重
視

し
た
教
育
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

外
部
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
幅
広

い
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
貢
献
に
お
い
て
は
、

地
域
活
動
へ
の
参
加
、
公
開
講
座

の
実
施
、
地
域
と
の
交
流
に
も
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
薬
学
科
で
は
中
野
医

師
会
と
協
働
し
、
地
域
住
民
に
が

ん
治
療
の
理
解
向
上
を
め
ざ
す
啓

発
活
動
「
オ
レ
ン
ジ
バ
ル
ー
ン

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
。
学
生
は
、

学
園
祭
で
掲
示
す
る
ポ
ス
タ
ー
制

作
を
自
主
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
全
学
部
合
わ
せ
て
約
50
種
の
資

格
取
得
が
可
能
で
す
。
各
学
部
で

は
、
将
来
有
望
な
資
格
取
得
や

キ
ャ
リ
ア
に
直
結
す
る
実
践
能
力

を
身
に
付
け
て
も
ら
う
た
め
に
、

実
学
を
重
視
し
た
教
育
や
学
び
の

場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
観
光
経
営
学
科
で
は
、

観
光
業
界
を
め
ざ
す
学
生
向
け
の

体
験
型
授
業
と
し
て
、
プ
ロ
野
球

チ
ー
ム
の
公
式
戦
２
試
合
で
の
企

画
・
運
営
に
携
わ
る
「
帝
京
平
成

大
学
デ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
球
場
で
の
顧
客
サ
ー
ビ

ス
を
学
生
自
身
が
企
画
し
、
球
場

内
の
観
戦
ツ
ア
ー
や
グ
ッ
ズ
企
画

販
売
、
ス
タ
ジ
ア
ム
演
出
、
フ
ァ

ン
サ
ー
ビ
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実

施
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
す

る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
制
作
で
は
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
機
会
も
あ
り
、

普
段
で
は
味
わ
え
な
い
貴
重
な
体

験
が
で
き
ま
す
。

　「
就
職
に
強
い
大
学
」
と
言
わ

れ
て
い
る
本
学
で
は
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど

で
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に
き
め
細

か
く
指
導
し
て
い
ま
す
。
２
０
１

８
年
度
卒
業
生
の
就
職
率
は
98
．

１
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

●
主
な
就
職
先
（
２
０
１
８
年
度

卒
業
生
実
績
）
／
【
薬
学
部
】
国

立
病
院
機
構
、
ミ
ノ
フ
ァ
ー
ゲ
ン

製
薬
【
現
代
ラ
イ
フ
学
部
】
公
立

小
学
校
・
特
別
支
援
学
校
、
聖
隷

福
祉
事
業
団
、
第
一
生
命
、
近
畿

日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
首
都
圏
【
ヒ
ュ

ー
マ
ン
ケ
ア
学
部
】
た
ま
る
や
ス

ポ
ー
ツ
鍼
灸
整
骨
院
、
帝
京
池
袋

接
骨
院
、
帝
京
大
学
医
学
部
附
属

病
院
【
健
康
メ
デ
ィ
カ
ル
学
部
】

す
か
い
ら
ー
く
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
、
明
治
安
田
生
命
保
険
、
埼
玉

医
科
大
学
病
院
、東
京
消
防
庁【
健

康
医
療
ス
ポ
ー
ツ
学
部
】
帝
京
市

原
接
骨
院
、
帝
京
大
学
ち
ば
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
　
ほ
か
多
数
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（2019年度時点）

14言語
学べる言語数

（2019年度実績）

21か国・地域39大学
留学先

学部卒業時の就職率

97.8％

（2018年度実績）
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本
学
は
、
各
専
門
分
野
で
幅
広

い
学
び
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

学
部
・
学
科
を
設
置
。
基
礎
と
実

践
的
な
専
門
知
識
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
学
び
ま
す
。
少
人
数
制
や
体
験

型
実
習
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
授
業
が

豊
富
な
こ
と
も
特
徴
で
す
。

　
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
目
的
に
、

１
年
次
に
全
員
が
履
修
す
る
必
修

科
目
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
」で
は
、週
４
〜
５
日
、

少
人
数
制
の
ク
ラ
ス
編
成
に
よ
り
、

「
実
践
的
な
英
語
」
に
触
れ
な
が

ら
効
果
的
に
学
び
ま
す
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
を
中
心
に
欧
米
や
中
東
な

ど
14
か
国
語
の
授
業
を
開
講
。
中

国
語
や
ス
ペ
イ
ン
語
の
ほ
か
、
ア

ラ
ビ
ア
語
や
モ
ン
ゴ
ル
語
、
ヒ
ン

デ
ィ
ー
語
な
ど
、
外
国
語
専
門
の

学
部
を
持
た
な
い
社
会
科
学
系
の

大
学
で
は
あ
ま
り
学
ぶ
こ
と
の
で

き
な
い
言
語
を
学
べ
る
こ
と
も
、

本
学
な
ら
で
は
の
特
長
で
す
。

　
入
学
者
全
員
を
対
象
に
キ
ャ
リ

ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
低
学
年
次
に
キ
ャ
リ
ア
支
援

科
目
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」

「
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
学

外
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
企
業
見
学

な
ど
の
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

じ
て
、
社
会
人
に
な
る
た
め
の
準

備
を
整
え
ま
す
。

　
就
活
年
次
生
対
象
に
は
、
優
良

企
業
と
の
出
会
い
の
場
「
グ
ッ
ド

カ
ン
パ
ニ
ー
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
経
営
理
念
や
や
り
が

い
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た「
内
定
者
と
語
る
会
」

「
人
事
担
当
者
に
よ
る
模
擬
面
接
」

な
ど
、
学
内
外
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
行
事
が
多
数
あ
り
、「
グ

ル
ー
プ
相
談
」
か
ら
「
個
」
の
支

援
へ
と
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
サ
ポ
ー
ト
を
総
合

的
に
行
い
、
学
生
の
将
来
計
画
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

●
亜
細
亜
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ロ

グ
ラ
ム
〈
Ａ
Ｕ
Ｇ
Ｐ
〉
／
語
学
力

向
上
と
異
文
化
理
解
を
目
的
と
し

た
短
期
留
学
制
度
で
す
。

●
亜
細
亜
大
学
ア
メ
リ
カ
プ
ロ
グ

ラ
ム
〈
Ａ
Ｕ
Ａ
Ｐ
〉
／
２
０
１
８

年
に
30
周
年
を
迎
え
た
、
約
５
か

月
間
の
ア
メ
リ
カ
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。「
生
き
た
英
語
の
習
得
」

「
異
文
化
理
解
」
を
主
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

●
ア
ジ
ア
夢
カ
レ
ッ
ジ
ー
キ
ャ
リ

ア
開
発
中
国
プ
ロ
グ
ラ
ム
〈
Ａ
Ｕ

Ｃ
Ｐ
〉
／
「
21
世
紀
の
ア
ジ
ア
で

生
き
抜
く
力
」
を
身
に
付
け
る
産

学
連
携
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

●
交
換
・
派
遣
留
学
生
制
度
〈
Ａ

Ｕ
Ｅ
Ｐ
〉
／
交
換
協
定
を
結
ん
で

い
る
海
外
23
大
学
に
最
大
１
年
間

留
学
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
語
学
研
修
だ
け
で

な
く
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
に
つ
な
が

る
留
学
制
度
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
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（2020年度時点）

6学群
学群数

国際性38位
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本
学
は
６
学
群
で
構
成
さ
れ
、

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
学
群
制
と
は
、
特

定
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
隣
接
し

た
分
野
も
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
柔
軟
な
学
び
の
し
く
み
で
す
。

さ
ら
に
、
異
な
る
分
野
の
学
問
を

柔
軟
に
結
び
付
け
ら
れ
る
「
メ

ジ
ャ
ー
・
マ
イ
ナ
ー
制
度
」に
よ
り
、

自
分
の
学
び
を
自
分
で
デ
ザ
イ
ン

し
つ
つ
、
し
っ
か
り
し
た
専
門
性

を
身
に
付
け
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
が
よ
り
幅
広
く
深

く
各
分
野
を
学
べ
る
よ
う
に
、
新

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
学
群
を
拠

点
化
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
ず
、
２
０
１
９
年
４
月

に
東
京
・
新
宿
区
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
学
群
が
学
ぶ
「
新
宿

キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開
設
。
２
０
２

０
年
４
月
に
は
東
京
・
町
田
市
に

芸
術
文
化
学
群
が
学
ぶ
「
東
京
ひ

な
た
や
ま
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開
設

し
ま
し
た
。

　
本
学
の
２
０
２
１
年
度
入
試
は
、

前
年
度
か
ら
大
き
な
変
更
点
は
あ

り
ま
せ
ん
。
長
年
、
力
を
入
れ
て

い
る
Ａ
Ｏ
入
学
者
選
抜
と
公
募
制

推
薦
入
学
者
選
抜
は
、
そ
れ
ぞ
れ

総
合
型
選
抜
と
学
校
推
薦
型
選
抜

に
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。
選
抜
内

容
は
こ
れ
ま
で
通
り
、
学
業
の
成

果
や
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
・

技
術
・
技
能
な
ど
を
含
む
さ
ま
ざ

ま
な
課
外
活
動
の
成
果
と
経
験
を

評
価
。
ど
ち
ら
も
年
内
入
試
で
合

格
を
め
ざ
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
本
学
で
は
、
総
合
型
選
抜

や
学
校
推
薦
型
選
抜
の
受
験
を
考

え
て
い
る
高
校
生
を
対
象
に
、「
Ａ

Ｏ
・
推
薦
準
備
セ
ミ
ナ
ー
（
名
称

変
更
予
定
）」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
１
万
人
を
超
え
る
高

校
生
が
受
講
。
自
分
研
究
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
入
試
対
策

が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
自
分

で
は
ま
だ
気
づ
け
て
い
な
い
魅
力

を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ 

日
本
版 

２
０
１
９
に
お
い
て
、

「
国
際
性
」
の
分
野
で
38
位
（
首

都
圏
14
位
）
と
な
り
、
国
際
化
の

面
で
評
価
さ
れ
て
い
る
本
学
。
英

語
以
外
に
も
ス
ペ
イ
ン
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
な
ど
18
言
語
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
（
学
群
に
よ
り
異
な

る
）。
レ
ベ
ル
は
最
大
６
つ
に
分

け
ら
れ
、
個
々
の
習
熟
度
に
合
わ

せ
た
学
習
が
可
能
で
す
。
留
学
制

度
も
充
実
し
て
お
り
、
年
間
７
５

０
人
以
上
の
学
生
が
海
外
に
留
学
。

海
外
提
携
校
・
機
構
数
は
34
の
国

と
地
域
に
１
７
８
校
、
春
期
・
夏

期
休
暇
を
利
用
す
る
短
期
語
学
研

修
か
ら
１
学
年
間
の
長
期
交
換
留

学
ま
で
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ

に
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
て
い

ま
す
。
海
外
研
修
・
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
す
る
学
生
は
、
各
種

奨
励
金
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
、
参
加
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

応
じ
た
奨
励
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
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（大学2018年度実績　※就職者数÷就職希望者数）

98.0％
就職率

（大学2018年度卒業生アンケートより）

97％
卒業時満足度
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本
学
で
は
、
教
養
教
育
を
大

学
・
短
大
の
全
学
で
共
通
化
し
、

全
て
の
学
生
が
幅
広
く
設
定
さ
れ

た
科
目
か
ら
、
興
味
と
関
心
に
合

わ
せ
て
自
由
に
選
択
・
履
修
し
ま

す
。
全
学
生
が
他
者
や
社
会
を
支

え
る
力
が
あ
る「
自
立
し
た
女
性
」

と
し
て
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル
を

等
し
く
習
得
す
る
こ
と
を
め
ざ
し

ま
す
。
教
養
教
育
課
程
「
協
働
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ア
」
で
は
、

「
女
子
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力
」

を
伸
ば
す
授
業
が
必
修
に
な
っ
て

い
る
の
が
特
長
で
す
。
企
業
が
提

示
し
た
課
題
に
対
し
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

グ
ル
ー
プ
の
仲
間
と
協
力
し
て
解

決
へ
と
導
く
「
教
養
総
合
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
Ｂ
」
で
は
、
人
を
支
え

た
り
、
チ
ー
ム
を
リ
ー
ド
す
る
ポ

イ
ン
ト
を
実
体
験
を
通
し
て
学
び

ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
で
は
さ
ら

に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
磨
く
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

　
勉
学
意
欲
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
修
学
が
困
難
な
学
生
を
支
援
す

る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
奨
学
金

を
設
定
し
て
い
ま
す
。中
で
も「
実

務
体
験
奨
学
金
」
は
、
本
学
事
務

局
内
で
の
実
務
体
験
（
10
月
〜
翌

９
月
）
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て

奨
学
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

一
般
的
に
、
大
学
生
活
に
慣
れ
る

ま
で
は
ア
ル
バ
イ
ト
と
学
業
を
両

立
す
る
の
が
難
し
い
の
に
対
し
、

授
業
の
合
間
や
終
了
後
に
大
学
の

事
務
室
で
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
通
勤
時
間
が
不
要
と
い

う
絶
対
的
な
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
て
、

実
務
体
験
型
奨
学
金
を
受
け
て
い

る
学
生
か
ら
は
「
た
だ
作
業
を
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
で
働
く

こ
と
を
想
定
し
、
ど
う
し
た
ら
効

率
が
良
く
な
る
か
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
自
分
で
考
え
て
行
動
す

る
気
持
ち
が
芽
生
え
て
き
た
」
と

成
長
を
実
感
す
る
声
が
届
い
て
い

ま
す
。

　
納
得
の
い
く
進
路
選
択
が
で
き

る
よ
う
、
個
別
面
談
や
学
生
一
人

ひ
と
り
に
合
っ
た
進
路
支
援
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
就

職
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
年
間
１
０

０
コ
マ
以
上
実
施
し
て
お
り
、
自

分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て

選
択
で
き
ま
す
。
１
人
30
分
の
面

談
は
、
急
な
相
談
で
も
す
ぐ
に
対

応
可
能
で
す
。
ま
た
、
自
分
自
身

に
合
っ
た
メ
イ
ク
や
髪
型
を
マ
ス

タ
ー
す
る
「
面
接
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
講
座
」
や
、
毎
年
開
催
さ

れ
る
「
合
同
企
業
説
明
会
」
に
は
、

本
学
学
生
を
積
極
採
用
す
る
企
業

１
０
０
社
以
上
が
参
加
し
、
就
職

に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充
実

さ
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
企
業
に
内
定
し
た

先
輩
た
ち
と
の「
内
定
者
懇
談
会
」

や
、
大
手
・
優
良
企
業
で
活
躍
す

る
卒
業
生
か
ら
直
接
話
が
聞
け
る

「
卒
業
生
懇
談
会
」
を
設
け
て
い

ま
す
。
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2021年3月20日（土・祝）

5月31日（日） 6月14日（日）
7月19日（日） 8月21日（金）
8月22日（土） 12月6日（日）
ミニ・オープンキャンパス
《個別相談会》
10月17日（土）※・18日（日）※

※共立祭同時開催

オープンキャンパス～春～
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（2019年度実績）

161研究室
研究室の数

（2018年度実績）

97.7％
就職内定率
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理
系
の
人
材
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、
日
進
月
歩
の
技
術
革
新
に
対

応
で
き
る
確
か
な
基
礎
力
で
す
。

本
学
で
は
将
来
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
や

研
究
者
の
素
養
と
な
る
力
を
育
成

す
る
た
め
、
全
学
科
で
１
年
次
よ

り
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。「
理
論
」

と
と
も
に
「
実
践
」
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
融
合
し
た
教
育
に
よ
り
、
基

本
を
し
っ
か
り
と
定
着
さ
せ
ま
す
。

　
４
年
次
に
は
研
究
室
に
所
属
し
、

そ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を

ベ
ー
ス
に
自
ら
の
研
究
テ
ー
マ
に

取
り
組
み
ま
す
。
本
学
に
は
幅
広

い
分
野
を
網
羅
す
る
１
６
１
の
研

究
室
が
あ
り
、
充
実
し
た
設
備
環

境
の
下
、
特
色
あ
る
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
少
人
数
制
に
よ
っ
て

学
生
と
教
員
と
の
距
離
が
近
く
、

豊
富
な
経
験
に
基
づ
く
的
確
な
指

導
が
受
け
ら
れ
る
の
で
、
研
究
の

み
な
ら
ず
社
会
人
と
し
て
必
要
な

視
点
も
養
わ
れ
ま
す
。

●
Ｓ
日
程
入
試
成
績
優
秀
者
特
別

奨
学
金
※
／
Ｓ
日
程
入
試
に
て
、

成
績
上
位
合
格
者
に
対
し
１
年
次

授
業
料
の
全
額
相
当
額
を
給
付
。

●
Ａ
日
程
入
試
、
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
利
用
前
期
日
程（
Ｃ‐
Ⅰ
）

入
試
成
績
優
秀
者
奨
学
金
※
／
Ａ

日
程
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

利
用
前
期
日
程
（
Ｃ‐

Ｉ
）
入
試

に
て
、
各
学
科
成
績
上
位
合
格
者

に
対
し
１
年
次
授
業
料
の
半
額
相

当
額
を
減
免
。
入
学
後
も
成
績
に

よ
り
、
最
大
４
年
間
の
授
業
料
半

額
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
。

　
さ
ら
に
、
早
期
日
程
の
Ｓ
日
程

と
募
集
人
員
の
多
い
Ａ
日
程
、Ｃ‐

Ⅰ
日
程
を
併
願
す
る
こ
と
に
よ
り
、

合
格
と
奨
学
金
受
給
の
チ
ャ
ン
ス

が
広
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
入
学
後
も
成
績
優
秀
な

学
生
を
対
象
と
し
た
独
自
の
奨
学

金
制
度
を
整
備
し
、
学
生
を
経
済

面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

※

２
０
２
０
年
度
実
績

　
学
生
自
身
が
将
来
設
計
（
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
）
を
考
え
て
主
体

的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
、「
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
座
」
を
低
学
年

次
か
ら
開
講
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
種
対
策
講
座
や
企
業
研
究
会
、

合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催

し
て
い
る
ほ
か
、
公
務
員
試
験
対

策
は
１
年
次
か
ら
積
極
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
拠
点
で
あ
る

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
は
新
宿
・
八

王
子
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
け
て

い
ま
す
。
情
報
収
集
や
個
別
の
就

職
相
談
が
で
き
る
ほ
か
、
内
定
し

た
在
学
生
や
卒
業
生
に
よ
る
ジ
ョ

ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
な
ど
、
先
輩

が
後
輩
の
た
め
に
親
身
な
就
職
指

導
を
行
っ
て
い
る
の
も
大
き
な
特

徴
で
す
。
各
種
業
界
研
究
の
方
法

や
面
接
対
策
、
提
出
書
類
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
な
ど
、
経
験
を

生
か
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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（2020年度時点）

138年
開学年数

（2018年度実績）

247人
教員採用者数
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伝
統
と
創
造
、
個
性
と
共
生
、

地
域
性
と
国
際
性
。
多
様
な
価
値

観
を
認
め
、
主
体
性
を
持
ち
な
が

ら
自
立
す
る
「
大
人
（
お
と
な
）

の
育
成
」
が
本
学
の
教
育
目
標
で

す
。
他
者
や
他
国
を
理
解
す
る
に

は
、
ま
ず
自
ら
が
よ
っ
て
立
つ
文

化
や
歴
史
を
知
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
考
え
方
は
、も
の
の
淵
源（
え

ん
げ
ん
：
根
源
）
を
問
い
直
す
姿

勢
に
つ
な
が
り
ま
す
。
自
国
の
文

化
を
学
び
、
他
国
の
あ
り
方
を
学

ぶ
、
そ
こ
か
ら
再
度
自
国
の
あ
り

方
を
問
い
直
す
の
が
、
本
学
が
考

え
る
世
界
と
の
向
き
合
い
方
で
す
。

　
本
学
は
２
０
２
１
年
４
月
に

「
観
光
学
部
観
光
ま
ち
づ
く
り
学

科
（
仮
称
）」
を
開
設
予
定
（
設

置
認
可
申
請
中
）
で
す
。
地
域
の

伝
統
文
化
や
自
然
の
魅
力
を
開

発
・
発
信
、
観
光
や
ま
ち
づ
く
り

を
通
し
て
存
続
し
て
い
く
地
域
社

会
の
枠
組
み
を
構
築
す
る
学
び
を

構
想
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
就
職
後
の
満
足
度

を
重
視
し
、
学
生
の
進
路
希
望
に

合
わ
せ
て
多
様
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
般
企
業
志
望

者
に
は
、「
働
く
自
分
」
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
た
め
の
４
つ
（
公
募
型
・

学
内
推
薦
型
・
マ
ッ
チ
ン
グ
型
・

国
際
）
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
業
界
セ
ミ

ナ
ー
や
学
内
企
業
説
明
会
な
ど
、

学
内
で
大
手
優
良
企
業
の
採
用
担

当
者
と
接
触
す
る
企
画
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
就
職
活
動
の
解
禁
前

に
は
、
模
擬
面
接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
も
開
催
し
、
就
職
活
動
に
向

け
て
強
力
な
支
援
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
で
は
、

熟
練
し
た
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
、
大

手
優
良
企
業
や
官
公
庁
か
ら
内
定

を
獲
得
し
た
４
年
生
の
「
内
定
者

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
が
学
生
の
個
別

相
談
・
指
導
に
当
た
り
、
総
合
的

な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　
教
職
志
望
者
の
多
い
本
学
で
は
、

教
員
免
許
の
取
得
お
よ
び
教
員
採

用
試
験
の
合
格
に
向
け
、
段
階
的

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
・

２
年
次
に
は
教
職
の
基
礎
理
論
を

学
び
、３
年
次
に
は
各
種
講
習
会
・

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
試
験
対
策
を
始
め
、

11
月
と
２
月
の
模
擬
試
験
で
到
達

度
を
測
り
ま
す
。
４
年
次
に
は
教

育
実
習
と
並
行
し
て
試
験
対
策
の

総
仕
上
げ
を
行
い
、
学
内
で
教
育

委
員
会
に
よ
る
教
員
採
用
試
験
説

明
会
も
開
催
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
国
家
公
務
員
総
合

職
・
公
認
会
計
士
志
望
者
に
向
け
、

２
０
１
８
年
度
か
ら
キ
ャ
リ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
「K-PLAS

」
が
ス
タ
ー

ト
。
本
学
学
生
に
合
わ
せ
た
試
験

対
策
の
ほ
か
、
現
役
公
務
員
・
公

認
会
計
士
と
の
面
談
も
行
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
の
選
考
試
験
を
通

過
す
る
と
、
専
門
家
に
よ
る
公
務

員
・
公
認
会
計
士
養
成
の
授
業
を

無
償
で
受
講
で
き
ま
す
。
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（2020年度時点）

138年
開学年数

（2019年3月31日現在）

16,184社
求人企業数
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本
学
は
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
学
生
が

よ
り
意
欲
的
に
学
べ
る
環
境
を

作
っ
て
い
く
た
め
に
再
開
発
計
画

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
２

年
に
は
開
校
１
３
０
周
年
を
迎
え

た
ほ
か
、
２
０
１
８
年
４
月
に
は

「
開
校
１
３
０
周
年
記
念
棟
（
種

月
館
）」
を
新
設
し
ま
し
た
。
記

念
棟
は
、
多
機
能
・
最
先
端
の
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
の
教
室
を
備

え
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

等
の
多
様
な
授
業
展
開
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
情
報
系
の
自
習
、
グ

ル
ー
プ
学
習
ス
ペ
ー
ス
も
い
っ
そ

う
充
実
し
、
よ
り
主
体
的
な
学
修

態
度
の
形
成
を
促
し
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
お
よ
そ
１
万

５
千
名
の
学
生
が
、
学
部
学
科
の

垣
根
を
越
え
て
交
流
し
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
学
修

環
境
の
充
実
に
よ
り
、
ま
す
ま
す

便
利
で
快
適
な
学
生
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
一
般
選
抜
時

　
一
般
選
抜
で
受
験
し
、
極
め
て

優
秀
な
成
績
で
合
格
し
た
方
を
対

象
に
し
た
給
付
型
の
奨
学
金
制
度

が
あ
り
ま
す
（
授
業
料
相
当
額
を

給
付
す
る
「
駒
澤
大
学
新
人
の
英

知
（
入
試
特
待
生
）
奨
学
金※

」、

年
間
30
万
円
を
給
付
す
る
「
駒
澤

大
学
全
学
部
統
一
日
程
入
学
試
験

奨
学
金※

」）。
成
績
に
よ
り
在

学
中
４
年
間
継
続
給
付
し
ま
す
。

※

２
０
１
９
年
度
実
績
名

●
自
己
推
薦
選
抜
時
（
総
合
評
価

型
の
み
）

　
右
記
選
抜
に
受
験
合
格
し
、
経

済
的
に
修
学
が
困
難
な
が
ら
も
、

学
業
を
成
し
遂
げ
る
向
上
心
を
持

つ
方
を
採
用
給
付
し
ま
す
（
年
間

50
万
円
給
付
、
事
前
申
込
審
査
、

10
名
以
内
の
採
用
）。

そ
の
ほ
か
に
も
大
学
独
自
の
奨
学

金
制
度
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は

就
職
活
動
時
だ
け
で
な
く
、
１
・

２
年
次
か
ら
社
会
生
活
を
意
識
し

た
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
キ
ャ
リ
ア
準
備

講
座
を
開
講
し
、
就
職
へ
の
期
待

と
自
覚
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
や
、

面
接
の
練
習
な
ど
、
一
人
ひ
と
り

の
希
望
に
即
し
た
、
手
厚
い
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
多
く
の
企
業
や
団
体

か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
就
業

体
験
の
協
力
を
得
て
い
ま
す
。

●
主
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
１
・
２
年
生
対
象
の
「
キ
ャ
リ

ア
講
座
」、
３
年
生
対
象
の
「
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」「
就
活
集
中
セ

ミ
ナ
ー
」、
具
体
的
な
就
職
活
動

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
「
ミ
ニ
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
な
ど
、
多

様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。
ま
た
、

教
職
や
公
務
員
、
各
種
資
格
の
取

得
を
め
ざ
す
学
生
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
講
座
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
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＊出典：大学通信調査「全国の高等学校の進路指導
教諭が評価する大学／2019年度最新版」

全国9位
入学後、生徒を伸ばしてくれる大学

（2019年3月卒業生実績）
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企
業
や
地
域
が
抱
え
る
課
題
に

対
し
、
経
営
学
の
学
び
を
駆
使
し

て
挑
む
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ

ｔ 

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｄ 

Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ

ｎ
ｇ
）
を
通
じ
て
、
課
題
発
見
・

課
題
解
決
力
を
養
成
し
ま
す
。
例

え
ば
、「
１
年
次
ゼ
ミ
」
で
は
沖

縄
県
石
垣
島
の
魅
力
発
信
を
テ
ー

マ
に
ゼ
ミ
対
抗
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
最
優
秀
チ
ー
ム

は
実
際
に
石
垣
市
に
提
案
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
２
年
次
の
「
自
由

が
丘
ス
イ
ー
ツ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
」
で
は
、
世
界
的
パ
テ
ィ
シ
エ

辻
口
博
啓
氏
と
自
由
が
丘
の
街
と

連
携
し
、
街
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
企
業
出
身
の
教
員
が
７
割
を
超

え
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
か
ら
学
べ
る
点
も
特
徴
。

学
生
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
に
触

れ
、
課
題
を
発
見
し
、
理
論
で
課

題
を
解
き
明
か
す
と
い
う
学
び
を

通
じ
て
実
践
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
度
、
発
音
を
き
っ

か
け
に
英
会
話
の
楽
し
さ
を
知
り
、

「
使
え
る
英
語
」
へ
と
発
展
さ
せ

る
新
発
想
の
英
語
授
業
が
経
営
学

部
で
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
は
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
よ
う
な
「
発
音
」、思
っ

た
こ
と
を
直
接
英
語
で
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
で
き
る
「
英
語
脳
」、
さ

ま
ざ
ま
な
「
英
語
表
現
」
と
い
う

３
つ
の
要
素
に
分
解
し
て
学
ぶ
実

践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
ま
た
、
実
践
を
通
し
て
異
文
化

理
解
を
深
め
、
活
用
に
特
化
し
た

英
語
力
を
高
め
る
独
自
の
グ
ロ
ー

バ
ル
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
。

国
内
で
留
学
生
と
英
語
で
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
う「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン

プ
」
や
海
外
で
実
習
を
行
う
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」、

異
文
化
体
験
研
修
、
海
外
語
学
研

修
な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
で

活
躍
で
き
る
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

　「
就
職
に
力
を
入
れ
て
い
る
大

学 

全
国
７
位
」（
＊
）
に
選
ば
れ

る
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
に

定
評
が
あ
り
ま
す
。
１
年
次
か
ら

「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
授
業
」
を

必
修
と
し
、
４
年
次
ま
で
段
階
的

に
学
生
が
自
ら
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い

て
考
え
る
力
を
養
い
ま
す
。
２
年

次
に
は
、
授
業
の
一
環
と
し
て
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
い
ち
早
く
実

施
。
事
前
研
究
か
ら
企
業
で
の
実

習
、
成
果
発
表
ま
で
行
い
ま
す
。

学
生
は
企
業
の
実
務
や
仕
事
の
理

解
を
深
め
、
将
来
の
進
路
選
択
や

キ
ャ
リ
ア
設
計
に
生
か
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ゼ
ミ
教
員
と
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
の
担
当
職
員
に
よ
る
手

厚
い
ダ
ブ
ル
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
よ

り
、
高
い
就
職
内
定
率
を
誇
り
ま

す
。
主
な
内
定
先
と
し
て
、Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
、資
生
堂
、東
急
百
貨
店
、

日
本
電
気
、
野
村
證
券
、
日
立
柏

レ
イ
ソ
ル
、富
士
通
、み
ず
ほ
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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総合801-1000位
国内私立 第11位タイ

（2020年度予定）

臨床実習病院数

85施設
理学療法学科

40施設
診療放射線学科

（2019年度時点）

6病院

附属病院数

大�������

8494
�����大�����
������
�
金��


大学

私立

東京

���文���������
���� �

���大�������
�����������������

����／医学科
����������／スポーツ科学科、スポーツマ
ネジメント学科、健康学科

�������／看護学科
�������／看護学科
������／国際教養学科

�������／理学療法学科、診療放射線学科

�� � 
	��������������
　
２
０
１
９
年
４
月
、
本
学
の
本

郷
・
お
茶
の
水
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
保

健
医
療
学
部
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

高
度
な
専
門
知
識
と
技
術
を
身
に

付
け
、
幅
広
い
医
療
分
野
で
活
躍

で
き
る
理
学
療
法
士
、
診
療
放
射

線
技
師
を
養
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
学
部
は
医
学
部
附
属
病
院
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
放
射

線
科
と
連
携
。
最
新
設
備
や
研
究

成
果
を
活
用
し
、
充
実
し
た
環
境

で
講
義
や
実
習
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
経
験
豊
か
な
教
員
が
学
生
一

人
ひ
と
り
の
希
望
進
路
に
合
わ
せ

て
丁
寧
に
指
導
。
４
年
間
で
の
卒

業
と
国
家
試
験
の
ス
ト
レ
ー
ト
合

格
を
め
ざ
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
と
医
学
、
健
康
に
科

学
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
学
問
体

系
「
ス
ポ
ー
ト
ロ
ジ
ー
」
も
学
び

の
特
徴
。
理
学
療
法
学
と
診
療
放

射
線
学
を
つ
な
ぎ
、
け
が
や
病
気

の
早
期
発
見
か
ら
復
帰
ま
で
の
一

翼
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　
理
学
療
法
学
科
で
は
、
全
教
員

が
順
天
堂
医
院
で
の
臨
床
活
動
に

従
事
し
、
教
育
現
場
と
臨
床
現
場

が
一
体
と
な
っ
て
学
修
を
支
援
し

ま
す
。
学
び
を
通
し
て
「
理
学
療

法
士
国
家
試
験
受
験
資
格
」
が
取

得
可
能
。
卒
業
後
の
主
な
進
路
に

は
、
病
院
・
診
療
所
な
ど
の
医
療

施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
関
連
施
設
、
福
祉
施
設
、

医
療
系
企
業
、
大
学
院
進
学
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
附
属
病
院
と
医
学
部
に
隣
接
す

る
診
療
放
射
線
学
科
で
は
、Ｉ
Ｔ

を
駆
使
し
た
最
新
の
学
習
・
実
習

環
境
で
学
ぶ
ほ
か
、
医
学
部
で
行

わ
れ
る
研
究
に
触
れ
な
が
ら
「
診

療
放
射
線
技
師
国
家
試
験
受
験
資

格
」「
放
射
線
取
扱
主
任
者
」
が

取
得
で
き
ま
す
。
卒
業
後
の
進
路

は
、
病
院
、
各
種
検
査
・
健
診
セ

ン
タ
ー
、
医
療
系
企
業
の
ほ
か
、

国
内
外
の
大
学
院
進
学
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
本
学
で
は
円
滑
な
国
際
交
流
を

促
進
す
る
た
め
、
多
く
の
海
外
大

学
と
協
定
を
締
結
。
海
外
協
定
校

と
の
交
流
・
連
携
に
よ
り
知
性
と

教
養
を
高
め
、
発
信
力
と
行
動
力

の
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を

持
っ
た
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　
理
学
療
法
学
科
で
は
、
高
齢
化

な
ど
世
界
規
模
の
問
題
や
時
代
の

変
化
に
対
応
で
き
る
学
び
を
展
開

し
な
が
ら
、
語
学
力
、
国
際
性
を

磨
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
。

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
医
療
を
世
界
に

提
供
で
き
る
力
を
養
成
し
ま
す
。

診
療
放
射
線
学
科
で
は
医
療
現
場

の
国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
、
外

国
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
重
視
し
、
海
外
の
大
学
と

積
極
的
に
連
携
し
て
語
学
能
力
の

向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
教
育
環
境
を
活
用

し
て
、
専
門
知
識
や
技
術
に
加
え

て
外
国
語
能
力
を
高
め
る
体
制
づ

く
り
を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。
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（2020年1月時点）

58か国・地域316校

留学先

（2019年度実績）

年間350回以上

セミナー回数

26.1％

全学生に対する
奨学金利用者の割合

（2019年度実績）

（2020年度時点）

107年

開学年数

（2019年度実績）

9学部29学科

学部・学科数

国際性 分野8位

大����� 

3253
�����大�����
�������月��
��金�����

大学

私立

東京

英
語
「
を
」
学
ぶ
の
で
は
な
く

英
語
「
で
」
学
ぶ
環
境
に
あ
る
本

学
で
は
、
専
門
性
を
高
め
る
目
的

に
合
わ
せ
て
履
修
で
き
る
幅
広
い

科
目
群
に
よ
り
、
社
会
の
各
分
野

で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
、
発
揮
で

き
る
英
語
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

ま
た
、“Global Competency”

を
身
に
付
け
る
の
に
重
要
な
言
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高

め
る
た
め
、
全
22
言
語
の
語
学
科

目
を
設
置
。
学
生
一
人
ひ
と
り
の

目
標
・
目
的
に
合
わ
せ
た
履
修
モ

デ
ル
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

野
に
立
ち
世
界
に
貢
献
す
る
人
間

と
し
て
の
素
養
を
身
に
付
け
ま
す
。

そ
の
ほ
かLanguage Learning 

Commons 

（LLC

）
で
の
「
言
語
学

習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」
や
、「
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
」

な
ど
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が

自
由
に
外
国
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
場
と
し
て
、
語
学

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

�� � �����������������人	��

本
学
は
、
ロ
ー
マ
法
王
か
ら
派

遣
さ
れ
た
３
名
の
イ
エ
ズ
ス
会
神

父
に
よ
り
１
９
１
３
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。〝
上
智
〞
と
は
、
ギ

リ
シ
ャ
語
で
〝
最
上
の
叡
智

（Sophia

）〞
を
意
味
し
ま
す
。
こ

れ
は
知
識
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ

る
こ
と
に
対
応
で
き
る
優
れ
た
問

題
解
決
能
力
を
指
し
、
そ
の
力
を

持
つ
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て
、

①M
en and W

omen for Others, 
with Others  

│ 

他
者
の
た
め
に
、

他
者
と
と
も
に
生
き
る

②M
ultidisciplinary Networks 

│
学
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

③Global Com
petence 

│
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
で
き
る
能

力
の
３
つ
の
教
育
精
神
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

専
門
教
育
と
横
断
的
な
学
び
に

よ
り
、
現
代
社
会
に
対
す
る
鋭
敏

な
問
題
意
識
と
判
断
力
と
社
会
の

建
設
に
貢
献
す
る
力
を
身
に
付
け

ま
す
。

４
年
間
を
通
し
て
磨
い
た
能
力

と
適
性
を
最
大
限
に
生
か
せ
る
よ

う
、
１
年
次
か
ら
４
年
次
ま
で
参

加
で
き
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

学
年
や
学
部
を
超
え
た
仲
間
と

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
論

理
的
思
考
力
と
行
動
力
を
身
に
付

け
、
自
ら
の
目
標
を
定
め
達
成
す

る
実
践
力
を
養
う
「
夏
期
集
中
講

座
」、
社
会
で
活
躍
す
る
卒
業
生

に
よ
る「
卒
業
生
講
演
会
」や「
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
交
流
会
」
の
ほ
か
、
公

務
員
や
教
員
な
ど
の
職
業
を
め
ざ

す
特
別
講
座
、
さ
ら
に
国
際
機
関

職
員
や
国
際
分
野
の
職
業
を
め
ざ

す
学
生
の
た
め
の
支
援
に
し
ぼ
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
実
施
。

こ
の
ほ
か
、
企
業
担
当
者
を
大

学
に
招
き
説
明
会
を
行
う
「
合
同

企
業
研
究
会
」
や
全
６
回
予
定
で

行
わ
れ
る
「
総
合
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
な
ど
の
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

�� � ����自�������立��  ������
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高
度
で
学
際
的
な
教
養
教
育
と

各
自
の
専
門
性
を
融
合
さ
せ
、
幅

広
い
人
間
性
と
高
い
倫
理
観
に
裏

打
ち
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
能

力
を
開
花
さ
せ
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
は
、
高
度
で
豊
か
な
教
養
と
世

界
で
通
用
す
る
専
門
性
を
兼
ね
備

え
た
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
80
か
国
以
上

の
国
か
ら
の
留
学
生
２
０
０
０
人

以
上
が
学
び
、
専
任
教
員
の
約
６

分
の
１
は
外
国
籍
。
日
常
的
に
多

数
の
異
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
国
際

色
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。
ま

た
、
世
界
76
か
国
３
６
８
の
学
術

交
流
・
交
換
留
学
協
定
校
が
あ
り

（
２
０
２
０
年
１
月
時
点
）、
学
生

を
交
換
留
学
生
と
し
て
派
遣
し
て

い
る
ほ
か
長
期
留
学
や
海
外
短
期

語
学
講
座
、
海
外
短
期
研
修
な
ど

目
的
や
留
学
期
間
の
異
な
る
さ
ま

ざ
ま
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実

し
て
い
ま
す
。

����� �����用���門���¡¢£¤人¥��¦

本
学
は
、
多
様
な
ケ
ー
ス
に
適

応
す
る
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
お

り
、
全
学
生
の
26
・
１
％
（
学
外

奨
学
金
含
む
）
が
何
ら
か
の
奨
学

金
制
度
を
利
用
。
学
内
奨
学
金
は

全
て
返
還
不
要
の
給
付
型
で
す
。

応
募
の
過
程
で
、
学
ぶ
意
志
を
強

く
持
ち
、
学
生
と
し
て
の
自
覚
を

よ
り
高
め
学
業
に
専
心
す
る
こ
と

を
奨
励
す
る
の
も
、
本
学
の
奨
学

金
制
度
の
趣
旨
の
一
つ
で
す
。

●
上
智
大
学
新
入
生
奨
学
金
／
本

学
を
第
一
志
望
と
し
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
入
学
が
困
難
、
か
つ
学

業
成
績
が
優
秀
な
学
生
に
初
年
度

授
業
料
相
当
額
、
半
額
相
当
額
、

３
分
の
１
相
当
額
の
い
ず
れ
か
を

給
付
し
ま
す
。

●
上
智
大
学
修
学
奨
励
奨
学
金
／

学
業
成
績
が
良
好
に
も
関
わ
ら
ず
、

経
済
的
理
由
で
学
業
継
続
が
困
難

な
学
生
に
授
業
料
相
当
額
、
半
額

相
当
額
、
３
分
の
１
相
当
額
の
い

ず
れ
か
を
給
付
し
ま
す
。
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本
学
で
は
、
神
学
部
、
文
学
部
、

総
合
人
間
科
学
部
、
法
学
部
、
経

済
学
部
、
外
国
語
学
部
、
総
合
グ

ロ
ー
バ
ル
学
部
、
国
際
教
養
学
部
、

理
工
学
部
の
９
学
部
が
１
つ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
び
ま
す
。
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
国

際
色
豊
か
な
文
系
、
理
系
の
学
生

と
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
多

角
的
な
視
点
を
養
う
こ
と
が
可
能

で
す
。
さ
ら
に
学
部
の
専
門
分
野

を
深
め
つ
つ
、
横
断
的
な
学
び
と

し
て
自
身
の
専
門
以
外
の
関
連
す

る
分
野
も
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
学

際
的
思
考
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
全
学
部
生
が
履
修
で

き
る「
全
学
共
通
科
目
」や
他
学
部

他
学
科
履
修
、
実
践
型
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
が
あ
り
、
他
学
部
他
学
科

履
修
は
半
数
以
上
の
学
生
が
利
用
。

各
々
の
専
門
分
野
を
学
ぶ
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
専
門
以
外
の
学
び
も

興
味
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
多
角

的
に
学
べ
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。
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高�����������
�自��門����
	
���人���高�������

（2020年1月時点）

58か国・地域316校

留学先

（2019年度実績）

年間350回以上

セミナー回数

26.1％

全学生に対する
奨学金利用者の割合

（2019年度実績）

（2020年度時点）

107年

開学年数

（2019年度実績）

9学部29学科

学部・学科数

国際性 分野8位

大����� 

3253
�����大�����
�������月��
��金�����

大学

私立

東京

英
語
「
を
」
学
ぶ
の
で
は
な
く

英
語
「
で
」
学
ぶ
環
境
に
あ
る
本

学
で
は
、
専
門
性
を
高
め
る
目
的

に
合
わ
せ
て
履
修
で
き
る
幅
広
い

科
目
群
に
よ
り
、
社
会
の
各
分
野

で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
、
発
揮
で

き
る
英
語
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

ま
た
、“Global Competency”

を
身
に
付
け
る
の
に
重
要
な
言
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高

め
る
た
め
、
全
22
言
語
の
語
学
科

目
を
設
置
。
学
生
一
人
ひ
と
り
の

目
標
・
目
的
に
合
わ
せ
た
履
修
モ

デ
ル
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

野
に
立
ち
世
界
に
貢
献
す
る
人
間

と
し
て
の
素
養
を
身
に
付
け
ま
す
。

そ
の
ほ
かLanguage Learning 

Commons 

（LLC

）
で
の
「
言
語
学

習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」
や
、「
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
」

な
ど
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が

自
由
に
外
国
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
場
と
し
て
、
語
学

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

�� � ��������������� � �

本
学
は
、
ロ
ー
マ
法
王
か
ら
派

遣
さ
れ
た
３
名
の
イ
エ
ズ
ス
会
神

父
に
よ
り
１
９
１
３
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。〝
上
智
〞
と
は
、
ギ

リ
シ
ャ
語
で
〝
最
上
の
叡
智

（Sophia

）〞
を
意
味
し
ま
す
。
こ

れ
は
知
識
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ

る
こ
と
に
対
応
で
き
る
優
れ
た
問

題
解
決
能
力
を
指
し
、
そ
の
力
を

持
つ
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て
、

①M
en and W

omen for Others, 
with Others  

│
他
者
の
た
め
に
、

他
者
と
と
も
に
生
き
る

②M
ultidisciplinary Networks 

│
学
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

③Global Com
petence 

│
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
で
き
る
能

力
の
３
つ
の
教
育
精
神
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

専
門
教
育
と
横
断
的
な
学
び
に

よ
り
、
現
代
社
会
に
対
す
る
鋭
敏

な
問
題
意
識
と
判
断
力
と
社
会
の

建
設
に
貢
献
す
る
力
を
身
に
付
け

ま
す
。

４
年
間
を
通
し
て
磨
い
た
能
力

と
適
性
を
最
大
限
に
生
か
せ
る
よ

う
、
１
年
次
か
ら
４
年
次
ま
で
参

加
で
き
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

学
年
や
学
部
を
超
え
た
仲
間
と

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
論

理
的
思
考
力
と
行
動
力
を
身
に
付

け
、
自
ら
の
目
標
を
定
め
達
成
す

る
実
践
力
を
養
う
「
夏
期
集
中
講

座
」、
社
会
で
活
躍
す
る
卒
業
生

に
よ
る「
卒
業
生
講
演
会
」や「
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
交
流
会
」
の
ほ
か
、
公

務
員
や
教
員
な
ど
の
職
業
を
め
ざ

す
特
別
講
座
、
さ
ら
に
国
際
機
関

職
員
や
国
際
分
野
の
職
業
を
め
ざ

す
学
生
の
た
め
の
支
援
に
し
ぼ
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
実
施
。

こ
の
ほ
か
、
企
業
担
当
者
を
大

学
に
招
き
説
明
会
を
行
う
「
合
同

企
業
研
究
会
」
や
全
６
回
予
定
で

行
わ
れ
る
「
総
合
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
な
ど
の
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

�� � ����自�������立��  ������

����� ���������生��������力���

高
度
で
学
際
的
な
教
養
教
育
と

各
自
の
専
門
性
を
融
合
さ
せ
、
幅

広
い
人
間
性
と
高
い
倫
理
観
に
裏

打
ち
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
能

力
を
開
花
さ
せ
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
は
、
高
度
で
豊
か
な
教
養
と
世

界
で
通
用
す
る
専
門
性
を
兼
ね
備

え
た
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
80
か
国
以
上

の
国
か
ら
の
留
学
生
２
０
０
０
人

以
上
が
学
び
、
専
任
教
員
の
約
６

分
の
１
は
外
国
籍
。
日
常
的
に
多

数
の
異
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
国
際

色
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。
ま

た
、
世
界
76
か
国
３
６
８
の
学
術

交
流
・
交
換
留
学
協
定
校
が
あ
り

（
２
０
２
０
年
１
月
時
点
）、
学
生

を
交
換
留
学
生
と
し
て
派
遣
し
て

い
る
ほ
か
長
期
留
学
や
海
外
短
期

語
学
講
座
、
海
外
短
期
研
修
な
ど

目
的
や
留
学
期
間
の
異
な
る
さ
ま

ざ
ま
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実

し
て
い
ま
す
。

����� �����用���門���¡¢£¤人¥��¦

本
学
は
、
多
様
な
ケ
ー
ス
に
適

応
す
る
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
お

り
、
全
学
生
の
26
・
１
％
（
学
外

奨
学
金
含
む
）
が
何
ら
か
の
奨
学

金
制
度
を
利
用
。
学
内
奨
学
金
は

全
て
返
還
不
要
の
給
付
型
で
す
。

応
募
の
過
程
で
、
学
ぶ
意
志
を
強

く
持
ち
、
学
生
と
し
て
の
自
覚
を

よ
り
高
め
学
業
に
専
心
す
る
こ
と

を
奨
励
す
る
の
も
、
本
学
の
奨
学

金
制
度
の
趣
旨
の
一
つ
で
す
。

●
上
智
大
学
新
入
生
奨
学
金
／
本

学
を
第
一
志
望
と
し
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
入
学
が
困
難
、
か
つ
学

業
成
績
が
優
秀
な
学
生
に
初
年
度

授
業
料
相
当
額
、
半
額
相
当
額
、

３
分
の
１
相
当
額
の
い
ず
れ
か
を

給
付
し
ま
す
。

●
上
智
大
学
修
学
奨
励
奨
学
金
／

学
業
成
績
が
良
好
に
も
関
わ
ら
ず
、

経
済
的
理
由
で
学
業
継
続
が
困
難

な
学
生
に
授
業
料
相
当
額
、
半
額

相
当
額
、
３
分
の
１
相
当
額
の
い

ず
れ
か
を
給
付
し
ま
す
。
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本
学
で
は
、
神
学
部
、
文
学
部
、

総
合
人
間
科
学
部
、
法
学
部
、
経

済
学
部
、
外
国
語
学
部
、
総
合
グ

ロ
ー
バ
ル
学
部
、
国
際
教
養
学
部
、

理
工
学
部
の
９
学
部
が
１
つ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
び
ま
す
。
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
国

際
色
豊
か
な
文
系
、
理
系
の
学
生

と
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
多

角
的
な
視
点
を
養
う
こ
と
が
可
能

で
す
。
さ
ら
に
学
部
の
専
門
分
野

を
深
め
つ
つ
、
横
断
的
な
学
び
と

し
て
自
身
の
専
門
以
外
の
関
連
す

る
分
野
も
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
学

際
的
思
考
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
全
学
部
生
が
履
修
で

き
る「
全
学
共
通
科
目
」や
他
学
部

他
学
科
履
修
、
実
践
型
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
が
あ
り
、
他
学
部
他
学
科

履
修
は
半
数
以
上
の
学
生
が
利
用
。

各
々
の
専
門
分
野
を
学
ぶ
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
専
門
以
外
の
学
び
も

興
味
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
多
角

的
に
学
べ
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。
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２
０
２
０
年
４
月
、
本
学
の
経

済
学
部
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

専
門
性
を
よ
り
高
め
る
２
学
部
３

学
科
に
刷
新
し
、
新
し
い
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
教
育
と
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
を
取
り
入
れ
た
教
養
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
経
済
学
部
経
済
数
理
学

科
は
、
数
理
モ
デ
ル
に
基
づ
く
経

済
分
析
と
未
来
の
I
C
T
社
会
を

支
え
る
デ
ー
タ
解
析
な
ど
、理
系
・

文
系
の
枠
組
み
を
越
え
た
教
育
を

実
践
。

　
現
代
経
済
学
科
は
、
企
業
行
動

や
金
融
の
し
く
み
を
理
解
し
つ
つ
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
の
実
践
型

研
究
を
通
じ
て
多
角
的
に
現
代
社

会
の
問
題
を
考
察
し
ま
す
。

　
経
営
学
部
総
合
経
営
学
科
は
、

経
営
学
の
基
本
か
ら
応
用
ま
で
段

階
的
に
学
び
、
そ
れ
ら
の
知
識
と

関
連
し
た
高
い
情
報
処
理
能
力
と

国
際
的
な
視
野
を
も
備
え
ま
す
。

　
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
全
学
生
を
対
象
に
、
１

年
次
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
を

開
講
。「
全
て
の
学
生
が
自
身
の

適
性
を
生
か
し
、
成
長
で
き
る
企

業
へ
就
職
す
る
こ
と
」
を
目
標
に
、

個
性
や
適
性
に
応
じ
た
教
育
と
、

学
生
一
人
ひ
と
り
の
将
来
を
見
据

え
た
個
別
相
談
を
伝
統
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
企
業
の
協
力
を
得
て

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
丸
の
内

ビ
ジ
ネ
ス
研
修
」
も
実
施
。
こ
う

し
た
環
境
下
で
育
っ
た
卒
業
生
が

各
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
か
ら
の
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
成
蹊
大
学
限
定
の
求
人
情

報
も
企
業
か
ら
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
（
２
０
１
９
年
３
月
就
職

実
績
99
・
３
％
）。

　
少
人
数
教
育
の
伝
統
と
卒
業
生

の
活
躍
、
企
業
と
の
信
頼
関
係
に

基
づ
く
着
実
な
就
職
実
績
に
よ
り
、

「
就
職
に
強
い
成
蹊
」
と
し
て
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
部
横
断
型
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
E
A
G
L
E

（
E
d
u
c
a
t
i
o
n

f
o
r

A
c
a
d
e
m
i
c

a
n
d

G
l
o
b
a
l

L
e
a
r
n
e
r
s

i
n

E
n
g
l
i
s
h
）
も
２

０
２
０
年
か
ら
始
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
学
修
意
欲
、
英
語
力
と

も
に
高
い
、
選
抜
さ
れ
た
30
名
の

学
生
が
各
学
部
学
科
に
所
属
し
な

が
ら
少
人
数
の
授
業
で
グ
ロ
ー

バ
ル
に
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

T
O
E
F
L
や
I
E
L
T
S
な
ど

の
ス
コ
ア
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
留
学

準
備
か
ら
、
１
年
次
夏
休
み
の
英

国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
へ
の
短
期

留
学
を
は
じ
め
と
す
る
中
長
期
の

各
種
留
学
、
そ
し
て
帰
国
後
の

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ま
で
一
貫
し

て
徹
底
的
に
サ
ポ
ー
ト
。
奨
学
金

な
ど
経
済
支
援
も
充
実
さ
せ
、
国

際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
、
企
業

の
国
際
化
を
牽
引
す
る
人
材
育
成

を
め
ざ
し
ま
す
。

�������������������

������������������ ���¡¢�£

（2019年5月1日現在）

7403人
学生数

（2019年度実績）

16か国150大学
留学先
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（2019年度実績）

教員一人当たりの学生数

9.6人

学部卒業時の就職率

97％

（2018年度実績）
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全
学
生
が
４
年
間
ワ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
過
ご
す
本
学
は
、
学
生
と

教
員
の
距
離
も
近
く
、
き
め
細
か

な
少
人
数
教
育
を
実
現
し
て
い
ま

す
。

　
専
門
的
な
研
究
テ
ー
マ
を
深
く

学
ぶ
少
人
数
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
履
修

率
は
１
０
０
％
。
発
表
・
議
論
・

対
話
を
中
心
と
し
た
授
業
で
は
専

門
分
野
の
知
識
と
と
も
に
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能
力
も
培
わ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
や
合
宿
、
企
業
と
の
協
同
研
究

な
ど
、
ゼ
ミ
ご
と
に
個
性
的
な
取

り
組
み
を
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
な
ど
多
彩
な

６
つ
の
科
目
群
か
ら
な
る
全
学
共

通
教
育
科
目
を
設
置
。
幅
広
い
知

識
や
教
養
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、

多
様
化
す
る
社
会
と
文
化
を
理
解

し
、
も
の
ご
と
を
複
眼
的
に
思
考

す
る
力
を
鍛
え
ま
す
。

　
多
様
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

で
は
、
様
々
な
価
値
観
を
受
け
入

れ
る
教
養
や
実
践
的
な
語
学
力
を

身
に
付
け
た
人
材
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。本
学
で
は
、学
生
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
留
学
や
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
国
際

社
会
で
生
き
抜
く
力
を
育
み
ま
す
。

●
Ｓ
Ｉ
Ｅ
Ｐ（
成
城
国
際
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
／
留
学
や
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
挑
戦
で
き
る
力

を
養
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
留
学
生
と

共
に
世
界
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
学
ぶ

授
業
や
個
別
指
導
な
ど
を
通
し
て

英
語
を
実
践
的
に
学
び
、
海
外
で

役
立
つ
教
養
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

●
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
／
事

前
学
習
、
現
地
で
の
実
践
的
語
学

研
修
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
事

後
学
習
の
３
部
構
成
で
、
目
的
意

識
を
明
確
に
し
、
成
長
を
実
感
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
学
部
・
学
年

問
わ
ず
挑
戦
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
見
据
え
、

本
学
で
は
、
全
学
年
・
学
部
の
学

生
が
履
修
で
き
る
「
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
科
目
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
入
門
か
ら
応
用
ま
で
段
階
的

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
各
学
部
・
学
科

で
学
ぶ
人
文
社
会
科
学
領
域
と

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
知
識
を
掛

け
合
わ
せ
て
、
柔
軟
な
発
想
力
や

多
角
的
な
思
考
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
の
学
び
を
生
か
し
て
外
部

の
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
、
実
績

を
残
し
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

　
ま
た
、
履
修
生
の
中
に
は
Ｉ
Ｔ

企
業
へ
就
職
し
て
い
る
学
生
も
お

り
、
将
来
へ
つ
な
が
る
学
び
と
し

て
の
側
面
も
あ
り
ま
す
。

●
就
職
先
抜
粋
（
２
０
１
８
・
２

０
１
９
年
３
月
卒
業
生
実
績
）
／

Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
、

ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
、
富
士
ソ
フ

ト
、
日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
、

Ｓ
ｋ
ｙ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ほ
か

µ¶�·¸�¹º»�§¼½¹º���¾¿ÀÁÂ¡ÃÄ
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（2020年度時点）

140周年
開学年数

（2019年度実績）

23名
公認会計士試験合格者数

大�������

3266
�����大�����
������
�
金��


大学

私立

東京
神奈川

�田�����������田��田�� ��
生田������������������田�����

�������

入��������������  
�田�������¡¢£¤¥¦�§¨�§§©©
生田�������¡¢£¤¥ªª¦«���¥©«ª

�����¬®�¯°��±生²³´¯°��±
µ¶¯°��

����¬·¸��±¹º��
�����¬¯»��±¼½¾�¿À����
����¬Á�ÂÃÄ�Å��±ÆÇ��
�文��¬日É文�文Ë��±ÌÍÌ米文��±

Ï��±ÐÑ��±³´ÒÓ��±½��ÔÕ
Ö×��

�人����¬心Ó��±ÙÆ��
����������¬¾ÚÛÜ�ÝÞß��
��
	����������¬日ÉÍ��±à

文Ë�áâãÂ������

äå大�åÞßæ���支����� �大����çèéêëìíîïðñ

　ó立�ª¥õö÷øùú�¥�¥ö
ç�田�����çûüý÷þ�
ÿ±ª月}|{用÷\]ÿíîïðñ
^�����çæ·��ç_ù`
��±û�ëì@µ¶�áâãÂ�
�����å�生?>î±=<²
;å:ú�����/�<ïÿ@ñ
.-,æÉ�+*)('&%$#ëîñ

������月
��������生�

�� �日���������¡¢大�
　
本
学
の
前
身
で
あ
る
「
専
修
学

校
」
は
、１
８
８
０
（
明
治
13
）
年
、

「
専
門
教
育
に
よ
り
、
新
時
代
に

お
け
る
社
会
の
屋
台
骨
を
支
え
る

有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
」
こ
と

を
目
的
と
し
、
創
立
か
ら
１
４
０

年
の
歳
月
を
経
て
、「
文
系
を
中

心
と
し
た
総
合
大
学
」
と
し
て
、

社
会
・
経
済
の
運
営
を
担
う
実
践

的
な
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　
創
立
時
の
建
学
の
精
神
を
現
代

的
に
捉
え
直
し
、
21
世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
と
し
て
「
社
会
知
性
の
開
発
」

を
掲
げ
て
お
り
、「
地
球
的
視
野

か
ら
の
問
題
を
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
る
国
際
性
」「
問
題
を
見
つ

け
主
体
的
に
解
決
す
る
知
力
」
な

ど
を
身
に
付
け
た
人
材
を
育
成
し
、

社
会
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
４
月
に
は
、
国
際

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
開

設
と
経
済
学
部
の
学
科
再
編
を
行

う
な
ど
、
さ
ら
な
る
進
化
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
度
よ
り
「
専
修
大

学
進
学
サ
ポ
ー
ト
奨
学
生
（
入
試

出
願
前
予
約
採
用
型
給
付
奨
学
生

制
度
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
学
へ
の
入
学
を
希
望

す
る
首
都
圏（
東
京
都
、神
奈
川
県
、

埼
玉
県
、
千
葉
県
）
以
外
の
国
内

の
高
等
学
校
等
出
身
者
を
対
象
に
、

出
願
前
ま
た
は
出
願
中
に
奨
学
金

を
申
請
し
、
採
用
候
補
者
と
な
っ

た
方
に
、
入
学
後
の
奨
学
金
を
事

前
に
約
束
す
る
も
の
で
す
。
申
請

者
の
中
か
ら
採
用
候
補
者
３
０
０

名
を
決
定
し
、
そ
の
後
、
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試
ま
た
は

一
般
選
抜
で
合
格
し
、
本
学
に
入

学
し
た
学
生
に
対
し
、
授
業
料
の

半
額
相
当
額
を
４
年
間
支
給
し
ま

す
。
申
請
は
11
月
と
１
月
の
２
回

と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
ス
カ
ラ
シ
ッ

プ
入
試
奨
学
生
、
新
入
生
特
別
奨

学
生
な
ど
本
学
独
自
の
さ
ま
ざ
ま

な
奨
学
生
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
資
格
支
援
／
さ
ま
ざ
ま
な
受
験

指
導
専
門
学
校
の
講
義
を
受
け
ら

れ
る
学
内
受
講
シ
ス
テ
ム
を
用
意
。

費
用
と
時
間
が
節
約
で
き
る
環
境

を
整
え
て
い
ま
す
。
法
律
総
合
講

座
、
公
務
員
試
験
講
座
、
会
計
士

講
座
、
教
員
採
用
試
験
対
策
講
座

な
ど
、
多
数
開
講
し
て
い
ま
す
。

●
就
職
支
援
／
本
学
の
就
職
サ

ポ
ー
ト
の
特
徴
は
、
事
前
予
約
や

時
間
制
限
を
設
け
な
い
、
就
職
課

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
徹
底
し
た
「
個

別
相
談
」
で
す
。「
面
接
対
策
・

攻
略
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
大
手
企

業
の
採
用
担
当
者
を
招
い
て
の
模

擬
面
接
な
ど
、
実
践
的
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
実
施
。
ま
た
、
学
内
で

は
各
業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
の
採
用
担
当
者
に
よ
る

「
学
内
企
業
説
明
会
」
や
、
卒
業

生
に
よ
る
「
学
内
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
相

談
会
」、
内
定
者
に
よ
る
「
就
職

大
相
談
会
」
な
ど
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

£�金�入�¦�門戸�©大�ª£�生«¬
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創
立
以
来
の
教
育
理
念
「
全
人

教
育
」
の
下
、
幅
広
く
豊
か
な
教

養
を
核
と
し
て
、
深
く
高
度
な
専

門
知
識
の
修
得
を
促
す
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
設
定
。
ま
た
学
生
の
学
修

に
対
す
る
努
力
や
熱
意
を
支
え
る

た
め
の
学
修
制
度
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
そ
の
一
つ
が
各
セ
メ
ス

タ
ー
の
履
修
単
位
数
を
16
単
位
に

制
限
す
る
Ｃ
Ａ
Ｐ
制
で
す
。
こ
れ

は
、
大
学
の
学
修
は
【
授
業
＋
予

習
・
復
習
】
で
成
り
立
つ
と
し
、

授
業
を
中
心
に
必
要
な
学
修
時
間

を
確
保
す
る
た
め
で
す
。
知
識
と

技
術
を
確
実
に
「
身
に
付
け
る
」

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
計
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
修
達
成
度
の
評
価

方
法
と
し
て
「GPA

（Grade 
Point Average

）制
度
」を
採
用
し
、

学
修
の
成
果
を
履
修
単
位
の「
数
」

や
「
量
」
で
は
な
く
「
質
」
で
評
価
。

科
目
の
成
績
を
平
均
値
で
表
し
、

学
生
が
自
ら
の
学
修
の
到
達
度
を

測
れ
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

   

「ELF

（English as a Lingua 
Franca

）
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、〝
英

語
を
母
語
と
し
な
い
人
へ
の
英
語

教
育
〞
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
本
学

が
独
自
に
開
発
・
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー

カ
ー
の
英
語
に
こ
だ
わ
る
の
で
は

な
く
、
真
に
国
際
社
会
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
英
語
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
授
業

を
展
開
。
10
以
上
の
国
籍
、
さ
ま

ざ
ま
な
母
語
を
持
つ
教
員
と
オ
リ

ジ
ナ
ル
教
材
に
よ
り
、
生
き
た
英

語
と
多
様
な
異
文
化
に
触
れ
ら
れ

る
授
業
を
実
践
し「
使
え
る
英
語
」

力
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
専
用
施
設
「ELF Study Hall 

2015

」
で
、
能
力
に
応
じ
て
ク
ラ

ス
を
分
け
、
レ
ベ
ル
ご
と
に
目
標

を
定
め
る
た
め
、
無
理
な
く
学
修

を
進
め
ら
れ
ま
す
。「
先
生
と
話

せ
る
」
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
を
導
入

し
、
授
業
だ
け
で
な
く
学
生
の
学

び
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　「
教
員
養
成
の
玉
川
」
と
し
て

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
実
績
を

生
か
し
、
本
学
独
自
の
教
育
体
制

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、高
い「
人

間
力
」
を
備
え
た
教
育
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
養
成
し
ま
す
。

さ
ら
に
学
部
の
教
員
の
み
な
ら
ず
、

教
員
・
保
育
士
を
め
ざ
す
学
生
に

は
「
教
師
教
育
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
」
が
サ
ポ
ー
ト
。
校
長
・
園

長
の
経
験
が
あ
る
教
員
が
、
教
育

実
習
や
教
員
採
用
試
験
対
策
も
含

め
た
相
談
に
個
別
に
対
応
。
小
論

文
や
模
擬
面
接
な
ど
に
つ
い
て
具

体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
１
年
次
か
ら
教
職
講

座
や
教
員
・
保
育
士
採
用
試
験
対

策
模
擬
試
験
を
開
講
し
、
採
用
試

験
合
格
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、

企
業
就
職
・
公
務
員
を
め
ざ
す
学

生
に
は
「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」

が
サ
ポ
ー
ト
。
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
個
人
面
談
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

����������������

���������人������自�¡¢��

（2019年度時点）

8学部17学科
学部・学科数

教員、保育士等
就職希望者の就職率

87.8％

（※非常勤含む〈2018年5月現在〉）
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（2020年度時点）

2学部6学科
学部・学科数

（2019年度実績）

12か国29大学
海外協定校数

（2018年度実績）

98.5％
就職決定率

大�������

3276
�����大�����
������
�
金��


大学

私立

短大

東京

���小���田������
� ����

����� 
�����������������

���������文����������
  �文�����力��������¡���
��������¢£¤¥��

�������力
	�����身���������
　
学
芸
学
部
で
は
、
英
語
英
文
学

科
、
国
際
関
係
学
科
、
数
学
科
、

情
報
科
学
科
に
加
え
、
２
０
１
９

年
４
月
に
多
文
化
・
国
際
協
力
学

科
を
開
設
。
総
合
政
策
学
部
総
合

政
策
学
科
と
合
わ
せ
て
２
学
部
６

学
科
の
構
成
で
す
。

　
本
学
伝
統
の
英
語
教
育
は
、１
・

２
年
次
に
「
聞
く
・
話
す
・
読
む
・

書
く
」
の
４
技
能
を
集
中
的
に
学

び
、
３
・
４
年
次
は
そ
れ
ら
を
応

用
し
て
総
合
的
に
学
び
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
な
問
題
や
専
門
研
究
に

つ
な
が
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
教
材
を
使
い
、
広
い
視
野

と
確
か
な
英
語
力
を
身
に
つ
け
ま

す
。
ま
た
、
学
科
ご
と
に
独
自
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
興
味
に
応
じ
て
所
属

学
部
・
学
科
以
外
の
科
目
も
履
修

で
き
る
柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

編
成
し
て
お
り
、
学
び
の
幅
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
本
学
の

特
長
の
一
つ
で
す
。

　
就
職
率
と
就
職
満
足
度
の
高
さ

も
本
学
の
特
色
で
す
。
２
０
１
８

年
度
卒
業
生
の
就
職
決
定
率
は

98
・
５
％
を
達
成
（※

就
職
決
定

者
数
÷
就
職
希
望
者
数
）。
講
義

や
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
培
う
「
自

分
で
考
え
、
行
動
す
る
」
力
が
、

就
職
活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
学
生
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
描
き
、
全
力

で
就
職
活
動
に
取
り
組
む
結
果
、

就
職
を
希
望
す
る
学
生
の
91
％
が

第
一
志
望
も
し
く
は
第
二
志
望
の

企
業
か
ら
内
定
を
獲
得
し
、
就
職

先
へ
の
満
足
度
は
非
常
に
高
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
卒
業
生
は
一
般
企
業
か
ら
教
員
、

公
務
員
と
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。
大
学
で
学
ん
だ
知
識

や
ス
キ
ル
を
社
会
に
還
元
し
た
い

と
考
え
る
学
生
が
多
く
、
総
合
職

や
専
門
職
（
記
者
、
秘
書
、Ｓ
Ｅ
、

翻
訳
等
）
に
就
く
学
生
が
95
％
と

高
い
の
も
特
長
で
す
。

　
海
外
で
学
び
た
い
と
い
う
学
生

が
多
い
こ
と
か
ら
、
多
彩
な
留
学

制
度
と
語
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

整
備
。
学
内
に
国
際
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
留
学
や
語
学
研
修
に
関

す
る
情
報
提
供
な
ど
、
学
生
一
人

ひ
と
り
に
合
っ
た
き
め
細
か
い
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

●
協
定
校
留
学
／
ア
メ
リ
カ
、
カ

ナ
ダ
、イ
ギ
リ
ス
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
12
か
国
29
大
学
と

協
定
を
結
び
、
毎
年
学
生
を
派
遣

し
、
協
定
校
か
ら
も
留
学
生
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。

●
認
定
留
学
制
度
／
あ
ら
ゆ
る
国

の
大
学
の
中
か
ら
、
自
分
の
目
的

に
合
っ
た
留
学
先
を
選
択
で
き
る

制
度
。
留
学
先
で
修
得
し
た
単
位

を
30
単
位
ま
で
本
学
の
卒
業
単
位

と
し
て
申
請
で
き
ま
す
。

●
語
学
研
修
／
長
期
休
暇
を
利
用

し
て
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ

リ
ス
の
大
学
で
語
学
研
修
を
行
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
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保護者向け説明会

（2020年度）

19学部75学科・専攻・課程
学部・学科数

（2018年度実績）

500社以上
学内合同企業説明会

（2019年11月時点）

20か国・地域44機関
留学先

約43％
奨学金制度利用者の割合

（2018年5月1日の在籍者数で計算）

大 �����

3278
��	��大 ����
��������
��金���

大学

私立

北海道

東京
神奈川

静岡

熊本
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就
職
支
援
活
動
の
核
と
な
る

キ
ャ
リ
ア
就
職
セ
ン
タ
ー
で
は
、

就
職
活
動
の
情
報
源
の
ほ
か
、
資

格
取
得
や
将
来
の
仕
事
に
役
立
つ

就
職
支
援
実
学
講
座
も
豊
富
に
実

施
。
ま
た
、
教
員
と
セ
ン
タ
ー
職

員
で
組
織
さ
れ
た「
就
職
委
員
会
」

で
は
、
教
員
自
ら
が
学
生
の
多
様

な
就
職
支
援
に
関
わ
り
、
き
め
細

か
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
年
次
３
月
か
ら
４
年
次
10
月

に
か
け
て
学
内
合
同
採
用
説
明
会

を
開
催
。
学
内
で
の
人
気
企
業
に

よ
る
単
独
会
社
説
明
会
で
は
、
採

用
担
当
者
や
卒
業
生
か
ら
直
接
話

を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
担
当
者
を

招
い
て「
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
相
談
会
」

も
実
施
。
そ
の
ほ
か
、
全
国
39
万

人
を
超
え
る
会
員
で
組
織
す
る

「
東
海
大
学
同
窓
会
」
が
同
窓
生

経
営
者
と
学
生
と
の
懇
談
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
大
学
の
総
力
を
挙

げ
て
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
学
所
有
の
海
洋
調
査
研
修
船

「
望
星
丸
」
を
利
用
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
学
部
の
学
生
た
ち
が
、
約
１

か
月
半
を
か
け
共
に
航
海
し
諸
外

国
を
巡
る
「
海
外
研
修
航
海
」
の

参
加
人
数
は
、
こ
れ
ま
で
に
累
計

３
９
３
０
人
に
上
り
ま
す
。

ハ
ワ
イ
大
学
と
の
提
携
に
よ
り
、

同
大
学
の
隣
接
地
に
ハ
ワ
イ
東
海

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
レ
ッ
ジ

を
移
設
。
８
か
月
学
び
、
所
定
単

位
を
修
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア

メ
リ
カ
の
短
期
大
学
の
学
位
も
取

得
す
る
、
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
留
学
の
機
会
を
よ
り

身
近
に
す
る
た
め
に
、ア
メ
リ
カ
・

ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
オ
セ
ア

ニ
ア
な
ど
、
世
界
各
地
の
大
学
と

提
携
し
、
留
学
制
度
を
充
実
さ
せ

て
い
ま
す
。
海
外
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
研
修
先
に
つ
い
て
も

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
中
心
に
各
業

界
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
学
ぶ
意
欲
の
あ
る

学
生
を
経
済
的
に
支
援
す
る
た
め
、

多
種
多
様
な
奨
学
金
を
設
け
て
い

ま
す
。学
生
自
ら
が
出
願
す
る「
公

募
制
」、
返
還
不
要
の
「
給
付
型
」

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

●
学
修
サ
ポ
ー
ト
給
付
型
奨
学
金

／
高
校
在
学
中
に
出
願
し
、
内
定

を
受
け
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

利
用
選
抜
（
前
期
）
に
合
格
し
た

成
績
優
秀
者
に
、
４
年
間
で
計
１

６
０
万
円
を
給
付
。

●
ワ
ー
ク
ス
タ
デ
ィ
奨
学
金
／
学

内
で
勤
労
業
務
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
月
額
２
万
５
０
０
０
円
（
年

額
30
万
円
）
を
給
付
。

そ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
動
す
る
学
生
に
対
し
て
給
付

す
る
「
松
前
重
義
記
念
基
金
」、

協
定
校
へ
留
学
す
る
優
秀
な
学
生

に
対
す
る
「
国
際
交
流
奨
学
金
」、

天
災
な
ど
で
修
学
が
困
難
に
な
っ

た
場
合
の
「
東
海
大
学
後
援
会
奨

学
金
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

英
語
・
中
国
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・

ド
イ
ツ
語
・
コ
リ
ア
語
・
ロ
シ
ア

語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
日
本
語
な
ど
、

多
様
な
言
語
を
学
ぶ
こ
と
が
可
能
。

ど
の
言
語
も
入
門
か
ら
初
級
、
中

級
、
上
級
と
段
階
別
に
コ
ー
ス
を

開
講
し
、
基
礎
か
ら
学
び
た
い
人

に
も
、
実
力
を
高
め
た
い
経
験
者

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
特
に
英

語
に
つ
い
て
は
気
軽
に
学
習
相
談

が
で
き
る
「
Ｌ
‐
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
」
や

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
ス

コ
ア
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
講
座
、
最

新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ

学
習
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
豊
富
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
や
留
学
生
と
の
交
流
を

深
め
る
国
際
フ
ェ
ア
な
ど
、
実
践

の
機
会
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
も
盛
ん
。

イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

繰
り
返
し
、
使
え
る
外
国
語
力
を

磨
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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本
学
は
19
学
部
75
学
科
・
専
攻
・

課
程
に
お
い
て
、人
文
・
社
会
学
か

ら
理
工
学
、
航
空
操
縦
学
、
医
学
、

海
洋
学
、
農
学
に
至
る
幅
広
い
分

野
で
教
育
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
領
域
は
海
底
か
ら
宇
宙

に
ま
で
及
び
、
現
代
文
明
の
諸
問

題
に
多
様
な
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
う

し
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
は
、「
人

と
社
会
と
自
然
が
共
生
で
き
る
新

し
い
文
明
社
会
の
実
現
を
め
ざ

す
」
本
学
の
使
命
感
の
表
れ
で
す
。

多
様
で
複
雑
な
現
代
社
会
は
、

文
系
・
理
系
の
ど
ち
ら
か
の
視
点

だ
け
で
は
捉
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。本
学
で
は
、建
学
当
初
よ
り

文
理
融
合
の
教
育
理
念
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
、文
系
・
理
系
の
枠
に

と
ら
わ
れ
な
い
、
統
合
的
な
思
考

力
と
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
洞
察

力
、
多
様
な
価
値
観
の
受
容
、
そ

し
て
優
れ
た
創
造
力
と
豊
か
な
人

間
性
の
育
成
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
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保護者向け説明会

（2020年度）

19学部75学科・専攻・課程
学部・学科数

（2018年度実績）

500社以上
学内合同企業説明会

（2019年11月時点）

20か国・地域44機関
留学先

約43％
奨学金制度利用者の割合

（2018年5月1日の在籍者数で計算）

大 �����

3278
��	��大 ����
��������
��金���

大学

私立

北海道

東京
神奈川

静岡

熊本

������������¡¢£¤¡ ¥�¦§¥¨�
©�ª«�¬®�¯°
±� 生�³´µ¶
·¶�言¹º»«�¼½¾

就
職
支
援
活
動
の
核
と
な
る

キ
ャ
リ
ア
就
職
セ
ン
タ
ー
で
は
、

就
職
活
動
の
情
報
源
の
ほ
か
、
資

格
取
得
や
将
来
の
仕
事
に
役
立
つ

就
職
支
援
実
学
講
座
も
豊
富
に
実

施
。
ま
た
、
教
員
と
セ
ン
タ
ー
職

員
で
組
織
さ
れ
た「
就
職
委
員
会
」

で
は
、
教
員
自
ら
が
学
生
の
多
様

な
就
職
支
援
に
関
わ
り
、
き
め
細

か
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
年
次
３
月
か
ら
４
年
次
10
月

に
か
け
て
学
内
合
同
採
用
説
明
会

を
開
催
。
学
内
で
の
人
気
企
業
に

よ
る
単
独
会
社
説
明
会
で
は
、
採

用
担
当
者
や
卒
業
生
か
ら
直
接
話

を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
担
当
者
を

招
い
て「
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
相
談
会
」

も
実
施
。
そ
の
ほ
か
、
全
国
39
万

人
を
超
え
る
会
員
で
組
織
す
る

「
東
海
大
学
同
窓
会
」
が
同
窓
生

経
営
者
と
学
生
と
の
懇
談
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
大
学
の
総
力
を
挙

げ
て
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
学
所
有
の
海
洋
調
査
研
修
船

「
望
星
丸
」
を
利
用
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
学
部
の
学
生
た
ち
が
、
約
１

か
月
半
を
か
け
共
に
航
海
し
諸
外

国
を
巡
る
「
海
外
研
修
航
海
」
の

参
加
人
数
は
、
こ
れ
ま
で
に
累
計

３
９
３
０
人
に
上
り
ま
す
。

ハ
ワ
イ
大
学
と
の
提
携
に
よ
り
、

同
大
学
の
隣
接
地
に
ハ
ワ
イ
東
海

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
レ
ッ
ジ

を
移
設
。
８
か
月
学
び
、
所
定
単

位
を
修
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア

メ
リ
カ
の
短
期
大
学
の
学
位
も
取

得
す
る
、
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
留
学
の
機
会
を
よ
り

身
近
に
す
る
た
め
に
、ア
メ
リ
カ
・

ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
オ
セ
ア

ニ
ア
な
ど
、
世
界
各
地
の
大
学
と

提
携
し
、
留
学
制
度
を
充
実
さ
せ

て
い
ま
す
。
海
外
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
研
修
先
に
つ
い
て
も

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
中
心
に
各
業

界
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
学
ぶ
意
欲
の
あ
る

学
生
を
経
済
的
に
支
援
す
る
た
め
、

多
種
多
様
な
奨
学
金
を
設
け
て
い

ま
す
。学
生
自
ら
が
出
願
す
る「
公

募
制
」、
返
還
不
要
の
「
給
付
型
」

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

●
学
修
サ
ポ
ー
ト
給
付
型
奨
学
金

／
高
校
在
学
中
に
出
願
し
、
内
定

を
受
け
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

利
用
選
抜
（
前
期
）
に
合
格
し
た

成
績
優
秀
者
に
、
４
年
間
で
計
１

６
０
万
円
を
給
付
。

●
ワ
ー
ク
ス
タ
デ
ィ
奨
学
金
／
学

内
で
勤
労
業
務
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
月
額
２
万
５
０
０
０
円
（
年

額
30
万
円
）
を
給
付
。

そ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
動
す
る
学
生
に
対
し
て
給
付

す
る
「
松
前
重
義
記
念
基
金
」、

協
定
校
へ
留
学
す
る
優
秀
な
学
生

に
対
す
る
「
国
際
交
流
奨
学
金
」、

天
災
な
ど
で
修
学
が
困
難
に
な
っ

た
場
合
の
「
東
海
大
学
後
援
会
奨

学
金
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

英
語
・
中
国
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・

ド
イ
ツ
語
・
コ
リ
ア
語
・
ロ
シ
ア

語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
日
本
語
な
ど
、

多
様
な
言
語
を
学
ぶ
こ
と
が
可
能
。

ど
の
言
語
も
入
門
か
ら
初
級
、
中

級
、
上
級
と
段
階
別
に
コ
ー
ス
を

開
講
し
、
基
礎
か
ら
学
び
た
い
人

に
も
、
実
力
を
高
め
た
い
経
験
者

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
特
に
英

語
に
つ
い
て
は
気
軽
に
学
習
相
談

が
で
き
る
「
Ｌ
‐
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
」
や

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
ス

コ
ア
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
講
座
、
最

新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ

学
習
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
豊
富
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
や
留
学
生
と
の
交
流
を

深
め
る
国
際
フ
ェ
ア
な
ど
、
実
践

の
機
会
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
も
盛
ん
。

イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

繰
り
返
し
、
使
え
る
外
国
語
力
を

磨
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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本
学
は
19
学
部
75
学
科
・
専
攻
・

課
程
に
お
い
て
、人
文
・
社
会
学
か

ら
理
工
学
、
航
空
操
縦
学
、
医
学
、

海
洋
学
、
農
学
に
至
る
幅
広
い
分

野
で
教
育
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
領
域
は
海
底
か
ら
宇
宙

に
ま
で
及
び
、
現
代
文
明
の
諸
問

題
に
多
様
な
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
う

し
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
は
、「
人

と
社
会
と
自
然
が
共
生
で
き
る
新

し
い
文
明
社
会
の
実
現
を
め
ざ

す
」
本
学
の
使
命
感
の
表
れ
で
す
。

多
様
で
複
雑
な
現
代
社
会
は
、

文
系
・
理
系
の
ど
ち
ら
か
の
視
点

だ
け
で
は
捉
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。本
学
で
は
、建
学
当
初
よ
り

文
理
融
合
の
教
育
理
念
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
、文
系
・
理
系
の
枠
に

と
ら
わ
れ
な
い
、
統
合
的
な
思
考

力
と
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
洞
察

力
、
多
様
な
価
値
観
の
受
容
、
そ

し
て
優
れ
た
創
造
力
と
豊
か
な
人

間
性
の
育
成
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
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（2020年度時点）

139年
開学年数

（2019年「第33回」試験）

98.9％
管理栄養士国家試験合格率

（2019年卒業生　※就職者数÷就職希望者数）

98.5％
就職率

�����大�����
��������
��金���

大���
	�

3281
6272

大�

�大

大学

私立

短大

東京
埼玉

��������������� ���
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創
立
か
ら
１
３
９
年
、
女
性
が

経
済
的
に
、
精
神
的
に
自
立
す
る

た
め
の
専
門
教
育
を
実
践
し
て
き

ま
し
た
。
11
万
人
を
超
え
る
卒
業

生
の
多
く
が
教
員
、
保
育
士
、
栄

養
士
な
ど
の
専
門
職
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
授
業
で
は
１
・
２
年
次

よ
り
少
人
数
制
の
演
習
や
実
験
・

実
習
を
多
く
採
用
し
、
学
生
が
専

門
職
に
就
く
た
め
の
実
力
を
身
に

付
け
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
授
業
外
で
は
、
地
域
と
大
学
を

結
ぶ
窓
口
と
し
て
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー
（
通
称
：

ヒ
ュ
ー
リ
ッ
プ
）」
を
設
置
し
、

学
生
た
ち
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
実
践
的
に
学
べ
る
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
が
子
育
て
広
場
「
森

の
サ
ロ
ン
」
で
の
活
動
で
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
お
母
さ
ん

方
と
交
流
し
た
り
、
親
子
の
触
れ

合
い
を
間
近
で
見
ら
れ
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
卒
業
生
の
多
く
が
、

取
得
し
た
資
格
・
免
許
状
や
大
学

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
る
職
業

に
就
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
国
家
試
験
で
は
、
管
理
栄
養
士

や
社
会
福
祉
士
な
ど
全
国
平
均
合

格
率
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
合
格
率

は
98
・
９
％
（
２
０
１
９
年
実
績
）

と
高
く
、
毎
年
９
割
以
上
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
管
理
栄
養
士
専
攻

で
は
、
卒
業
と
同
時
に
「
管
理
栄

養
士
国
家
試
験
」
の
受
験
資
格
を

得
ら
れ
、
希
望
者
全
員
が
受
験
可

能
。
講
習
や
模
試
な
ど
合
格
ま
で

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
も
充
実
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
・
子
ど
も
支
援
学

科
の
卒
業
生
の
多
く
は
保
育
士
・

幼
稚
園
教
諭
と
し
て
就
職
し
て
い

ま
す
。
保
育
士
と
し
て
就
職
し
た

卒
業
生
の
う
ち
、
38
％
は
公
立
保

育
所
に
決
定
し
て
い
ま
す
（
２
０

１
９
年
３
月
卒
業
生
実
績
）。

　
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で
は
、
年
間

を
通
し
て
多
く
の
セ
ミ
ナ
ー
や
講

座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。「
社
会

人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
」
や
「
業
界

研
究
」
な
ど
、
年
間
１
４
０
回
を

超
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
お

り
、
学
生
自
身
が
就
職
活
動
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
資
格
や
免

許
状
を
生
か
し
た
就
職
を
め
ざ
す

学
生
が
多
い
た
め
、
専
門
職
へ
の

就
職
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
小
学
校
校
長
や
管
理
栄

養
士
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
歴
を

持
つ
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
学

生
の
進
路
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

学
生
一
人
ひ
と
り
が
希
望
の
進
路

を
実
現
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
が
整
っ
て
お
り
、
希
望
の
仕
事

に
就
く
ま
で
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

こ
う
し
た
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
本

学
は
高
い
就
職
率
を
誇
っ
て
い
ま

す
。

«©��生自身¯°±²��³�´用¶·¸�¹º£»¼
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本
学
は
、
１
９
２
３
年
の
建
学

以
来
、Ｋ
Ｖ
Ａ
精
神
「
知
識
（
Ｋ

ｎ
ｏ
ｗ
ｌ
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
）」「
徳
性（
Ｖ

ｉ
ｒ
ｔ
ｕ
ｅ
）」「
技
術（
Ａ
ｒ
ｔ
）」

を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

に
注
力
し
て
い
ま
す
。
現
代
は
、

Ａ
Ｉ
化
に
よ
っ
て
よ
り
高
度
化
し

て
い
く
社
会
と
い
え
ま
す
が
、
知

識
と
技
術
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、

徳
性
を
養
う
こ
と
が
、
社
会
を
支

え
る
人
間
育
成
の
中
で
最
も
大
切

な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
よ
り
、
新
入
生
全
員
を

対
象
に「
思
考
力
」や「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」
を
測
定
す
る
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
学
力

成
績
だ
け
で
は
な
く
、
数
値
化
が

難
し
い
学
生
一
人
ひ
と
り
の
特
性

を
可
視
化
し
、
指
導
す
る
こ
と
で
、

学
生
が
安
心
し
て
大
学
生
活
を
送

り
、
自
信
を
も
っ
て
社
会
に
出
ら

れ
る
よ
う
、
き
め
細
か
な
指
導
を

し
て
い
ま
す
。

　
自
分
が
学
ん
だ
専
門
性
を
生
か

し
て
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
た

め
に
、
数
々
の
支
援
講
座
を
実
施

す
る
な
ど
、
万
全
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
を
整
え
て
い
る
本
学
。
資

格
取
得
に
つ
い
て
も
充
実
し
た
体

制
で
臨
ん
で
い
ま
す
。

　
管
理
栄
養
士
養
成
施
設
と
し
て

50
年
以
上
の
実
績
を
持
つ
「
人
間

栄
養
学
科
」
に
加
え
、
町
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の「
食
物
学
科
」で
は
、「
栄

養
士
」
の
資
格
の
他
に
、
教
育
や

フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
で
の
活
躍

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
高
齢

化
社
会
に
お
い
て
健
康
年
齢
に
つ

い
て
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

中
、
こ
れ
ら
の
資
格
は
将
来
、
よ

り
求
め
ら
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い

く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
に

も
、教
職
や
保
育
士
、幼
稚
園
教
諭
、

建
築
士
な
ど
各
学
科
で
さ
ま
ざ
ま

な
資
格
取
得
が
可
能
で
す
。
こ
れ

ら
の
資
格
は
今
後
の
進
路
で
大
き

な
助
け
と
な
る
は
ず
で
す
。

●
家
政
学
の
可
能
性
／
私
た
ち
の

身
近
に
あ
る
も
の
す
べ
て
が
研
究

対
象
で
あ
る
家
政
学
は
、
家
庭
か

ら
地
域
、
社
会
へ
と
応
用
範
囲
を

広
げ
る
こ
と
で
世
界
を
動
か
す
可

能
性
を
持
っ
た
学
問
で
も
あ
り
ま

す
。
学
生
た
ち
は
家
政
学
を
基
に

さ
ま
ざ
ま
な
職
業
人
と
し
て
の
知

識
や
技
術
も
身
に
付
け
、
毎
年
、

多
様
な
就
職
先
へ
巣
立
ち
ま
す
。

●
2
0
1
９
年
3
月
卒
業
生
主
な

就
職
先
／
【
金
融
】
大
東
銀
行
、

第
一
生
命
保
険
、
朝
日
生
命
保
険

【
製
造
】
ゴ
デ
ィ
バ
ジ
ャ
パ
ン
、

ク
リ
ナ
ッ
プ
、
ヤ
マ
シ
ョ
ウ
フ
ー

ズ
【
建
築
】
積
水
ハ
ウ
ス
、
大
和

ハ
ウ
ス
工
業
、池
下
設
計
【
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
】
資
生
堂
ジ
ャ
パ
ン
、

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ア
ロ
ー
ズ
、
新
宿

高
野
、Ａ
Ｂ
Ｃ 

Ｃ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ 

【
教
育
・
福
祉
】

各
病
院
、
各
教
育
委
員
会
、
各
幼

稚
園
【
外
食
・
給
食
受
託
】Ｌ
Ｅ

Ｏ
Ｃ
、
エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
　
ほ
か

�� ����士���士���士������¡¢£

¤¥ 高§¤¥¨©ª«¬®¯

（2019年5月1日実績　在学生数÷専任教員数）

教員一人当たりの学生数

19人

（2019年3月卒業生　就職決定者÷就職希望者）

98.5％
就職率
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（2020年時点）

120年
開学年数

（2019年11月時点）

149ゼミ
ゼミ（演習）数
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ゼ
ミ
（
演
習
）
と
は
、
少
人
数

の
ク
ラ
ス
で
指
導
教
員
や
仲
間
と

共
に
研
究
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
て

い
く
大
学
な
ら
で
は
の
授
業
で
す
。

活
発
な
議
論
や
発
表
を
通
し
て
、

自
ら
が
考
え
学
び
続
け
る
力
を
養

い
ま
す
。

●
東
経
大
の
ゼ
ミ
の
ポ
イ
ン
ト

①
全
学
年
で
ゼ
ミ
を
開
講
。
１
年

次
に
は
入
門
ゼ
ミ
が
あ
り
ま
す

②
専
門
ゼ
ミ
は
全
学
部
に
あ
り
、

２
年
次
か
ら
所
属
で
き
ま
す

③
総
合
教
育
系（
教
養
系
）ゼ
ミ
は
、

全
学
部
の
学
生
が
所
属
可
能

④
ゼ
ミ
は
原
則
、
定
員
制
と
す
る

た
め
、
少
人
数
で
学
べ
ま
す

⑤
多
く
の
ゼ
ミ
で
、
個
人
研
究
と

グ
ル
ー
プ
研
究
の
両
方
を
実
施

⑥
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
研
究
方
法
は
多
彩

⑦
地
域
活
動
へ
の
参
加
、
他
大
学

と
の
共
同
研
究
で
学
外
に
も
展
開

⑧
海
外
ゼ
ミ
研
修
を
活
発
に
実
施

す
る
ゼ
ミ
も
あ
り
ま
す

●
奨
学
金
制
度
／
学
業
成
績
が
優

秀
で
家
計
困
難
な
学
生
を
対
象
に
、

本
学
独
自
の
奨
学
金（
返
済
不
要
）

を
設
け
て
い
ま
す
。「
東
京
経
済

大
学
奨
学
金
」
は
月
額
３
万
円
、

「
東
京
経
済
大
学
葵
友
会
大
学
奨

学
金
」
は
月
額
３
万
５
０
０
０
円
、

「
安
城
記
念
奨
学
金
」
は
公
認
会

計
士
な
ど
の
資
格
取
得
を
め
ざ
す

学
生
を
対
象
に
、
最
高
50
万
円
を

給
付
。
１
２
０
周
年
を
記
念
し
た

留
学
支
援
奨
学
金
も
あ
り
ま
す
。

●
特
待
生
制
度
／
一
般
選
抜
・
共

通
テ
ス
ト
利
用
選
抜
成
績
上
位
者

は
、１
年
次
の
授
業
料
が
免
除（
最

長
４
年
間
継
続
可
能
）
さ
れ
る
ほ

か
、
キ
ャ
リ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
講
座

を
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。

●
Ｔ
Ｋ
Ｕ
進
一
層
賞
／
建
学
理
念

で
あ
る
「
進
一
層
」
の
下
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
人
を
応
援
す
る
制
度

で
す
。
資
格
や
課
外
活
動
な
ど
、

４
つ
の
部
門
で
優
れ
た
実
績
を
上

げ
た
学
生
を
表
彰
・
支
援
し
ま
す
。

　
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
学
生
一

人
ひ
と
り
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
、

就
職
活
動
を
１
〜
４
年
次
ま
で
き

め
細
か
く
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
就
職
支
援
行
事
と
個
別
支
援

　
就
職
活
動
が
本
格
化
す
る
３
年

次
以
降
は
、
業
界
・
企
業
研
究
や

筆
記
試
験
対
策
講
座
、
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
講
座
、
面
接
対
策
講

座
な
ど
年
間
約
８
０
０
回
の
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
や
講
座
で
学
生
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
に
つ
い
て
の
漠
然

と
し
た
悩
み
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
の
添
削
、
面
接
練
習
な
ど
に
は

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
対
応
。
年
間
約

１
万
件
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
卒
業
生
組
織
に
よ
る
支
援

　
法
曹
・
金
融
・
流
通
・
マ
ス
コ

ミ
な
ど
、
業
界
別
に
卒
業
生
組
織

が
あ
り
、
交
流
会
や
講
演
会
、
個

別
相
談
な
ど
、
現
場
の
視
点
で
就

職
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
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本
学
の
学
び
は
「
実
学
主
義
」。

専
門
性
だ
け
で
は
な
く
、
教
養
教

育
専
属
の
「
教
養
学
環
」
に
よ
る

教
育
で
、
国
際
的
な
教
養
や
豊
か

な
人
間
性
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
変
化
す
る
社
会
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
適
応
力
を
備
え

た
、
先
端
分
野
で
活
躍
し
続
け
る

人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
世
界
の
先
端
を
走
る
研

究
も
推
進
。
航
空
機
な
ど
に
活
用

さ
れ
る
革
新
的
な
工
業
材
料
や
、

循
環
型
の
生
物
資
源
を
用
い
た
新

規
「
細
胞
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
」
の

開
発
に
着
手
。
ま
た
、
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
研
究
会
で
は
全
学
部
に

お
い
て
Ａ
Ｉ
を
テ
ー
マ
に
先
進
的

な
研
究
を
展
開
。
工
学
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

分
野
は
も
ち
ろ
ん
、
メ
デ
ィ
ア
や

デ
ザ
イ
ン
、
医
療
、
応
用
生
物
の

フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
も
Ａ
Ｉ
を

追
究
。
成
果
は
学
生
の
教
育
な
ど

に
還
元
さ
れ
ま
す
。

　
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
土
台

と
な
る
社
会
人
基
礎
力
と
就
業
力

を
確
実
に
成
長
さ
せ
る
た
め
、
実

践
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
サ
ポ
ー
ト

を
実
施
。「
社
会
人
基
礎
力
の
育

成
」「
社
会
と
連
携
し
た
就
業
力

の
育
成
」「
実
践
的
な
就
職
活
動

ス
キ
ル
の
獲
得
」
の
３
つ
の
ス

テ
ッ
プ
を
礎
に
、
就
職
・
進
学
に

向
け
、
体
系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
多
面
的
な
支
援
体
制
を
整
備
。

　
卒
業
生
の
主
な
就
職
先
は
、

ヤ
フ
ー
、
カ
プ
コ
ン
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、

ヤ
マ
ハ
発
動
機
、
ス
ズ
キ
、
日
本

原
子
力
開
発
機
構
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
医
療
保
健
学
部
で

は
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
臨
床
工
学
技
士
、
臨

床
検
査
技
師
な
ど
の
国
家
資
格
を

は
じ
め
と
す
る
資
格
の
取
得
も
サ

ポ
ー
ト
。
卒
業
生
は
大
学
附
属
病

院
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
機
関

に
就
職
し
て
い
ま
す
（
２
０
１
９

年
度
卒
業
生
実
績
）。

　
本
学
に
は
一
般
的
な
奨
学
金
制

度
の
ほ
か
に
独
自
の
奨
学
金
制
度

が
あ
り
、
日
本
さ
ら
に
は
世
界
の

未
来
を
創
る
夢
を
持
つ
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
０

年
度
入
試
で
は
、
全
学
部
学
科
で

「
奨
学
生
入
試
」を
実
施
し
ま
し
た
。

合
格
し
た
学
生
、
全
学
部
合
わ
せ

て
１
０
３
名
に
は
、
年
額
１
３
０

万
円
を
最
長
で
４
年
間
支
給
。
当

制
度
は
給
付
型
で
あ
り
、
返
還
の

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
奨
学
生
入

試
は
統
一
入
試
と
し
て
実
施
し
、

２
学
部
・
学
科
・
専
攻
を
併
願
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
併
願
の
場

合
も
追
加
の
入
学
検
定
料
は
不
要

で
す
（
す
べ
て
２
０
２
０
年
度
入

試
実
績
）。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
学
生
の
努
力

や
創
意
工
夫
・
大
学
へ
の
貢
献
を

評
価
す
る
「
表
彰
制
度
」
も
あ
り
、

受
賞
し
た
学
生
に
は
、
授
業
料
の

一
部
を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

°±�²�³´µ°±¶· ¹̧º»¼�½¾¿¤¨©�

À�金� �À�生入Ã£ ¤ÄÅ�Æ«�生��Ç

在学生の男女比

（2019年度実績）

65.9％ ： 34.1％

年額130万円を最長4年間支給

奨学生入試

（2020年度入試実績）
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102年

2019年3月卒業生実績　※就職者数÷就職希望者数

（2019年度実績）

（2020年度時点）

99.4%
就職率
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大学

私立

東京
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本
学
の
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教

育
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、「
少

人
数
教
育
」「
英
語
教
育
」「
学
習

環
境
」
が
あ
り
ま
す
。
授
業
は
少

人
数
で
行
わ
れ
、
討
論
や
研
究
発

表
を
行
う
演
習
形
式
の
授
業
を
通

し
て
、
異
な
る
意
見
と
向
き
合
い
、

協
働
し
て
問
題
解
決
に
あ
た
る
な

ど
、
自
ら
学
び
考
え
る
力
を
養
い

ま
す
。
英
語
教
育
で
は
、
習
熟
度

別
ク
ラ
ス
編
成
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス

ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
授
業
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
英
語
自
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
、
独
自
の
取
り
組
み

で
実
践
的
な
英
語
力
を
高
め
ま
す
。

ま
た
、
社
会
人
に
求
め
ら
れ
る
基

礎
力
を
高
め
る
リ
ベ
ラ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
科
目
と
し
て
「
挑
戦
す

る
知
性
科
目
」
を
開
講
。
海
外
の

諸
機
関
で
国
際
的
・
現
代
的
諸
問

題
に
つ
い
て
英
語
で
学
ぶ
科
目
、

企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
て
実
社

会
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
科
目

な
ど
を
学
習
し
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
度
は
、「
有
名
企
業

４
０
０
社
へ
の
実
就
職
率
が
高
い

大
学
」（
東
洋
経
済
オ
ン
ラ
イ
ン
調

べ
）で
本
学
は
全
国
の
女
子
大
学

で
第
１
位
と
な
り
ま
し
た
。２
０

１
９
年
度
の
就
職
率
は
、99
・
４
％

と
な
り
ま
す
。
就
職
率
が
過
去
15

年
間
95
％
を
下
回
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
学
生
た
ち
の
努
力
と

き
め
細
か
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
よ

り
、
本
学
の
就
職
率
は
常
に
高
い

水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ

リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
間
１

５
０
日
を
超
え
る
各
種
行
事
の
実

施
、
セ
ン
タ
ー
職
員
が
担
当
を
も

ち
学
生
一
人
ひ
と
り
を
支
援
す
る

体
制
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
予
約
制
で
個
別
相
談
を
受
け
ら

れ
る
体
制
、Ｖ
Ｒ
動
画
で
採
用
面

接
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
体
験
で
き
る
環
境
な
ど
、
学

生
が
自
信
を
も
っ
て
社
会
に
巣
立

て
る
よ
う
な
就
職
支
援
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
本
学
へ
の
進
学
を
後
押
し
す
る

た
め
、入
学
金
相
当
額
（
20
万
円
）

を
約
50
名
に
入
学
後
に
支
給
す
る

「
東
京
女
子
大
学
予
約
型
給
付
奨

学
金
」
を
２
０
２
０
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
そ
の
他
、
学
業
優
秀
で

経
済
的
支
援
を
必
要
と
す
る
学
生

を
対
象
と
し
た
「
東
京
女
子
大
学

給
付
奨
学
金
」、「
安
井
て
つ
給
付

奨
学
金
」や「
同
窓
会
奨
学
金（
貸

与
）」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
挑
戦
す
る
知
性
」
奨
学
金
は
、

知
の
か
け
は
し
入
学
試
験
合
格
者

を
対
象
と
し
、
採
用
者
に
は
学
納

金
相
当
額
お
よ
び
桜
寮
入
寮
者
に

は
寮
経
費
相
当
額
を
４
年
間
に
わ

た
り
支
給
し
ま
す
。
ま
た
、
留
学

す
る
学
生
を
対
象
に
支
給
さ
れ
る

「
東
京
女
子
大
学
国
際
交
流
奨
学

金
」、
さ
ら
に
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
大
学
に
留
学
す
る
学
生
に
は
、

新
渡
戸
稲
造
国
際
奨
学
金
（
留
学

先
の
授
業
料
・
渡
航
費
等
の
一
部

上
限
６
０
０
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

��� ��足��高���� ����
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（2019年度実績）

5学部20学科・学系

学部・学科・学系数

 卒業時の進路決定率

99.1％

（2019年3月卒業生実績
※就職者数÷就職希望者数）
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大学

私立
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北海道
東北
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本
学
は
、
学
問
と
し
て
の
技
術

を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
技
術
を
通

し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の

育
成
を
め
ざ
す
「
実
学
尊
重
」
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
他
大
学
に
先
駆
け
、
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
の
創
意
工
夫
の
力

を
育
て
る
、
も
の
づ
く
り
体
験
授

業
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
導
入
、

学
生
の
創
意
工
夫
を
育
み
ま
す
。

1
年
次
か
ら
、実
験
、実
習
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
多
く
取
り
入

れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
し
、

理
論
の
学
習
と
と
も
に
、
学
び
を

体
験
と
し
て
実
感
で
き
ま
す
。
本

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
２
か
所
。
東

京
千
住
キ
ャ
ン
パ
ス
は「
北
千
住
」

駅
徒
歩
１
分
に
あ
る
都
市
型
キ
ャ

ン
パ
ス
。
埼
玉
鳩
山
キ
ャ
ン
パ
ス

は
比
企
郡
自
然
公
園
に
あ
る
約
10

万
坪
の
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
。
入

学
し
た
学
部
で
キ
ャ
ン
パ
ス
は
決

ま
り
、
学
年
進
行
に
よ
る
移
動
の

わ
ず
ら
わ
し
さ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
学
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
奨
学
金

制
度
を
設
定
し
、
約
３
人
に
１
人

が
奨
学
金
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

●
新
入
生
給
付
奨
学
金
「
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
た
ま
ご
奨
学
金
プ
ラ
ス
」

／
一
般
入
学
試
験
（
前
期
）
に
お

い
て
成
績
優
秀
で
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
技
術
者
を
め
ざ
す
新
入
生

に
対
し
経
済
支
援
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
、
給
付
さ
れ
ま
す
。

給
付
額
：
１
５
０
万
円
（
約
１
年

分
の
学
費
相
当
額
）。一
般
入
試（
前

期
）受
験
３
教
科
合
計
得
点
率
75
％

以
上（
２
２
５
点
以
上
／
３
０
０

点
）
２
０
２
０
年
度
入
試
実
績
。

●「
は
た
ら
く
学
生
入
試
」
／
経

済
的
な
事
情
等
で
大
学
へ
の
進
学

が
困
難
で
あ
る
も
の
の
、学
ぶ
意

欲
と
働
く
意
欲
の
あ
る
方
が
対
象

で
す
。
入
学
後
、昼
間
は
東
京
千
住

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
職
員
と
し
て

働
き
、夜
に
工
学
部
第
二
部
で
学

び
ま
す（
２
０
２
０
年
度
入
試
実

績
）。

　
就
職
率
と
就
職
満
足
度
の
高
さ

も
本
学
の
特
色
で
す
。
就
職
内
定

率
は
過
去
３
年
間
、
毎
年
98
％
以

上
と
安
定
し
た
実
績
を
誇
り
ま
す
。

内
定
先
の
業
種
は
製
造
業
、
情
報

通
信
業
、
建
築
業
な
ど
、
技
術
力

の
あ
る
企
業
が
多
く
、
大
学
で
学

ん
だ
専
門
分
野
が
就
職
に
結
び
つ

き
、
２
０
１
９
年
３
月
卒
業
生
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
就
職
先
満
足
度

は
97
・
３
％
と
高
い
数
値
と
な
っ

て
い
ま
す
。
確
か
な
基
礎
学
力
を

持
っ
た
科
学
技
術
者
を
育
成
す
る

教
育
体
制
や
、
就
職
活
動
を
支
援

す
る
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
。

そ
の
一
つ
の
「
仕
事
研
究
セ
ミ

ナ
ー
」
で
は
、
卒
業
生
が
在
籍
す

る
約
２
５
０
社
が
一
堂
に
会
し
、

先
輩
方
が
丁
寧
に
就
職
指
導
を
し

ま
す
。
１
年
次
か
ら
の
「
キ
ャ
リ

ア
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
教
育
」
な
ど
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
行
事
も
年
間
１
５

０
回
以
上
実
施
。
万
全
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
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（2020年度時点）

13学部50学科・専攻

71.5万円（入学金含む）

学部・学科数

第2部・イブニングコース（夜）初年度納入金

（2020年度実績）

（2020年1月現在）

201校
国際交流協定校数

※紙の大学案内は作
成していません。最
新情報はこちらから
ご覧ください。

大学

私立

東京
埼玉
群馬
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本
学
は
、
１
８
８
７
年
の
創
立

以
来
１
３
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇

り
、
幅
広
い
学
び
を
展
開
、「
哲

学
教
育
」「
国
際
化
」「
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
の
３
つ
を
学
び
の
柱
と
し

て
自
ら
未
来
を
切
り
拓
く
こ
と
の

で
き
る
人
財
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

「
哲
学
教
育
」
で
は
、「
哲
学
す
る
」

こ
と
を
通
じ
て
、
自
ら
考
え
、
判

断
し
、
行
動
す
る
能
力
を
養
い
ま

す
。「
国
際
化
」
で
は
、
言
語
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
連

科
目
や
、
留
学
制
度
等
で
国
際
的

な
視
野
と
発
信
力
を
身
に
付
け
ま

す
。「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
で
は
早

期
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
こ
と

を
重
視
し
、
１
年
次
か
ら
「
社
会

人
基
礎
科
目
」
を
開
講
。
４
年
間

を
通
じ
た
総
合
的
な
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
世
界
へ
開
か
れ
た
質

の
高
い
教
育
・
研
究
に
向
け
、
改

革
を
進
め
ま
す
。

　
自
分
の
力
で
進
学
し
た
い
。
時

間
を
有
効
活
用
し
て
夢
を
か
な
え

た
い
。
本
学
で
は
学
び
た
い
意
欲

を
大
切
に
す
る
た
め
に
、
定
員
７

１
０
名
の
第
２
部
・
イ
ブ
ニ
ン
グ

コ
ー
ス（
夜
）を
設
置
し
て
い
ま
す
。

学
費
は
第
１
部
に
比
べ
て
約
６
割
。

大
学
独
自
の
奨
学
金
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
。

安
心
し
て
学
業
や
学
生
生
活
に
打

ち
込
む
こ
と
の
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
２
部
・

イ
ブ
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
（
夜
）
を
第

一
志
望
と
す
る
受
験
生
を
対
象
と

し
て
、
日
中
に
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
大
学
事
務
局
な
ど
で
働
き
な

が
ら
、
夜
間
に
学
ぶ
こ
と
を
前
提

と
し
た
「
独
立
自
活
」
支
援
推
薦

入
試
を
実
施
し
て
い
ま
す
。学
費
・

一
般
施
設
設
備
資
金
の
半
額
相
当

の
奨
学
金
（
年
額
26
万
５
０
０
０

円
）
を
４
年
間
支
給
、
残
り
の
学

費
を
勤
務
に
よ
る
給
与
で
賄
う
、

本
学
独
自
の
推
薦
入
試
で
す
。

　
国
際
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
力

を
養
う
た
め
に
、
留
学
や
海
外
研

修
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し

て
い
ま
す
。
国
際
交
流
協
定
校
は

２
０
１
校
に
及
び
、
交
換
留
学
等

も
積
極
的
に
推
進
。
留
学
の
た
め

の
奨
学
金
制
度
も
設
置
し
、
よ
り

多
く
の
学
生
に
海
外
経
験
を
積
ん

で
も
ら
う
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
海
外
だ
け
で
な
く
、
学
内
で
も

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
グ
ロ
ー
バ

ル
人
財
に
求
め
ら
れ
る
要
件
の
強

化
を
目
的
と
し
た
本
学
独
自
の
Ｔ

ｏ
ｙ
ｏ
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
Ｌ
ｅ
ａ

ｄ
ｅ
ｒ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
を

は
じ
め
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
受
験
料

を
補
助
す
る
制
度
や
、
対
策
講
座

を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
格

的
な
外
国
人
講
師
に
よ
る
少
人
数

レ
ッ
ス
ン
「
Ｔ
ｏ
ｙ
ｏ

Ａ
ｃ
ｈ

ｉ
ｅ
ｖ
ｅ
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
英

語
講
座
」
を
授
業
と
両
立
で
き
る

よ
う
、
時
間
割
の
中
で
開
講
し
て

い
ま
す
。
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（2020年度時点）

143年
開学年数

（2018年度実績）

60人
教員就職者数
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大学

私立

東京
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本
学
は
、
２
０
１
７
年
10
月
に

創
立
１
４
０
周
年
を
迎
え
た
伝
統

校
で
す
。
幅
広
い
知
識
の
修
得
と

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
自
ら
考
え
、

判
断
し
、
行
動
で
き
る
素
養
・
能

力
を
身
に
付
け
た
人
材
を
送
り
出

す
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
文
学
部
は
、
国
文
学
科
・
中
国

文
学
科
・
都
市
文
化
デ
ザ
イ
ン
学

科
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
東
洋
文

化
へ
の
深
い
理
解
、
豊
か
な
感
性

と
表
現
力
を
学
び
ま
す
。
２
年
次

か
ら
選
択
す
る
専
攻
は
計
13
専
攻

あ
り
、
専
門
領
域
を
深
く
追
究
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
国
際
政
治
経
済
学
部
は
、
国
際

政
治
経
済
学
科
・
国
際
経
営
学
科

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
治
・

経
済
・
経
営
・
法
律
な
ど
を
横
断

的
に
学
ん
だ
後
、
専
門
性
を
高
め

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
領
域
を

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
総
合
的

に
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し

て
い
ま
す
。

　学
生
の
希
望
に
合
わ
せ
た
進
路

指
導
・
キ
ャ
リ
ア
育
成
に
取
り
組

み
、
正
課
授
業
で
キ
ャ
リ
ア
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

１
・
２
年
次
で
は
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ

ダ
ン
ス
や
職
業
適
性
検
査
を
実
施

し
、
２
年
次
か
ら
は
公
務
員
や
一

般
企
業
の
試
験
対
策
講
座
を
開
講
。

３
年
次
に
は
教
員
が
必
ず
個
別
面

談
を
実
施
し
、
希
望
す
る
進
路
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
主
な
就
職
先

（
２
０
１
９
年
３
月
卒
業
生
実
績
）

文
学
部
／
公
立
小
中
高
・
私
立
中

高
等
学
校
教
員
多
数
、公
務
員（
行

政
職
・
保
安
職
）、
東
日
本
旅
客

鉄
道
、
第
一
生
命
保
険
、
千
葉
興

業
銀
行
、
千
疋
屋
総
本
店
、
日
本

調
剤
、
日
本
郵
便 

ほ
か

国
際
政
治
経
済
学
部
／
公
立
小
中

学
校
教
員
、
神
奈
川
県
警
、
公
務

員
（
行
政
職
・
保
安
職
）、
明
治

安
田
生
命
保
険
、
住
友
不
動
産
販

売
、
コ
ー
セ
ー 

ほ
か

　
本
学
で
は
各
学
部
で
教
職
課
程

を
開
設
。
多
く
の
卒
業
生
が
現
職

教
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

教
員
を
め
ざ
す
学
生
の
た
め
に
教

職
課
程
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
お

り
、
採
用
選
考
合
格
講
座
の
開
講

や
情
報
の
収
集
と
提
供
な
ど
、
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
取
得
で
き
る
資
格

文
学
部
／
小
学
校
教
諭
二
種
免
許

状
、中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状（
国

語
・
中
国
語
）、
高
等
学
校
教
諭

一
種
免
許
状
（
国
語
・
書
道
・
中

国
語
）、
司
書
教
諭
、
司
書
、
学

芸
員

国
際
政
治
経
済
学
部
／
小
学
校
教

諭
二
種
免
許
状
、
中
学
校
教
諭
一

種
免
許
状
（
社
会
）、
高
等
学
校

教
諭
一
種
免
許
状
（
公
民
）、
司

書
教
諭
、
司
書
、
学
芸
員

（※

文
学
部
都
市
文
化
デ
ザ
イ
ン

学
科
、
国
際
政
治
経
済
学
部
国
際

経
営
学
科
で
は
、
教
員
免
許
は
取

得
で
き
ま
せ
ん
）
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（2019年度実績）

22万件
「NU就職ナビ」企業情報掲載数

（2019年度時点）

16学部87学科
学部・学科数

（2018年度実績）

85.4％
授業満足度

大�������

3299
�����大�����
������月	�
��金�����

大学

私立

短大

福島

千葉
東京
神奈川

静岡

近畿

中四国
九州
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約
１
１
８
万
人
と
い
う
圧
倒
的

な
卒
業
生
数
を
誇
り
、
多
く
の
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
卒
業
生
の
、
確
か
な
実
績
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
さ
が
、
本
学

学
生
の
就
職
活
動
の
大
き
な
支
え

に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
は
、
公

務
員
試
験
や
各
種
資
格
取
得
を
支

援
す
る
課
外
講
座
な
ど
の
就
職
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
１
年

次
の
「
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
か
ら

段
階
的
に
、
就
職
を
含
め
た
キ
ャ

リ
ア
形
成
の
準
備
を
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
全
国
の
大
学
の
中
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
数
で
あ
る

約
70
人
の
専
任
就
職
担
当
ス
タ
ッ

フ
を
全
学
に
配
置
し
、
き
め
細
か

な
指
導
と
と
も
に
各
学
部
の
連
携

に
よ
る
強
力
な
支
援
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。
約
22
万
件
も
の
企
業

情
報
を
提
供
し
て
い
る
日
大
生
専

用
就
職
サ
イ
ト「
Ｎ
Ｕ
就
職
ナ
ビ
」も
、

学
生
の
強
い
味
方
で
す
。

	�����������生�	��������

東京都千代田区九段南4-8-24
�������

� 入��  
���  ��������������

��／法律、政治経済、新聞、経営法、公共政策／第二部〈夜間部〉法
律　�文�／哲、史、国文、中国語中国文化、英文、ドイツ文、社会、
社会福祉、教育、体育、心理、地理、地球科、数、情報科、物理、生命科、
化　���／経済、産業経営、金融公共経済　��／商業、経営、会
計　���／写真、映画、美術、音楽、文芸、演劇、放送、デザイン　
�����／国際総合政策、国際教養　�����／危機管理　
������／競技スポーツ　��工／土木工、交通システム工、

建築、海洋建築工、まちづくり工、機械工、精密機械工、航空宇宙工、
電気工、電子工、応用情報工、物質応用化、物理、数　�生�工／機
械工、電気電子工、土木工、建築工、応用分子化、マネジメント工、数
理情報工、環境安全工、創生デザイン　�工／土木工、建築、機械工、
電気電子工、生命応用化、情報工  ��／医　�歯／歯　��戸歯
／歯　�生¡¢£�／生命農、生命化、獣医、動物資源科、食品ビジ
ネス、森林資源科、海洋生物資源科、生物環境工、食品生命、国際地
域開発、応用生物科、くらしの生物　�¤／薬

　
本
学
は
16
学
部
87
学
科
を
擁
す

る
日
本
最
大
級
の
総
合
大
学
で
す
。

大
規
模
な
が
ら
専
門
教
育
は
少
人

数
制
を
徹
底
。「
日
本
一
教
育
力

の
あ
る
大
学
」
を
め
ざ
し
、
社
会

の
変
化
に
対
応
し
、
積
極
的
に
活

躍
す
る
人
材
育
成
を
目
標
と
す
る
、

全
学
的
な
改
革
が
進
行
中
で
す
。

　
学
部
間
交
流
授
業
も
活
発
で
、

１
万
人
を
超
え
る
学
生
が
文
系
、

理
系
、
医
歯
薬
系
の
垣
根
を
超
え

て
参
加
す
る
、
本
学
な
ら
で
は
の

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た

大
規
模
交
流
授
業
「
日
本
大
学

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
」
を
開
催
。

他
学
部
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
新

し
い
発
想
と
さ
ら
な
る
成
長
が
期

待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
あ

ら
ゆ
る
「
や
っ
て
み
た
い
」
を
支

援
す
る
「
自
主
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
学
生
発
案
の
活
動
に

補
助
金
支
援
等
を
行
い
、
挑
戦
し

た
い
気
持
ち
を
応
援
す
る
学
部
横

断
型
の
学
び
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
度
か
ら
全
学
生
を

対
象
と
し
た
「
学
修
満
足
度
向
上

調
査
」
を
実
施
し
、
今
、
学
生
が

何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ

う
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
る
の

か
と
い
っ
た
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
、

実
態
、
学
生
に
よ
る
主
観
的
な
能

力
評
価
結
果
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

第
1
回
の
調
査
で
は
、
約
85
％
の

学
生
が
本
学
で
学
ぶ
こ
と
に
満
足

し
て
い
る
と
い
う
結
果
と
な
り
ま

し
た
が
、
学
生
の
意
見
に
基
づ
い

て
授
業
を
改
善
し
、
学
生
が
「
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
」
と

い
う
成
長
を
重
視
し
た
教
育
へ
の

転
換
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
実
施
し
て
い
る
学
生
参
画

型
の
F
D
「
C
H
A
m
m
i
T

（
ち
ゃ
み
っ
と
）」
は
、
大
学
教
育

を
学
生
の
視
点
で
考
え
る
語
り
の

場
と
し
て
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
自
ら

企
画
し
、
日
本
大
学
の
教
育
を
真

剣
か
つ
楽
し
く
話
し
合
い
、
教
育

改
善
活
動
に
反
映
し
て
い
ま
す
。
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（2020年度時点）

119年
開学年数

（2019年3月卒業生　※就職者数÷就職希望者数）

99.0％
就職率

大�������

3304
�����大���
�������
��金�
�

大学

私立

東京
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本
学
は
20
世
紀
の
幕
が
開
け
た

１
９
０
１
年
に
〝
日
本
で
最
初
の

総
合
的
な
女
子
高
等
教
育
機
関
〞

と
し
て
創
立
以
来
、
社
会
の
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー

を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
１
年
４
月
、
創
立
１
２

０
周
年
を
機
に
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス

に
４
学
部
15
学
科
と
大
学
院
５
研

究
科
を
統
合
し
、
学
科
や
学
部
の

枠
を
超
え
た
自
由
で
豊
か
な
学
び

を
提
供
。
２
０
１
９
年
４
月
に
は

新
し
い
図
書
館
と
学
生
滞
在
ス

ペ
ー
ス
が
開
館
。
現
在
、
教
室
・

研
究
室
棟
と
新
学
生
棟
（
建
物
は

い
ず
れ
も
仮
称
）
が
建
設
中
で
す
。

学
生
た
ち
が
学
び
の
中
で
自
分
の

可
能
性
を
見
つ
け
、
知
的
好
奇
心

を
育
み
、
研
究
を
深
め
つ
つ
社
会

と
関
わ
り
、
知
的
活
動
に
つ
な
げ

て
い
く
環
境
を
よ
り
一
層
整
え
て

い
き
ま
す
。
本
学
が
持
つ
総
合
力

を
発
揮
し
て
新
世
紀
に
躍
動
す
る

豊
か
な
人
材
を
送
り
出
し
ま
す
。

　
各
種
奨
学
金
制
度
に
よ
り
、
真

摯
に
勉
学
に
取
り
組
む
学
生
の
意

欲
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
日
本
女
子
大
学
桜
楓
奨
学
金
／

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
優

れ
た
学
生
に
対
し
、
30
万
円
を
給
付
。

●
成
瀬
仁
蔵
先
生
記
念
賞
／
学
部

各
学
科
・
各
専
攻
か
ら
、
学
業
・

人
物
と
も
に
優
秀
な
４
年
次
学
生

を
１
名
選
出
し
、
卒
業
式
で
表
彰
。

受
賞
者
に
は
記
念
品
を
授
与
。

●
日
本
女
子
大
学
学
業
成
績
優
秀

賞
・
研
究
奨
励
賞
／
各
学
科
の
推

薦
に
よ
り
、
前
年
度
ま
で
の
学
業

成
績
・
人
物
と
も
に
優
秀
な
学
生

に
対
し
、
後
期
学
費
を
減
免
。

●
桜
楓
会
新
入
生
奨
学
金
／
学

業
・
人
物
と
も
に
優
秀
で
、
桜
楓

会
（
同
窓
会
組
織
）
の
活
動
に
協

力
で
き
る
学
生
に
、
年
間
５
万
円

を
給
付（
４
年
間
で
総
額
20
万
円
）。

独
自
の
表
彰
制
度
が
多
数
あ
り
、

学
外
奨
学
金
制
度
も
利
用
可
能
。 

※

い
ず
れ
も
２
０
１
９
年
度
実
績

　
理
想
の
将
来
像
や
未
来
の
自
分

の
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ
く
た
め
の
生

き
方
、
職
業
に
対
す
る
考
え
方
を

育
み
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
ど
う

描
く
か
を
一
人
ひ
と
り
の
「
自
己

発
見
」
と
「
自
己
実
現
」
を
通
し

て
き
め
細
か
く
サ
ポ
ー
ト
。〝
社

会
で
自
立
し
た
女
性
〞
を
め
ざ
す

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
１
年
次
か
ら
段
階

的
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
就
職
支

援
で
は
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
試
験
対
策
や

模
試
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
個
別
の
就
職
相
談
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
興

味
・
関
心
に
応
じ
た
進
路
支
援
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
就
職
活
動
を
経
験
し
た

４
年
生
が
書
い
た
「
採
用
試
験
記

録
」
や
卒
業
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

「
私
の
職
場
状
況
」
と
い
っ
た
資

料
の
提
供
な
ど
、
女
子
大
学
の
強

み
を
生
か
し
た
就
職
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
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本
学
は
、
２
０
２
２
年
に
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
社
会

環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
人
々
の

生
き
方
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
予

想
さ
れ
る
中
、
多
様
な
能
力
を
発

揮
し
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
女
性

の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
４
月
に
体
育
学
部

を
改
編
し
、
こ
れ
ま
で
の
２
学
科

４
専
攻
を
土
台
に
、
ス
ポ
ー
ツ
科

学
科
、ダ
ン
ス
学
科
、健
康
ス
ポ
ー

ツ
学
科
、
子
ど
も
運
動
学
科
の
４

つ
を
開
設
。
本
学
の
特
徴
を
生
か

し
、
よ
り
良
い
教
育
を
推
進
し
ま

す
。
学
生
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
明

確
な
目
的
と
内
容
に
基
づ
い
た
、

高
度
で
専
門
的
な
学
び
と
研
究
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、本
学
で
は
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
活
動
を
通
じ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
連
携
を
行
い
、
地
域
社

会
の
発
展
と
健
康
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
人
材
の
育
成
に
も
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

　
本
学
の
卒
業
生
は
19
年
連
続
で

90
％
以
上
の
就
職
率
を
維
持
し
て

い
ま
す
。
１
年
次
か
ら
キ
ャ
リ
ア

意
識
を
高
め
る
正
課
授
業
を
開
講

し
、
女
性
が
社
会
で
働
く
う
え
で

必
要
な
知
識
を
身
に
付
け
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生

一
人
ひ
と
り
の
カ
ル
テ
を
作
成
し
、

希
望
に
沿
っ
た
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー

を
行
う
ほ
か
、
就
職
や
将
来
に
対

す
る
悩
み
に
対
し
、
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
の
第

一
線
で
活
躍
す
る
方
々
か
ら
話
を

聞
く
「
キ
ャ
リ
ア
・
カ
フ
ェ
」、

約
１
０
０
社
の
企
業
採
用
担
当
者

を
招
く
「
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」

な
ど
の
講
座
も
開
い
て
い
ま
す
。

　
卒
業
生
の
活
躍
の
場
は
、
有
名

ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
一
般

企
業
を
は
じ
め
、
教
員
や
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
関
係
、
公
務
員
、
医
療
・

福
祉
、
芸
能
関
係
な
ど
、
多
方
面

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
、
教
員
養
成
の
長
い
歴

史
と
実
績
が
あ
り
、
多
く
の
卒
業

生
が
全
国
で
教
員
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。
１
年
次
か
ら
教
職
課

程
を
履
修
し
、
専
門
知
識
と
一
般

教
養
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
部
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
み
、

社
会
経
験
を
通
じ
て
人
間
性
を
高

め
ま
す
。
教
育
実
習
で
は
、事
前
・

事
後
の
指
導
を
行
い
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
学
び
続
け
る
姿
勢
を
身
に

付
け
ま
す
。

　
ま
た
、
教
員
就
職
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
る
学
生
の
全
面
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
教
員
就
職
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、
教
職
へ
の

理
解
を
促
し
な
が
ら
、
学
生
へ
の

細
や
か
な
指
導
を
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
複
数
の
試
験
対
策
講
座
を
期

間
・
曜
日
を
変
え
て
実
施
し
、
部

活
動
と
両
立
し
や
す
い
環
境
を
整

え
て
い
る
ほ
か
、
各
都
道
府
県
の

採
用
試
験
に
応
じ
た
指
導
や
、
個

別
の
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。

��������� ���
	高�������

（2019年度実績）

99.8％
就職率

（2019年度実績）

97％
幼稚園教諭・保育士合格率

（2019年度実績）

86％
授業満足度
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（2020年度時点）
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98.4％
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「
自
由
を
生
き
抜
く
実
践
知
」

の
理
念
の
基
、「
世
界
の
ど
こ
で

も
生
き
抜
く
力
」
を
養
う
、
そ
れ

が
本
学
15
学
部
38
学
科
に
共
通
す

る
学
び
の
テ
ー
マ
で
す
。
社
会
的

な
課
題
の
解
決
を
根
源
的
に
考
え
、

誰
に
と
っ
て
も
生
き
や
す
い
社
会

の
構
築
に
貢
献
す
る
、
そ
れ
ぞ
れ

の
現
場
で
課
題
解
決
の
方
法
を
柔

軟
に
探
索
す
る
知
性
の
育
成
を
め

ざ
し
ま
す
。

　
市
ケ
谷
・
多
摩
・
小
金
井
の
３

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
全
国
各
地
か

ら
集
う
学
生
同
士
が
議
論
し
な
が

ら
課
題
解
決
の
道
筋
を
探
っ
て
い

く
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
系
科
目
」、

国
内
外
の
現
場
に
出
て
課
題
解
決

の
実
体
験
を
積
む
「
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
系
科
目
」、
さ
ら
に
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

通
し
て
、
学
生
が
主
体
的
に
考
え

て
行
動
し
な
が
ら
実
践
的
な
思
考

力
を
身
に
付
け
る
学
び
が
展
開
さ

れ
ま
す
。

　
世
界
20
か
国
・
地
域
の
61
大
学

か
ら
留
学
先
を
選
べ
、
し
か
も
授

業
料
は
全
額
免
除
。
そ
れ
が
全
学

部
生
対
象
の
「
派
遣
留
学
制
度
」

で
す
。
期
間
は
半
期
ま
た
は
１
年

間
。
返
還
不
要
の
奨
学
金
支
給
や

留
学
先
で
の
単
位
認
定
、
帰
国
後

の
就
職
活
動
支
援
な
ど
、
留
学
に

関
す
る
不
安
を
払
拭
す
る
数
々
の

支
援
も
特
長
で
す
。
ま
た
、
各
学

部
に
お
い
て
も
留
学
・
海
外
研
修

制
度
を
設
定
。
日
々
取
り
組
ん
で

い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
合
わ
せ
て
、

２
週
間
か
ら
半
期
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ケ
ー
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
日
常
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
感
覚
を

養
え
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る

の
が
「
Ｇ
ラ
ウ
ン
ジ
」。
英
語
学

習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
外
国
人
留
学

生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
、
英
語
上
達
の
ポ
イ
ン
ト

が
つ
か
め
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
３

キ
ャ
ン
パ
ス
全
て
で
稼
働
中
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
総
合
的

な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
各
学
部
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
な
ど
を
通
じ
て
、
入
学
時
か

ら
キ
ャ
リ
ア
意
識
を
養
っ
て
い
ま

す
。

　
本
学
の
就
職
希
望
者
の
就
職
決

定
率
は
98
・
４
％
（
２
０
１
９
年

５
月
時
点
）
と
高
く
、
学
生
の
就

職
満
足
度
も
86
・
８
％
（
２
０
１

９
年
２
月
進
路
状
況
調
査
）
に
上

り
ま
す
。
ま
た
、「
自
主
マ
ス
コ

ミ
講
座
」
修
了
生
の
約
１
２
０
０

人
以
上
が
マ
ス
コ
ミ
業
界
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
、
毎
年
４
０
０
人
ほ
ど

の
公
務
員
内
定
者
を
輩
出
し
て
い

ま
す
。「
公
務
員
講
座
」
で
は
、

１
年
次
か
ら
段
階
的
に
取
り
組
め

る
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
。

卒
業
生
公
務
員
の
講
演
、
面
接
対

策
の
た
め
の
個
別
指
導
な
ど
、
内

定
ま
で
徹
底
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
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１ゼミ当たりの学生数

平均14人

（2019年度時点）

14か国32大学
留学先

（2019年度時点）
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本
学
は
開
学
以
来
、
伝
統
の
ゼ

ミ
を
中
心
と
し
た
少
人
数
教
育
を

重
視
。「
自
ら
調
べ
自
ら
考
え
る
」

力
を
養
い
ま
す
。

　
ゼ
ミ
と
は
、
学
生
が
主
体
と

な
っ
て
発
表
・
討
論
し
な
が
ら
十

数
名
の
少
人
数
で
学
ぶ
、
双
方
向

型
の
授
業
の
こ
と
。
本
学
で
は
１

年
次
よ
り
４
年
間
、
全
て
の
学
生

が
ゼ
ミ
を
履
修
し
ま
す
。
毎
年
４

０
０
以
上
開
講
す
る
ゼ
ミ
の
中
か

ら
、
学
生
は
自
分
が
学
び
た
い

テ
ー
マ
を
選
択
し
ま
す
。
１
ゼ
ミ

当
た
り
の
人
数
は
平
均
14
人
。
少

人
数
な
の
で
教
員
や
仲
間
と
の
距

離
が
近
く
、
議
論
も
活
発
に
な
り

ま
す
。
目
標
に
向
か
っ
て
切
磋
琢

磨
す
る
環
境
が
学
生
の
意
識
を
高

め
、
専
門
知
識
を
深
め
る
だ
け
で

な
く
自
主
性
や
課
題
解
決
力
な
ど

を
養
い
ま
す
。
ま
た
、
学
部
ご
と

に
研
究
成
果
を
発
表
す
る
場
が
あ

り
、
学
生
自
身
が
自
ら
の
成
長
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
１
年
次
か
ら
始
ま
る
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
４
年
間
を
通
じ
て
き

め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

に
は
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
有
資
格
者
な
ど
経
験
豊
富
な
職

員
が
10
人
以
上
常
駐
。
就
職
活
動

に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談
に
個
別

で
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
ま
た
、

内
定
を
獲
得
し
た
４
年
生
が
「
就

活
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
学
生
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
実
体
験
に
基
づ

く
言
葉
は
、
何
よ
り
の
支
え
に
な

り
ま
す
。
実
際
に
利
用
し
た
学
生

か
ら
も
好
評
で
す
。

●
武
蔵
し
ご
と
塾
／
社
会
で
活
躍

す
る
卒
業
生
に
よ
る
実
践
的
な
就

職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
さ
ま
ざ
ま

な
業
種
の
仕
事
内
容
や
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
聞
け
る
ほ
か
、
卒
業
生

を
交
え
た
少
人
数
で
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
模
擬
面
接
な
ど
を

通
し
て
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
就

業
観
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
海
外
へ
の
留
学
や
研
修
制
度
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
学
内
外

で
異
文
化
体
験
や
外
国
語
学
習
が

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
学
部
の
特
色
を
生
か
し

た
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
も
力
を
注

い
で
い
ま
す
。

　
経
済
学
部
で
実
施
し
て
い
る

「
ロ
ン
ド
ン
大
学
と
武
蔵
大
学
と

の
パ
ラ
レ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
ロ
ン
ド
ン
大
学

の
授
業
を
本
学
で
受
講
し
、
全
て

の
試
験
に
合
格
す
れ
ば
両
大
学
の

学
士
号
を
取
得
で
き
る
日
本
初
の

取
り
組
み
で
す
。人
文
学
部
の「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
コ
ー

ス
」
は
、
高
度
な
語
学
力
と
異
文

化
理
解
力
を
養
い
ま
す
。
社
会
学

部
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
」
は
、
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
キ
ル
と
英
語
力

を
磨
き
、
デ
ー
タ
分
析
か
ら
提
案

ま
で
を
全
体
で
デ
ザ
イ
ン
で
き
る

人
材
を
育
て
ま
す
。

����人�������生���������
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小規模だが
評価できる大学

面倒見が良い大学全国３位

全国２位
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（2020年度時点）

7学部17学科
学部・学科数

（出典：朝日新聞出版「大学ランキング2020」）

全国工科系大1位（全国9位）
海外留学生派遣

（16単位以上取得者数）
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大学

私立

東京
神奈川
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１
９
２
９
年
、„
工
学
教
育
の

理
想
“
を
掲
げ
る
学
生
た
ち
が
中

心
と
な
っ
て
創
ら
れ
た
「
武
蔵
工

業
大
学
」
は
、
以
来
90
年
以
上
に

わ
た
り
、
社
会
に
貢
献
す
る
エ
ン

ジ
ニ
ア
を
育
成
し
、
日
本
経
済
の

発
展
を
支
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
０
９
年
に
武
蔵
工
業
大
学

と
東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
が
統

合
、
東
京
都
市
大
学
と
改
称
し
、

現
在
で
は
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

（
Ｔ
Ｈ
Ｅ
）
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る

な
ど
、
世
界
か
ら
見
て
も
研
究
・

教
育
力
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
卒
業
時
に
卒
業
証

明
書
と
成
績
証
明
書
に
加
え
て
、

「
デ
ィ
プ
ロ
マ
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」

を
提
供
し
、
履
修
科
目
と
そ
の
内

容
、
学
生
の
学
修
成
果
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
示
し
ま
す
。
卒
業

ま
で
に
ど
れ
だ
け
の
成
果
を
身
に

付
け
た
か
を
よ
り
目
に
見
え
る
形

で
社
会
に
提
示
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
最
先
端
の
工
学
技
術
に
加
え
、

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）、
メ
デ
ィ
ア
、

都
市
環
境
、
幼
児
教
育
な
ど
、
各

種
分
野
の
研
究
を
行
い
、
成
果
を

社
会
に
還
元
し
て
い
ま
す
。

　
武
蔵
工
業
大
学
時
代
か
ら
「
就

職
に
強
い
大
学
」
と
し
て
、
学
生
一

人
ひ
と
り
の
特
性
を
考
え
た
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
就
職
・
キ
ャ
リ
ア

支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

約
５
０
０
の
企
業
が
参
加
す
る
企

業
研
究
会
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
Ｔ
Ａ
Ｐ
）、
国
内
外
企
業

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の

機
会
も
豊
富
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
人
材

育
成
の
た
め
自
分
を
知
り
、
社
会

を
知
る
こ
と
で
自
ら
が
成
長
し
て

い
け
る
支
援
体
制
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
、
学
修

の
習
熟
度
を
高
め
、
キ
ャ
リ
ア
形

成
、
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
就
職
活

動
等
で
そ
の
成
果
を
客
観
的
に
提

示
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　「
東
京
都
市
大
学
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｔ
Ａ
Ｐ
）」
は
、

全
学
部
の
希
望
者
を
対
象
と
し
、

１
年
次
か
ら
の
準
備
教
育
と
２
年

次
４
か
月
間
の
留
学
を
合
わ
せ
た

２
年
に
わ
た
る
国
際
人
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
年
間
４
０
０
名
を

超
え
る
学
生
が
参
加
し
て
お
り
、

休
学
す
る
こ
と
な
く
４
年
間
（
最

低
修
業
年
限
）
で
卒
業
が
可
能
で

す
。留
学
先
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

パ
ー
ス
は
人
口
２
０
０
万
人
を
超

え
る
国
際
色
豊
か
な
大
都
市
で
、

留
学
に
最
適
な
場
所
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
海
外
企
業
で

約
１
か
月
間
の
就
業
体
験
を
行
う

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
奨
学

金
制
度
あ
り
）
を
導
入
し
、
実
践

的
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す
る
た
め

の
基
礎
を
固
め
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
価
値
観
に
触
れ
な
が
ら
、
自
分

の
実
力
を
世
界
レ
ベ
ル
で
試
す
こ

と
が
可
能
で
す
。
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（2019年度実績）

1年間のボランティア活動
参加人数

700人以上

（2020年3月1日時点）

22の国と地域82大学
留学先

（2014～2018年卒業生実績）

関東2位
CA就職実績
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本
学
は
創
立
以
来
、
キ
リ
ス
ト

教
に
よ
る
人
格
教
育
を
行
い
、

“
Do for Others”

（
他
者
へ
の
貢

献
）
の
教
育
理
念
の
下
、
身
近
な

課
題
か
ら
世
界
の
諸
問
題
に
ま
で

柔
軟
か
つ
誠
実
に
対
処
で
き
る
人

間
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

そ
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
で
は
学
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的

に
推
進
。
毎
年
７
０
０
人
以
上
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
経
験
し
て

い
ま
す
。
初
め
て
の
学
生
に
は
、

専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
学
生

ス
タ
ッ
フ
が
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
体
験
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
経
験
者
と
し
て
学
生
に
伝

え
、
そ
れ
に
よ
り
参
加
し
た
学
生

が
次
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
後
輩

に
支
援
を
行
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

と
な
っ
た
学
生
自
身
も
、
お
の
ず

と
課
題
発
見
力
と
解
決
力
、
そ
の

実
践
に
必
要
な
主
体
性
を
養
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
毎
年
高
い
就
職
決
定
率
を
誇
る
、

本
学
の
就
職
実
績
を
支
え
て
い
る

の
が
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
各

種
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。（
２
０
１

９
年
３
月
卒
業
生
就
職
決
定
率

96
・
4
％
、
就
職
者
２
４
８
０
人

／
就
職
希
望
者
２
５
７
３
人
）

●
充
実
し
た
課
外
講
座
／
１
・
２

年
次
か
ら
支
援
講
座
を
展
開
し
、

就
職
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
（
特
に

「
就
活
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」

で
は
２
０
１
９
年
３
月
卒
受
講
生

の
就
職
率
は
98
・
7
％
）。
３
年

次
か
ら
始
ま
る
「
Ｍ
Ｇ
キ
ャ
リ
ア

講
座
」
で
は
、「
エ
ア
ラ
イ
ン
」「
広

告
・
メ
デ
ィ
ア
」「
ホ
テ
ル
」と
い
っ

た
業
種
別
の
就
職
支
援
講
座
や

キ
ャ
リ
ア
支
援
講
座
を
複
数
設
置
。

●
学
生
一
人
ひ
と
り
を
支
援
／
教

職
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
民
間
企

業
経
験
者
な
ど
を
配
置
し
、
学
生

一
人
ひ
と
り
の
進
路
選
択
や
就
職

活
動
の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
交
流
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
「
国
際
セ
ン

タ
ー
」
は
、
北
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

オ
セ
ア
ニ
ア
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
な
ど
、
22
か
国
82
大
学
お
よ
び

１
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
提
携
し
て

い
ま
す
（
２
０
２
０
年
３
月
１
日

時
点
）。
留
学
先
は
ア
ジ
ア
か
ら

欧
米
ま
で
世
界
各
国
に
分
布
し
、

夏
期
休
暇
を
利
用
し
た
短
期
留
学

か
ら
１
学
期
間
以
上
の
長
期
留
学

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

内
で
学
ぶ
１
０
０
人
以
上
の
留
学

生
と
の
交
流
の
機
会
も
豊
富
に
あ

り
、
留
学
生
を
在
学
生
が
支
援
す

る
「
バ
デ
ィ
制
度
」
や
国
際
学
生

寮
も
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
留
学
や
国
際
交
流

を
通
じ
、
国
籍
を
超
え
て
他
者
に

貢
献
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
、
主
体
性
・
積
極
的
な
行

動
力
を
備
え
た
真
の
国
際
性
を
身

に
付
け
ま
す
。
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知
性
・
感
性
・
身
体
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
た
全
人
教
育
を
意
味
す

る
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
を
教
育

理
念
に
掲
げ
、
学
生
一
人
ひ
と
り

の
可
能
性
を
育
む「
自
由
の
学
府
」

と
し
て
の
伝
統
を
守
り
続
け
て
き

ま
し
た
。
こ
の
歴
史
を
背
景
に
、

国
際
化
戦
略
「
Ｒ
ｉ
ｋ
ｋ
ｙ
ｏ

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ 

24
」
を
推
進
し
、

世
界
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を

10
学
部
27
学
科
１
コ
ー
ス
の
幅
広

い
学
び
の
中
で
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
語
学
研
修
か
ら
派
遣
留
学
ま
で

多
彩
な
海
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
言
語

教
育
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
英
語

を
「
学
ぶ
」
だ
け
で
な
く
「
使
う
」

力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
デ
ィ

ベ
ー
ト
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
レ

ベ
ル
別
少
人
数
の
ク
ラ
ス
編
成
に

よ
る
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実

施
。
学
部
の
専
門
科
目
で
も
英
語

で
学
ぶ
授
業
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
独
自
の
奨
学
金
制
度

を
多
数
設
け
て
お
り
、
そ
の
全
て

が
返
還
不
要
の
給
付
型
で
す
。〈
入

学
前
予
約
型
奨
学
金
〉
に
は
、「
自

由
の
学
府
奨
学
金
」（
首
都
圏
以

外
の
高
等
学
校
出
身
者
対
象
）、

「
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｐ
奨
学
金
」（
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｐ

入
学
者
対
象
）
が
あ
り
ま
す
。
入

学
前
に
申
請
を
受
け
付
け
、
合
格

発
表
前
に
採
用
候
補
者
を
決
定
。

原
則
と
し
て
４
年
間
給
付
さ
れ
ま

す
（
申
請
条
件
、継
続
審
査
あ
り
）。

　
ま
た
、〈
留
学
支
援
の
た
め
の

奨
学
金
〉
と
し
て
、
大
学
が
実
施

す
る
海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

参
加
者
を
対
象
と
し
た
「
グ
ロ
ー

バ
ル
奨
学
金
」（
支
給
基
準
を
満

た
し
た
者
全
員
に
支
給
）
や
、「
校

友
会
成
績
優
秀
者
留
学
支
援
奨
学

金
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、「
学
部
給
与

奨
学
金
」
な
ど
経
済
支
援
の
奨
学

金
を
設
け
、
学
生
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
を
「
仕
事
・
職
業
を

含
め
た
、
自
立
し
た
個
と
し
て
の

自
分
ら
し
い
人
生
の
あ
り
方
」
と

捉
え
入
学
時
か
ら
卒
業
、
そ
れ
以

降
の
キ
ャ
リ
ア
ま
で
も
視
野
に
入

れ
た
サ
ポ
ー
ト
を
展
開
。
年
間
約

５
０
０
回
の
キ
ャ
リ
ア
・
就
職
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
約
８
０
０
社
が
参
加

す
る
学
内
企
業
説
明
会
に
加
え
、

本
学
独
自
の
「
立
教
型
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」
や
、О
Ｂ
・
О
Ｇ
訪
問

会
な
ど
充
実
し
た
支
援
体
制
を
整

え
高
い
就
職
率
を
誇
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
学
部
教

育
が
連
携
し
、
学
部
内
で
も
１
年

次
か
ら
参
加
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
科

目
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
正
規
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は

別
に
、
外
部
専
門
機
関
と
提
携
し

て
公
務
員
、
公
認
会
計
士
、
行
政

書
士
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
対
策

講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

¼½ ° ���·人生§À�·Á¤ÂÃÄÅ Æ ¼½支�

Ç�金 ° �生生É§ÊË�ÌÍ�ÎÏÐÏÑÇ�金

（2020年度時点）

10学部27学科1コース
学部・学科数

（2018年度/2019年3月卒業生実績）（就職決定者÷就職希望者）

97.7％
就職率

立¸大�

保護者版
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（2020年度時点）

（2019年3月31日時点）（2019年度春期実績）

約580社

13学部38学科

93か国・地域848大学・機関

約94億円

学部・学科数

留学先学内合同企業説明会

奨学金交付総額

（2019年度実績）

（2019年3月31日時点）

約8000人
在学する外国人学生の人数

（2019年度実績）

約2400科目
全学オープン科目数

大����� 

3325
�����大���
�������月��
��金�����

大学

私立

東京
埼玉

本
学
は
、
93
の
国
と
地
域
の
８

４
８
の
大
学
・
機
関
と
提
携
し
て
、

多
彩
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定

し
て
い
ま
す
。
語
学
力
や
目
的
、

期
間
に
応
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選

択
が
可
能
で
、
年
間
約
４
６
０
０

人
が
海
外
で
学
び
ま
す
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・

フ
ェ
ロ
ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
国
際

社
会
で
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
新
入
生
を
中
心
に
約
15
人
を

選
抜
。
留
学
準
備
講
座
を
経
て
、

ア
メ
リ
カ
の
名
門
大
学
に
１
年
間

留
学
。
帰
国
後
は
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
留
学
生
を
迎
え
、
日
米
共
同
ゼ

ミ
や
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
い
、

国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育

成
し
ま
す
。
ま
た
、
所
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
、
卒
業
時
に
本
学
と

留
学
先
大
学
（
北
京
大
学
、
米
国

ア
ー
ラ
ム
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
）
の
両

方
の
学
位
を
修
得
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
設
け
て
い
ま
す
。

�����自���用������力��

�����
���	����������

本
学
は
、
２
０
３
２
年
の
創
立

１
５
０
周
年
に
向
け
、〝
Ｗ
ａ
ｓ

ｅ
ｄ
ａ
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
１
５
０
〞

を
策
定
、推
進
し
て
い
ま
す
。「
世

界
に
貢
献
す
る
高
い
志
を
持
っ
た

学
生
」「
世
界
の
平
和
と
人
類
の

幸
福
の
実
現
に
貢
献
す
る
研
究
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

社
会
を
支
え
る
卒
業
生
」「
世
界

に
信
頼
さ
れ
常
に
改
革
の
精
神
を

持
っ
て
進
化
し
続
け
る
大
学
」
の

４
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
日
々
進
化

し
続
け
て
い
ま
す
。

13
の
学
部
が
伝
統
に
裏
付
け
ら

れ
た
特
色
あ
る
独
自
の
教
育
を
展

開
し
、
高
い
専
門
性
を
培
う
と
同

時
に
全
学
共
通
の
教
育
制
度
を
充

実
さ
せ
、
学
部
を
超
え
た
学
び
の

場
を
提
供
。
異
な
る
分
野
の
学
生

が
共
に
学
び
意
見
を
交
わ
す
環
境

で
、
広
い
視
野
と
深
い
洞
察
力
を

養
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
球
規
模

の
視
点
で
思
考
・
実
行
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
。

●
め
ざ
せ
！
都
の
西
北
奨
学
金（
入

試
前
予
約
採
用
型
）
／
一
都
三
県

（
東
京
都
・
神
奈
川
県
・
埼
玉
県
・

千
葉
県
）
以
外
の
高
校
出
身
者
が

対
象
。
入
学
試
験
（
一
般
・
セ
ン

タ
ー
利
用
・
総
合
選
抜
型
・
推
薦
）

出
願
前
ま
た
は
出
願
期
間
中
に
申

請
を
行
い
、
採
用
候
補
者
と
し
て

認
定
さ
れ
る
と
、
受
験
前
ま
た
は

合
格
者
発
表
前
に
入
学
後
の
奨
学

金
（
半
期
分
（
春
学
期
）
授
業
料

免
除
）
が
約
束
さ
れ
ま
す
。

●
小
野
梓
記
念
奨
学
金
（
入
試
前

予
約
採
用
型
）
／
東
京
都
・
神
奈

川
県
・
埼
玉
県
・
千
葉
県
の
高
校

出
身
者
が
対
象
。
４
年
間
継
続
可

能
な
奨
学
金
制
度
で
す
。
入
学
試

験
（
一
般
・
セ
ン
タ
ー
利
用
・
総

合
選
抜
型
・
推
薦
〈
北
九
州
地
域

連
携
型
推
薦
入
試
を
除
く
〉）
前

に
申
請
し
、
採
用
候
補
者
と
な
っ

た
人
に
入
学
後
の
奨
学
金
（
年
額

40
万
円
）
が
約
束
さ
れ
ま
す
。

��金�����金����� �������金
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現
在
、
本
学
に
は
、
約
７
９
０

０
人
を
超
え
る
外
国
人
学
生
が
在

籍
し
て
お
り
、
外
国
人
学
生
と
共

に
学
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
直
営
の

学
生
寮
に
も
外
国
人
学
生
が
多
く
、

日
常
生
活
で
国
際
感
覚
を
養
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
国
際
学
生
寮
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ

中
野
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
に
あ
る
日
本
人
学
生
と
外
国
人

学
生
が
共
生
す
る
国
際
学
生
寮
Ｗ

Ｉ
Ｓ
Ｈ（
定
員
８
７
２
名
）
で
は
、

「
社
会
か
ら
真
に
求
め
ら
れ
、
選

ば
れ
る
人
材
」
に
な
る
た
め
に
必

須
の
能
力
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

学
び
ま
す
。「
自
ら
考
え
、行
動
し
、

他
者
と
協
働
し
つ
つ
成
果
を
出
せ

る
人
材
」
を
め
ざ
し
、
必
要
な
ス

キ
ル
を
磨
く
Ｓ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
を
通
し
て
、
日
々
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い

ま
す
。

本
学
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
「
職

業
選
択
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
積
み
、
自
ら
の
人
生
を

形
成
す
る
こ
と
」
と
捉
え
、
多
様

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
低
学
年

を
含
む
全
学
生
対
象
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
業
界

研
究
な
ど
の
対
策
講
座
や
学
内
企

業
説
明
会
と
い
っ
た
就
職
活
動
に

直
結
す
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。

説
明
会
に
は
、
外
国
人
学
生
や

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
積
極
的
に
採

用
す
る
企
業
も
含
め
、
約
５
８
０

社
が
参
加
。
企
業
数
と
学
生
の
多

さ
か
ら
、
学
内
企
業
説
明
会
と
し

て
は
国
内
最
大
級
で
す
。
ま
た
、

そ
れ
以
外
に
も
、
将
来
の
キ
ャ
リ

ア
を
考
え
る
う
え
で
有
益
な
講
演

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
実
施
。

単
な
る
就
職
支
援
で
は
な
く
、
長

期
的
視
野
に
立
っ
て
進
路
選
択
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
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●
全
学
オ
ー
プ
ン
科
目
／
学
部
・

学
年
を
問
わ
ず
、
全
学
生
が
学
べ

る
約
２
４
０
０
科
目
を
設
置
。
基

礎
学
力
を
身
に
付
け
る
「
Ｗ
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ｄ
Ａ
式
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
リ
テ
ラ

シ
ー
」
を
は
じ
め
、「
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
」「
海
外
実
習
」
な
ど
の

科
目
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
員
１
名
に
対
し
学
生
４
名
の
少

人
数
で
英
語
を
学
ぶ
「
Ｔ
ｕ
ｔ
ｏ

ｒ
ｉ
ａ
ｌ

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
」

な
ど
に
よ
る
語
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
正
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
「
社
会
」

を
学
び
の
場
と
す
る
、
企
業
な
ど

と
連
携
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
数

設
定
。
外
国
人
学
生
と
の
交
流
拠

点
が
あ
る
異
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
や
、「
仕
事
」
の
本
質
を

理
解
し
産
学
官
協
同
で
解
決
に
取

り
組
む
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ズ・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
多
様
な

社
会
連
携
教
育
で
視
野
を
広
げ
、

新
た
な
可
能
性
を
発
見
し
ま
す
。
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（2020年度時点）

（2019年3月31日時点）（2019年度春期実績）

約580社

13学部38学科

93か国・地域848大学・機関

約94億円

学部・学科数

留学先学内合同企業説明会

奨学金交付総額

（2019年度実績）

（2019年3月31日時点）

約8000人
在学する外国人学生の人数

（2019年度実績）

約2400科目
全学オープン科目数

大����� 

3325
�����大���
�������月��
��金�����

大学

私立

東京
埼玉

本
学
は
、
93
の
国
と
地
域
の
８

４
８
の
大
学
・
機
関
と
提
携
し
て
、

多
彩
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定

し
て
い
ま
す
。
語
学
力
や
目
的
、

期
間
に
応
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選

択
が
可
能
で
、
年
間
約
４
６
０
０

人
が
海
外
で
学
び
ま
す
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・

フ
ェ
ロ
ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
国
際

社
会
で
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
新
入
生
を
中
心
に
約
15
人
を

選
抜
。
留
学
準
備
講
座
を
経
て
、

ア
メ
リ
カ
の
名
門
大
学
に
１
年
間

留
学
。
帰
国
後
は
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
留
学
生
を
迎
え
、
日
米
共
同
ゼ

ミ
や
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
い
、

国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育

成
し
ま
す
。
ま
た
、
所
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
、
卒
業
時
に
本
学
と

留
学
先
大
学
（
北
京
大
学
、
米
国

ア
ー
ラ
ム
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
）
の
両

方
の
学
位
を
修
得
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
設
け
て
い
ま
す
。

�����自���用������力��

��� �
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本
学
は
、
２
０
３
２
年
の
創
立

１
５
０
周
年
に
向
け
、〝
Ｗ
ａ
ｓ

ｅ
ｄ
ａ
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
１
５
０
〞

を
策
定
、推
進
し
て
い
ま
す
。「
世

界
に
貢
献
す
る
高
い
志
を
持
っ
た

学
生
」「
世
界
の
平
和
と
人
類
の

幸
福
の
実
現
に
貢
献
す
る
研
究
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

社
会
を
支
え
る
卒
業
生
」「
世
界

に
信
頼
さ
れ
常
に
改
革
の
精
神
を

持
っ
て
進
化
し
続
け
る
大
学
」
の

４
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
日
々
進
化

し
続
け
て
い
ま
す
。

13
の
学
部
が
伝
統
に
裏
付
け
ら

れ
た
特
色
あ
る
独
自
の
教
育
を
展

開
し
、
高
い
専
門
性
を
培
う
と
同

時
に
全
学
共
通
の
教
育
制
度
を
充

実
さ
せ
、
学
部
を
超
え
た
学
び
の

場
を
提
供
。
異
な
る
分
野
の
学
生

が
共
に
学
び
意
見
を
交
わ
す
環
境

で
、
広
い
視
野
と
深
い
洞
察
力
を

養
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
球
規
模

の
視
点
で
思
考
・
実
行
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
。

●
め
ざ
せ
！
都
の
西
北
奨
学
金（
入

試
前
予
約
採
用
型
）
／
一
都
三
県

（
東
京
都
・
神
奈
川
県
・
埼
玉
県
・

千
葉
県
）
以
外
の
高
校
出
身
者
が

対
象
。
入
学
試
験
（
一
般
・
セ
ン

タ
ー
利
用
・
総
合
選
抜
型
・
推
薦
）

出
願
前
ま
た
は
出
願
期
間
中
に
申

請
を
行
い
、
採
用
候
補
者
と
し
て

認
定
さ
れ
る
と
、
受
験
前
ま
た
は

合
格
者
発
表
前
に
入
学
後
の
奨
学

金
（
半
期
分
（
春
学
期
）
授
業
料

免
除
）
が
約
束
さ
れ
ま
す
。

●
小
野
梓
記
念
奨
学
金
（
入
試
前

予
約
採
用
型
）
／
東
京
都
・
神
奈

川
県
・
埼
玉
県
・
千
葉
県
の
高
校

出
身
者
が
対
象
。
４
年
間
継
続
可

能
な
奨
学
金
制
度
で
す
。
入
学
試

験
（
一
般
・
セ
ン
タ
ー
利
用
・
総

合
選
抜
型
・
推
薦
〈
北
九
州
地
域

連
携
型
推
薦
入
試
を
除
く
〉）
前

に
申
請
し
、
採
用
候
補
者
と
な
っ

た
人
に
入
学
後
の
奨
学
金
（
年
額

40
万
円
）
が
約
束
さ
れ
ま
す
。

��金�����金����� �������金
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現
在
、
本
学
に
は
、
約
７
９
０

０
人
を
超
え
る
外
国
人
学
生
が
在

籍
し
て
お
り
、
外
国
人
学
生
と
共

に
学
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
直
営
の

学
生
寮
に
も
外
国
人
学
生
が
多
く
、

日
常
生
活
で
国
際
感
覚
を
養
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
国
際
学
生
寮
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ

中
野
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
に
あ
る
日
本
人
学
生
と
外
国
人

学
生
が
共
生
す
る
国
際
学
生
寮
Ｗ

Ｉ
Ｓ
Ｈ（
定
員
８
７
２
名
）
で
は
、

「
社
会
か
ら
真
に
求
め
ら
れ
、
選

ば
れ
る
人
材
」
に
な
る
た
め
に
必

須
の
能
力
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

学
び
ま
す
。「
自
ら
考
え
、行
動
し
、

他
者
と
協
働
し
つ
つ
成
果
を
出
せ

る
人
材
」
を
め
ざ
し
、
必
要
な
ス

キ
ル
を
磨
く
Ｓ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
を
通
し
て
、
日
々
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い

ま
す
。

本
学
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
「
職

業
選
択
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
積
み
、
自
ら
の
人
生
を

形
成
す
る
こ
と
」
と
捉
え
、
多
様

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
低
学
年

を
含
む
全
学
生
対
象
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
業
界

研
究
な
ど
の
対
策
講
座
や
学
内
企

業
説
明
会
と
い
っ
た
就
職
活
動
に

直
結
す
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。

説
明
会
に
は
、
外
国
人
学
生
や

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
積
極
的
に
採

用
す
る
企
業
も
含
め
、
約
５
８
０

社
が
参
加
。
企
業
数
と
学
生
の
多

さ
か
ら
、
学
内
企
業
説
明
会
と
し

て
は
国
内
最
大
級
で
す
。
ま
た
、

そ
れ
以
外
に
も
、
将
来
の
キ
ャ
リ

ア
を
考
え
る
う
え
で
有
益
な
講
演

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
実
施
。

単
な
る
就
職
支
援
で
は
な
く
、
長

期
的
視
野
に
立
っ
て
進
路
選
択
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
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●
全
学
オ
ー
プ
ン
科
目
／
学
部
・

学
年
を
問
わ
ず
、
全
学
生
が
学
べ

る
約
２
４
０
０
科
目
を
設
置
。
基

礎
学
力
を
身
に
付
け
る
「
Ｗ
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ｄ
Ａ
式
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
リ
テ
ラ

シ
ー
」
を
は
じ
め
、「
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
」「
海
外
実
習
」
な
ど
の

科
目
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
員
１
名
に
対
し
学
生
４
名
の
少

人
数
で
英
語
を
学
ぶ
「
Ｔ
ｕ
ｔ
ｏ

ｒ
ｉ
ａ
ｌ

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
」

な
ど
に
よ
る
語
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
正
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
「
社
会
」

を
学
び
の
場
と
す
る
、
企
業
な
ど

と
連
携
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
数

設
定
。
外
国
人
学
生
と
の
交
流
拠

点
が
あ
る
異
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
や
、「
仕
事
」
の
本
質
を

理
解
し
産
学
官
協
同
で
解
決
に
取

り
組
む
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ズ・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
多
様
な

社
会
連
携
教
育
で
視
野
を
広
げ
、

新
た
な
可
能
性
を
発
見
し
ま
す
。
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本
学
の
国
際
文
化
交
流
学
部
で

は
、「
文
化
交
流
」
と
い
う
視
点

か
ら
自
国
と
他
国
の
文
化
の
特
質

を
学
び
、
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て

深
く
考
察
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通

じ
て
文
化
的
差
異
の
意
味
を
理
解

し
、
文
化
の
多
様
性
を
尊
重
で
き

る
真
の
国
際
的
教
養
人
の
育
成
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
共
通
教
育
と
各
学
科
の
専
門
教

育
と
の
連
動
性
を
高
め
た
教
育
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、
伝
統
文

化
演
習
科
目
群
や
国
際
文
化
交
流

演
習
科
目
群
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
科

目
を
設
定
。
各
学
科
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
連
動
し
、
日
本
文
化
に
対

す
る
教
養
や
、
国
際
社
会
の
文
化

的
多
様
性
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
英
語
教
育
に
も
注
力

し
、
世
界
に
通
用
す
る
実
践
的
英

語
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
小
規

模
校
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
少
人
数

の
細
や
か
な
教
育
指
導
を
徹
底
し
、

学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　
２
つ
の
長
期
留
学
制
度
と
短
期

の
海
外
研
修
を
設
け
て
い
ま
す
。

●
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
留
学
／
本

学
に
在
籍
し
な
が
ら
海
外
の
大
学

に
留
学
し
、
各
大
学
で
修
得
し
た

単
位
の
一
部
を
相
互
認
定
し
、
両

大
学
の
学
位
を
取
得
し
ま
す
。

●
協
定
留
学
／
交
換
留
学
協
定
を

結
ん
だ
世
界
15
か
国
23
校
の
協
定

校
に
推
薦
を
受
け
て
派
遣
さ
れ
る

留
学
制
度
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
、
ア

メ
リ
カ
の
ほ
か
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア

ジ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地

域
で
留
学
生
と
交
流
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
語
学
力
を
養
い
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
野
を
身
に
付
け
ま
す
。

●
海
外
研
修
／
体
験
や
語
学
学
習

を
重
視
し
た
短
期
海
外
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
長
期
休
暇
に
実
施
さ
れ
る
た

め
授
業
と
両
立
が
可
能
で
す
。
ア

メ
リ
カ
の
国
際
機
関
な
ど
を
訪
問

す
る
研
修
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
国

際
協
力
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
多
く

の
学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
１
年
次
か
ら
多
様
な

キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
マ
ナ
ー
・
メ
イ

ク
ア
ド
バ
イ
ス
講
座
な
ど
就
職
活

動
の
実
践
的
な
指
導
か
ら
、
キ
ャ

ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
対
策
講
座
や

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
対
策
講
座
な
ど
女

子
大
学
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
設
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
正
規
授
業
科
目
に
も
就

職
に
関
連
し
て
学
ぶ
機
会
を
取
り

入
れ
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
や
社

会
人
と
し
て
の
知
識
を
身
に
付
け

ま
す
。
さ
ら
に
、
内
定
者
に
よ
る

就
活
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
学
習

院
の
卒
業
組
織
に
よ
る
面
接
対
策

セ
ミ
ナ
ー
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
卒
業
後
の
将
来
を
見
据
え
、
学

生
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
個
別
指
導
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
な

ど
、
少
人
数
制
を
生
か
し
た
き
め

細
か
な
支
援
体
制
が
、
高
い
就
職

内
定
率
へ
と
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
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●
世
界
と
日
本
と
地
域
を
つ
な
ぐ

／
２
０
２
０
年
４
月
、
新
た
に
開

設
さ
れ
た
国
際
日
本
学
部
は
、
文

化
交
流
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
世
界
と
日
本
と
地
域
を
結

び
つ
け
ら
れ
る
人
材
を
育
て
る

「
国
際
文
化
交
流
学
科
」、
日
本
語

お
よ
び
多
彩
な
日
本
文
化
を
深
く

理
解
し
、
国
際
的
な
視
野
を
備
え

た
文
化
の
継
承
者
を
め
ざ
す
「
日

本
文
化
学
科
」、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
か
ら
歴
史
学
、
民
俗
学
、
文

化
創
生
ま
で
を
本
格
的
に
学
ぶ

「
歴
史
民
俗
学
科
」
の
３
学
科
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
つ
の
学

科
は
、
各
々
の
専
門
領
域
を
持
ち

な
が
ら
学
科
の
枠
を
越
え
た
学
び

や
横
断
的
な
学
修
が
可
能
。
学
び

た
い
意
欲
や
挑
戦
す
る
気
持
ち
に

応
え
ま
す
。
学
部
・
学
科
新
設
を

機
に
本
学
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
社

会
と
世
界
に
開
か
れ
た
大
学
教
育

を
行
い
、
多
文
化
共
生
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

●
2
0
2
1
年
4
月
、
横
浜
み
な

と
み
ら
い
に
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開

設
／
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
、

創
立
の
地
、
横
浜
桜
木
町
に
隣
接

す
る
「
み
な
と
み
ら
い
地
区
」
に
、

新
た
に
「
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン

パ
ス
」
が
２
０
２
１
年
４
月
に
開

設
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
日
本

文
化
と
歴
史
に
深
い
理
解
を
持
ち
、

国
際
交
流
に
長
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル

な
人
材
を
育
成
す
る
国
際
日
本
学

部
、
外
国
語
学
部
、
国
際
経
営
学

部
（
２
０
２
１
年
４
月
設
置
構
想

中
）
の
３
つ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
系
学

部
が
集
結
し
ま
す
。
新
キ
ャ
ン
パ

ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
国
際
・
日

本
」
が
融
合
し
た
、未
来
「
創
造
・

交
流
」
キ
ャ
ン
パ
ス
。
学
生
の
み

な
ら
ず
研
究
者
、
企
業
、
観
光
客

な
ど
多
様
な
「
人
」
が
集
い
、「
知
」

が
交
流
し
、
地
域
と
共
に
歩
む
活

動
拠
点
と
し
て
、
社
会
と
つ
な
が

る
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
つ
空
間

が
設
置
さ
れ
ま
す
。

●
給
費
生
制
度
／
１
９
３
３
（
昭

和
８
）
年
か
ら
続
く
本
学
独
自
の

「
給
費
生
制
度
」
は
、
全
国
か
ら

優
秀
な
人
材
を
募
り
、
そ
の
才
能

の
育
成
を
目
的
と
し
た
奨
学
金
制

度
で
す
。
12
月
20
日
（
日
）
に
全

国
20
会
場
で
実
施
さ
れ
る
「
給
費

生
試
験
」
の
結
果
、
給
費
生
と
し

て
入
学
す
る
と
返
還
不
要
の
奨
学

金（
４
年
間
で
最
大
８
４
０
万
円
）

が
給
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
卒
業

後
の
返
還
義
務
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
（
２
０
２
０
年
度
、
毎
年
継
続

審
査
あ
り
）。

●
予
約
型
奨
学
金
／
在
籍
す
る
高

等
学
校
お
よ
び
自
宅
所
在
地
が
神

奈
川
県
・
東
京
都
（
一
部
地
域
を

除
く
）
以
外
の
受
験
生
に
対
し
、

入
学
後
の
経
済
的
支
援
を
行
う
給

付
型
の
奨
学
金
制
度
で
す
。
給
付

金
額
は
、
年
額
で
文
系
学
部
40
万

円
、
理
工
系
学
部
50
万
円
。
最
大

４
年
間
の
継
続
受
給
が
可
能
で
す

（
継
続
審
査
あ
り
）。

¦�金 ¡ ¨大 ©ª« ¬®¯°�±²³¦�金  ¯´生µ¶�

·¸�¹º ¡ »«»�¼½¾£¿¾���������¤生

840万円
給費生制度

奨学金給付額（2020年度予定）

（原則4年間給付。毎年継続審査あり）

（2020年度予定）

8学部22学科2プログラム
学部・学科数

ÀÁÂ大�

マナビジョンブック2020


